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国土交通省中国地方整備局松江国道工事事務所においては、松江地区の一般国

道 9号の交通混雑を緩和して円滑な交通を確保し地域社会の発展に資するため、

一般国道 9号のバイパスとして松江道路の建設を進めています。

道路予定地内にある埋蔵文化財については道路事業者の負担によって必要な調

査を実施し記録保存を行うため、島根県教育委員会と協議し同委員会の御協力の

もとに昭和50年度から発掘調査を行っています。島根県人束郡玉湯町布志名地区

においては当松江道路と中国横断自動車道尾道松江線と県道の連結部にあたり、

埋蔵文化財の保護にも十分留意しつつ関係機関と協議しながら道路建設を進めて

まいりました。

本報告書は平成10年度と平成11年度に島根県八束郡玉湯町布志名で実施した布

志名大谷Ⅲ遺跡の発掘調査の記録であります。この記録調査が邊かな過去に生き

た先祖の生活や文化様式を時代を越えてよみがえらせ、また現代に生きる私ども

の未来への道しるべとなるとともに今後の調査研究の資料として活用されること

を期待するものであります。

なお、この発掘調査及び本書の編集は島根県教育委員会に委託して実施したも

のであり、ここに関係各位の御尽力に対し、深甚なる謝意を表すものであります。

平成 13年 3月

国土交通省中国地方整備局

松 江 国 道 工 事 事 務 所

所 長 石 井 生



島根県教育委員会では、建設省中国地方建設局 (現 国土交通省中国地方整備

局)か ら委託を受けて、かねてよリー般国道 9号松江道路建設予定地内の発掘調

査を行っておりますが、平成 5年度からは、松江市乃木福富町から人束郡玉湯町

にかけての調査に取り組んでいます。

本報告書は、平成10・ 11年度の 2年間にわたり実施した玉湯町布志名地区に位

置する布志名大谷Ⅲ遺跡について、その調査結果をとりまとめたものです。

布志名大谷Ⅲ遺跡では四隅突出型墳丘墓といわれる弥生時代後期の特徴的な墳

丘墓をはじめ、古墳時代の箱式石棺墓など、弥生時代から古墳時代にかけての多

数の墳墓が見つかりました。これらの発見は、この地域における墓制の変遷を知

る上で有益な資料であるとともに、当時の墓域のあり方、葬送儀礼や観念を考え

る上でも貴重な成果といえます。

こうした祖先の営みを物語る数々の発見は、今後、郷土の歴史の解明に大いに

役立つものと思われます。本報告書が地域史を解明する糸口となり、埋蔵文化財

に対する理解と関心を高めるうえでの一助となれば幸いに思います。

今回の発掘調査及び本書の刊行にあたり、御協力いただきました地元の皆様を

はじめとする関係者に厚くお礼申し上げます。

平成 13年 3月

島根 県教育 委 員 会

教育長  山 山詠 雄悠



巻頭図版 1

北 I区調査後全景 (東方向から)
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1、 北 I区 1号墓完掘状況 (上空から)(上段 )
2、 北 I区 2号墓完掘状況 (上空から)(下段 )
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1、 北 I区 3号墓
2、 北 I区 3号墓

(左 )、 SK04～08(右)完掘状況 (上空から)(上段 )
(中 )、 4号墓 (左 )、 SK04～08(右)完掘状況 (上空から)(下段 )
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北 I区 1号墓完掘状況 (東方向から)
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北 I区 1号墓完掘状況 (西方向から)
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1、 北 I区 1号墓東辺貼石精査状況 (南東方向から)(上段 )
2、 北 I区 1号墓西辺貼石精査状況 (南西方向から)(下段 )
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1、 北 I区 1号墓南辺貝占石精査状況 (南西方向から)(上段 )
2、 北 I区 1号墓第 2主体部上層堆積状況 (北方向から)(中段 )
3、 北 I区 1号墓第 2主体部棺底面水銀朱検出状況 (下段 )
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1、 北 I区 3号墓完掘状況全景 (西方向から)(上段 )
2、 北 I区 4号墓石列検出状況 (東方向から)(下段 )



巻頭図版10

北区。南区墓境上出土いわゆる「標石」類
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1.本書は、建設省中国地方建設局 (現国土交通省中国地方整備局)の委託を受けて、島根県教育

委員会が平成10年度と平成■年度に実施した一般国道 9号松江道路違結部建設予定地内埋蔵文化

財発掘調査のうち、布志名大谷Ⅲ遺跡の調査報告書である。

2.調査組織は次の通りである。

〈平成10年度〉

【事 務 局】勝部 昭 (文化財課長)、 宍道正年 (埋蔵文化財調査センター長)、 福田 敏 (主査)、
島地徳郎 (課長補佐)、 秋山 実 (課長補佐)、 川崎 崇 (企画調整係主事)

【調 査 員】ナII原和人 (文化財課埋蔵文化財調査センター主幹 。調査第 1係長)、 錦田剛志 (同主

事)、 安達和隆 (同教諭兼文化財保護主事)、 池田哲也 (同教諭文化財保護主事)

【調査指導】 (敬称略)田中義昭 (島根県文化財保護審議会委員、島根大学法文学部教授)、 蓮岡

法疇 (島根県文化財保護審議会委員)、 渡邊貞幸 (島根大学法文学部教授)

〈平成11年度〉

【事 務 局】宍道正年 (島根県教育庁埋蔵文化財調査センター所長 )、 秋山 実 (同総務課長)、
松本岩雄 (同調査課長)、 今岡 宏 (同総務係長)

【調 査 員】ナ|1原和人 (島根県教育庁埋蔵文化財調査センター主幹
。調査第 1係長 )、 錦田剛志

(同主事)、 中野靖睦 (同孜諭兼主事)、 中岡宏樹 (同臨時職員)

【調査指導】 (敬称略)田中義昭 (島根県文化財保護審議会委員)、 蓮岡法噂 (島根県文化財保護

審議会委員)、 渡邊貞幸 (島根大学法文学部教授 )、 松田 潔 (′亀取県埋蔵文化財セ

ンター)、 岩田文章 (′ミ取県淀江町教育委員会)

3.発掘作業 (発掘作業員雇用・測量発注ほか)については、建設省中国地方建設局、島根県

教育委員会、①中国建設弘済会の二者協定に基づき、島根県孜育委員会から触中国建設弘済会

(島根支部)へ委託して実施した。

4.報告書の作成にあたっては、以下の方々から有益な指導、助言をいただいた。記して感謝の意

を表する。(敬称略 所属機関名は、平成■年度当時)

【石材鑑定】島根県工業技術センター 永島晴夫  同 浜田工業技術指導所 井上多津男

【赤色顔料鑑定】東京国立文化財研究所 朽津信明
5。 挿図中の方位は、測量法による平面直角第Ⅲ座標系のX軸方向を指す。従って、磁北より7°

55′ 、真北より0° 21′ 東の方向を指す。レベル高は海抜高を指す。

6.本書に掲載した「遺跡位置図」は国土交通省国土地理院発行の地形図を利用した。

7.本書に掲載した遺物の実沢1、 浄写、写真撮影は主として次の者が行った。

〔実波1,製図〕錦田岡J志、赤木 努、安達和隆、池田哲也、奥村昌子、中岡宏樹、小豆沢美貴

【浄   写】赤木 努、中岡宏樹、小豆沢美貴、高椿幸江、藤原須美子

【写 真 撮 影】是田 敦

8.本書の執筆は、名越顕秀 (島根県教育庁埋蔵文化財調査センター調査課)、 錦田岡↓志 (平成12

年 4月 から島根県立博物館学芸課)が行った。

9.出土資料及び実測図・写真等の資料は、島根県教育庁埋蔵文化財調査センターで保管している。
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図版34 1、 北 I区 1号墓第 1主体部完掘状況 (北方向から)

2、 同上 土層堆積状況 (北方向から)

図版35 1、 北 I区 1号墓第 2主体部 (木棺裏込土を残した状態)(北方向から)

2、 同左  (南方向から) 3、 同上 完掘状況 (北方向から)

図版36 1、 北 I区 1号墓第 2主体部土層堆積状況 (北方向から)2、 同上 完掘状況 (北方向から)
図版37 1、 北 I区 1号墓第 3主体部土層堆積状況 (北方向から)2、 同上 完掘状況 (北方向から)
図版38 1、 北 I区 1号墓第 4主体部土層堆積状況 (北方向から)2、 同上 完掘状況 (北方向から)
図版39 北 I区 1号墓完掘状況 (東方向から)

図版40 1、 北 I区 1号墓完掘状況全景 (東方向から) 2、 同上  (西方向から)

図版41 1、 北 I区 1号墓東辺貼石精査状況 (東方向から) 2、 同上  (南東方向から)

図版42 1、 北 I区 1号墓東辺貼石精査状況 (北東方向から)

2、 同 西辺貼石精査状況 (西方向から) 3、 同上  (南西方向から)

図版43 1、 北 I区 1号墓西辺貼石精査状況 (北西方向から)

2、 同 南辺貼石精査状況 (南西方向から)

北 I区 1号墓南辺貼石精査状況 (南東方向から)

同 北辺貼石精査状況 (北方向から)

北 I区 1号墓東辺貼石断割状況 (北方向から)

同 西辺貼石断割状況 (南方向から) 3、 同

北 I区 1号墓束辺貼石除去後 (東方向から)

2、 同 精査状況 (部分)(南方向から)

南辺貼石断割状況 (東方向から)

2、 同 西辺貼石除去後 (西方向から)
3、 同 貼石除去後全景 (西方向から)

北 I区 2号墓調査前全景 (東方向から) 2、 同上 調査後全景 (東方向から)

北 I区 2号墓 トレンチ調査 。東辺貼石検出状況 (東方向から)

同 東溝内土層堆積状況 (南方向から) 3、 同 束辺貼石精査状況 (東方向から)

北 I区 2号墓東辺貼石精査状況近景 (南方向から) 2、 同上  (北方向から)

同 北東隅貼石精査状況 (北方向から)

北 I区 2号墓主体部検出状況 (西方向から)

北 I区 2号墓主体部完掘状況 (西方向から)

2、 同 完掘状況 (北方向から)



2、 同 北束隅貼石断割状況 (北方向から)3、 同 東辺貼石除去後 (東方向から)

図版52 1、 北 I区 3号墓検出状況 (東方向から) 2、 同 完掘状況 (南方向から)

3、 同 貼石精査状況 (南方向から)

図版53 1、 北 I区 3号墓完掘状況全景 (西方向から) 2、 同 貼石断割状況 (東方向から)

3、 同 貼石除去後 (南東方向から)

図版54 1、 北 I区 4号墓石列検出状況 SK01(右上)。 SK02(右下)(東方向から)

2、 同 4号墓SK09(右上)。 SK01(右 中)。 SK02(右下)完掘状況 (東方向から)

図版55 1、 北 I区 4号墓南辺石列検出状況 (北方向から)2、 同 南辺石列精査状況 (東方向から)

図版56 1、 北 I区 4号墓石列断割状況 (束方向から) 2、 同 束辺石列精査状況 (南方向から)

図版57 1、 北 I区 4号墓主体部完掘状況 (北方向から) 2、 同 南辺石列除去後 (北方向から)

図版58 1、 北 I ttSK04・ 05。 08・ 06・ 07(手前より)(西方向から)

2、 同左  (奥より)(東方向から)3、 北 I区SK04'05'08'06(左 より)(南方向から)

図版59 1、 北 I ttSK04調 査状況 (東方向から) 2、 北 I区SKC15検出状況 (南方向から)

図版60 1、 北 I ttSK05角礫・磨石・土器出土状況 (南方向から)

2、 同上 調査状況 (南方向から)3、 北 I区SK07(左 )・ 06(右 )検出状況 (北方向から)

図版61 1、 北 I ttSKC18(左 )・ 06(右 )調査状況 (南方向から)2、 同上 完掘状況 (南方向から)

図版62 1、 北 I区SK08板状石出土状況近景 (南方向から) 2、 同 SK07土器出土状況近景

3、 同上 調査状況 (南方向から)

図版63 1、 北 I区SKC17(手前)・ 06・ 08(奥)完掘状況 (東方向から)

2、 北 I区土壊墓群調査風景 3、 北 I区 4号墓付近調査風景

図版64 1、 北 I ttSK01完掘状況 (北方向から) 2、 北 I区SK02礫石検出状況 (北方向から)

3、 同上 完掘状況 (北方向から)

図版65 1、 北 I ttSK03完掘状況 (束方向から) 2、 北 I ttSK09遺物出土状況 (西方向から)

3、 同上 完掘状況 (西方向から)

図版66 1、 北Ⅱ区SK01完掘状況 (西方向から)

2、 北Ⅱ区 1号石棺墓溝・蓋石検出状況 (東方向から) 3、 同上  (北東方向から)

図版67 1、 北Ⅱ区 1号石棺墓蓋石検出状況 (南方向から)2、 同上 石棺開蓋状況 (北方向から)

図版68 1、 北Ⅱ区 1号石棺墓石棺内 (南方向から) 2、 同上  (東方向から)

図版69 1、 北Ⅲ区完掘状況 (東方向から) 2、 北区調査指導 (H■ .5.25)

3、 北区現地説明会 (H■ .6.19)

図版70 南区東半部出土遺物

図版71 南区東半部・西半部出土遺物

図版72 北 I区 1号墓出土遺物

図版73 北 I区 2号墓 。SK05出土遺物

図版74 】ヒI ttSK07・ 08出土遺物

図版75 北 I区SK09・ 北Ⅱ区 1号石棺墓出土遺物

平成10年度調査参加者



第 1章 調査に至る経緯

一般国道 9号松江道路は、松江市街地の交通渋滞の解消を目的に昭和47年 に都市計画決定され、

起点の人束那東出雲町出雲郷から終点の人束郡玉湯町布志名に至る10。 7kmにおいて建設工事が進め

られている。

中国横断自動車道尾道松江線との連結部分に当たる玉湯町布志名の終点部分 (便宜上「松江道路

連結部」と呼ぶ)については、平成 2年に建設省松江国道工事事務所から島根県教育委員会に建設

予定地内の埋蔵文化財包蔵地に関する照会があった。これを受けて島根県教育委員会は、随時、埋

蔵文化財包蔵地の分布調査を実施した。

布志名大谷Ⅲ遺跡周辺は、平成 8年度に詳細な分布調査を再度実施し、遺跡のおよその範囲を把

握した。また、隣接する布志名大谷 I遺跡 (1号墳)については、平成 7年度に実施された松江道

路西地区 (松江市福富町から人束藩玉湯町布志名に至る1.6km区間)建設に伴う埋蔵文化財発掘調

査ですでに確認されていた。

これらの調査結果を踏まえ、連結部の遺跡として、布志名大谷 I遺跡、布志名大谷Ⅲ遺跡ほかに

ついて平成10年 7月 1日 付けで建設省松江国道工事事務所と島根県教育委員会との間で発掘調査の

委託契約を交わした。

大谷 I遺跡 (1号墳)の発掘調査は、平成10年 8月 から開始し12月 までの 5か月をかけて実施し

た。その結果、古墳時代前期の方墳 1基を検出した。

大谷Ⅲ遺跡は、便宜上、谷間を境に調査区を北区と南区に三分した (第 3図 )。

南区については、平成10年■月から12月 までの 2か月間にわたり全面発掘調査を実施し、弥生時

代の土羨墓、古墳時代の石棺墓などを複数検出して完了した。

北区については、平成10年度に南区の調査と並行して、調査範囲を確定するための トレンチ調査、

地形測量を実施し、検出された一部遺構 (北Ⅱ区石棺墓等)の本調査を実施した。 トレンチ調査に

よって、北区には貼石を持つ墳墓が少なくとも2基以上存在することが確認され、平成■年度引き

続き本調査を実施することにした。

平成11年 4月 から6月末にかけては、北 I区の全面発掘調査を実施し、四隅突出型墳丘墓 3基と

多数の土羨墓等を検出した。四隅突出型墳丘墓という当地における弥生時代の墓制を代表する遺構

が検出されたことから、調査を一端中止し、建設省 (現 国土交通省)を はじめ関係機関と遺跡の

取扱いに関する協議を実施した。協議の結果、遺跡が道路のインター部に位置し、三層におよぶ立

体構造が予定される場所にあたることから、設計変更による現状保存は難しいとの結論に至った。

記録保存やむなしとの結論を受け、同年 7月 12日 から22日 まで、墳丘の断ち割り、貼石の撤去な

ど記録保存を前提とする追加調査を実施して、現地調査を完了した。

(註 1)『布志名大谷 I遺閉・布志名大谷 I遺跡・布志名才の神遺跡 一般国道 9号松江道路 (西地区)建設予定地内

埋蔵文化財発掘調査報告書 4』  1997 島根県教育委員会
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第 2章 遺跡の位置と環境

布志名大谷Ⅲ遺跡は人束那玉湯町布志名に所在する遺跡である。遺跡は、玉湯町に位置する花仙

山 (標高199.7m)か ら派生し宍道湖に向かって伸びる低丘陵上に立地している。布志名大谷Ⅲ遺

跡は丘陵の西側に立地しており、古墳時代前期の方墳 1基が出土した布志名大谷 I遺跡の西隣りに

あたる。

玉湯町は宍道湖の南東岸に位置し、東は松江市、南は大原郡大東町、西は人東郡宍道町と境界を

接している。人口約6000人、温泉の町であり、伝統工芸の布志名焼や弱璃細工などが特産である。

奈良時代の天平 5年 (733)イこ編纂された『出雲国風上記』(以下『風上記』と略す)によれば、現

在の玉湯町の町域は、意宇郡拝志郷の東部と、意宇郡忌部神戸の西半分にあたる。町の】ヒ部には国

道 9号と」R山陰線が東西に通っているが、これらは古代山陰道のルートにほぼ沿っていると思わ

れる。町の中央部分を玉湯川 (『風上記』では玉作川)が北流するが、この川を遡って山間に分け

入る県道は、意宇郡家から大原郡家、飯石那家を経由して、やがて備後国に通じる通道 (当時の官

道)に相当するものと考えられる。また、『風土記』の意宇郡条には布志名の地名のもととなった

と思われる「布自奈社」の名が記されている。この布自奈社は花仙山中腹にある布自名社に比定さ

れている。層風上記』は、拝志郷には正倉が置かれたと記す。所在地は玉湯町林村本郷に比定され

ている。また、『風上記』によれば、その編纂当時の意宇郡の郡役人は、大領の出雲臣広嶋以下ほ

とんどが出雲臣であるが、主政 (二等官)は林臣であった。林臣は拝志郷の豪族で、皇族に連なる

一族として付近一帯に隠然たる勢力を誇っていたようである。後述するが、林村には前方後円墳を

含む50基から構成される林古墳群があり、林臣との関わりが連想されるところである。

『風上記』の忌部神戸の条には興味深い記述がある。「忌部神戸。郡家の正西二十一里三百六十歩

なり。図造、神吉詞奏しに、朝廷に参向ふ時の御沐の忌玉作る。改、忌部と云ふ。即ち川の邊に湯

を出す。出湯の在る所は、海陸を兼ねたり。

"り

て男も女も、老いたるも少きも、或るは道路を酪

酵ひ、或るは海中を洲に沿い、日に集ひて市を成し、績紛燕築ぶ。一たび濯げば形容端正しく、再

び浴すれば、高病悉に除こる。古より今に至るまで駁を得ずといぶことなし。故、俗人、神湯と口

ふなり」というもので、この記述から、この時代既に、玉造温泉は老若男女が集い賑わう歓楽地で

あったことが分かる。さらにはここから、この地では出雲国造家がその地位に就く際に腹ぎが行わ

れ、また天皇に献上するための玉の製作が行われていたことも明らかにされている。

このような形態における玉の献上がいつ頃まで行われたものかははっきりしない。しかし、延長

5年 (927)イこ編纂された『延喜式』には、「出雲国造神寿詞を奏す。玉六十人枚。赤水精人枚、白

水精十六枚、青石玉四十四枚…」とあることから、少なくともこの頃までは行われていたようであ

る。また『延喜式』には、「凡そ出雲国の進る所の御富岐玉六十連。三時大殿祭料jll六連、臨時十

四連。毎年十月以前、意宇郡神戸玉作氏をして造り備へしめ、使いを差して進上す」ともあり、大

殿祭等の儀式のため、出雲の玉が毎年進上されていたことが分かる。さらに、『正倉院文書』の

「出雲国計会帳」によれば、天平 5年 (733)の 8月 19日 に、真珠などとともに「水精」が進上され

ていることが分かる。あるいは、「九条家本『延喜式』巻十」の裏文書にある「主税寮出雲国正税

返却帳」によれば、長保 2年 (1000)や同 4年 (1002)に 、「水精」の進上に応じて税稲が返却さ
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れた事実を確認できる。

一般に玉作は、弥生時代から広い地域で行われるが、律令時代になると廃れる。ところが出雲の

玉作は、古墳時代後期に最盛期を迎え、少なくとも11世紀初頭までは続いていたことが文献から明

らかである。そして、その出雲における玉作の中心は、玉湯川の流域と、東に隣接する松江市の忌

部川流域である。これは両河川の間に、玉の原石になる良質の弱翡や碧玉の産出地である花仙山

(『風上記』には玉作山と記載)が あるためで、この辺りは、全国でも例を見ない玉作遺跡の集中地

域となっている。

このように、玉湯町とその周辺は、玉作を中心に歴史的に興味深い地域である。ここでは、主な

遺跡の紹介を通じて、この地域の歴史を概観しておきたい。

旧石器時代 島根県内では、この時代にまで遡ることのできる遺跡は多くはないが、近年、宍道

湖 。中海沿岸地域を中心に、少しずつ資料が集まってきている。そのうち玉湯町林村の鳥ヶ崎遺跡

からは、中期旧石器時代まで遡る可能性を持つ剥片や石核などが採集され、玉湯町湯町の杉谷遺跡

では後期旧石器時代の石器が確認され、松江市乃木福富町の廻田遺跡からは、後期のナイフ形石器

が出土している。

縄文時代 玉湯町内にはこれと言った資料がないが、周辺地域では遺跡が増加してくる。松江市

の乃木湖岸遺跡や、宍道町の野津原Ⅱ遺跡で発見された有茎尖頭器は、縄文時代草創期のものと推

定される。土器が見つかっていないため時期の限定が難しいが、縄文時代も後半と推定される遺跡

に、宍道町東来待の弘長寺遺跡がある。この遺跡は、狭い範囲から豊富な種類の石器を大量に出土

したことで知られる。特に石錘の出土量が多いことから、漁勢が活発に行われたことがうかがえる。

その他、縄文後期から晩期の深鉢が出上した、東来待の三成遺跡などがある。

旧石器時代に深い谷であったと推定される宍道湖 。中海沿岸地域は、気候が温暖化し縄文時代に

なると海水面が上昇し、水道状を呈するようになったと考えられる。このためこの地域は、前面に

湖水、背後には低丘陵が控え、漁勢や狩猟に適していた住みやすい環境だったと思われる。従って

玉湯町内においても、今後この時代の遺跡が発見される可能性は充分にある。

弥生時代 島根県教育委員会が昭和61年 (1986)に行った玉作遺跡分布調査では、53の遺跡が報

告されている。その大部分は古墳時代以降のものであるが、弥生時代のものも幾つか確認できる。

出雲での玉作は、弥生時代前期にまで遡ることができる。現在のところ、島根県下で最古の玉作

遺跡は松江市の西川津遺跡で、緑色凝灰岩を使って管玉が生産されていた。中期の遺跡としては、

松江市竹矢町の布田遺跡がある。後期の遺跡としては、松江市矢田町の平所遺跡があり、ここでは

水晶製の算盤玉や丸玉、碧玉製の管玉等を生産していた工房跡が発見された。玉湯町域での玉作の

開始は、古墳時代まで下るものと従来は考えられてきた。しかし、昭和58～ 59年 (1983～ 1984)、

出雲玉作跡宮ノ土地区で実施された発掘調査では、工房跡は検出されなかったが、弥生末期～古墳

時代前期の上器とともに玉類未成品が出土しており、玉作開始が弥生時代にまで遡る可能性が出て

きた。

玉作に直接は関わらないが、そのほか重要な遺跡には、松江市乃木福富町・乃白町・浜乃木町に

またがる田和山遺跡群がある。ここでは以前から、全長約20mの古墳時代後期の前方後円墳である

田和山 1号墳をはじめとする古墳群の存在が知られていたが、それに加えて 3重の環壕が巡る遺跡

が検出された。時期的には弥生時代前期～中期とされる。田和山遺跡群から北東約250mの ところ
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には、友田遺跡がある。この遺跡は前期～中期の上羨墓26基、中期の墳丘墓 6基、後期の四隅突出

型墳丘墓 1基などから構成される墳墓群で、土娠墓群からは勾玉や管玉のほか大量の石鏃が出土し

たため、「戦士の墓」などと呼ばれる。

玉湯町内では、本書で報告する布志名大谷Ⅲ遺跡の墳墓群がある。同じく布志名の大堤Ⅱ遺跡で

は、後期古墳 7基のほか、弥生時代～平安時代にかけての住居跡や加工段が検出された。弥生時代

中期の竪穴住居跡は 3棟見つかり、うち 1棟からは、時期が確定できるものとしては県内で最も古

い鉄製の錐が出上している。

宍道町東来待の三成遺跡からは 3基の墳墓が発見されている。当初、これらは中期の古墳と報告

されていたが、近年になって弥生時代の墳丘墓の可能性が指摘されている。特に 2号墓は貼石が認

められるもので、注目される。弥生時代中期～後期の来待地区に、有力な集団が存在していた可能

性をうかがわせるものである。白石から佐々布にかけての丘陵地帯では、山守免遺跡、野津原Ⅲ遺

跡、上野遺跡、上野Ⅱ遺跡など、高地性集落が次々と発見されている。

古墳時代 玉作関係の遺跡が数多く出現し、特に玉湯川と忌部川の流域に集中して営まれる。
玉湯川の流域では、宮垣地区、玉ノ宮地区、宮ノ土地区の 3か所が国指定の史跡となっている。

宮垣地区は記加羅志神社跡を中心に立地しており、古墳時代前期末～平安時代の工房跡が約30棟検

出されたほか、玉の原石や玉類の未成品、砥石、穿孔用の鉄製錐など、大量の玉作関係の遺物が出

土した。また、同一の遺構から玉作関連と生活関連の遺物が同時に出土していることから、玉作工

房と住居が一体になっていたことが明らかになった。宮ノ土地区は玉作湯神社境内に位置する。玉

作湯神社は『風上記』や『延喜式』に記載のある古社で、大穴持命、少彦名命に加えて、玉の神で

ある櫛明玉命を祭神としている。この地区は、玉作開始が玉湯町内では最も早く、弥生時代まで遡

ると推定されるが、古墳時代前期と後期の玉作の舞台でもあった。玉ノ宮地区には、櫛明玉命を祭

る玉ノ宮という神社が、大正年間まで存在した。ここでは玉作に関わる明確な遺構は確認されてい

ないが、古墳時代～奈良時代にかけての玉作関連の遺物はまとまって出土している。また、この地

区からは、鉄滓や炉壁をともなって 7世紀と9世紀と推定される精錬炉が 2基検出され、製鉄が行

われていたことも明らかになっている。この製鉄遺跡で生産された鉄製品が、玉作の工具として使

われたものなのか、製鉄と玉作の関連が興味深い。このほか玉湯川の流域には、平床遺跡、日焼廻

遺跡、狐廻遺跡など多数の玉作遺跡が存在している。玉湯川の流域からは離れるが、林村の堂床遺

跡は、6世紀後半～ 7世紀前半という短い期間に、26棟 という数多くの工房が営まれた遺跡として

注目される。

忌部川流域は、玉湯川流域に次いで玉作遺跡が集中して存在する。このうち後原玉作跡からは、

石釧の未成品が出土しており、古墳時代前期に遡るものと考えられる。また中島遺跡では、中期の

工房跡が確認されている。大角山遺跡は、竪穴住居跡 5棟から構成される中期の玉作遺跡である。

出土した土師器に形式差がほとんどなく、住居跡相互の切り合い関係もないことから、ごく短期間

営まれた集落と考えられる。

古墳や横穴墓は、やはり玉湯川流域に多く分布している。このうち徳連場古墳は、 5世紀末頃の

築造と考えられる小型の円墳である。玉造築山古填もほぼ同時期の築造と思われ、墳形が明確では

ないが、やはり円墳と推定される。双方とも、地元では白粉石または白来待と呼ばれる石英安山岩

質凝灰岩を石材とする舟形石棺を用いているという特徴がある。宍道町西来待の横田古墳でも同じ
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石材を利用した舟形石棺を持つなど、舟形石棺は中海・宍道湖岸に濃く分布している。報恩寺古墳

群は 6基のうち 5基までが小型の円墳だが、 1基は全長約50mの前方後円墳で、玉湯町では扇廻古

墳と並ぶ最大の古墳である。 5～ 6世紀の築造と考えられる。 6～ 7世紀になると、この地にも多

くの横穴墓が出現するようになる。花立横穴群は 5穴で構成される。調査段階で現状をとどめてい

たのは 2穴のみだが、もともとは全ての横穴で、白粉石 (石英安山岩質凝灰岩)を石材とする、切

り石を組み合わせた箱式石棺を収めていたと考えられる。副葬品のほとんどは須恵器で、頭部と足

元に分けて置かれている。岩屋寺跡横穴群は国指定史跡で、来待石 (凝灰質砂岩)の岩盤を掘り込

んでつくられている。 2穴で構成され、 2穴とも4隅を柱状に陽刻するなど、極めて入念な構造で

ある。岩屋遺跡は、岩屋寺跡横穴群の西側の尾根続きにあり、 1区に存在する古墳群は後期のもの

である。玉湯川が形成した平野は狭小で、この地域の農業生産力も高くはなかったであろう。それ

にも関わらず、不相応に思えるほどの数や規模の古墳が築造された背景としては、玉作との関連性

を考慮すべきであろう。

林村にも古墳や横穴墓は多く存在する。中でも林古墳群は、宍道湖に突出する低丘陵上に約50基

が密集する、玉湯町内では最大規模の古墳群である。前述のように、この古墳群は林臣と密接な関

わりがあると考えられる。大部分が小型の円墳だが、方墳 1基、前方後円墳 4基も含まれる。この

うち43号墳は全長約18mの小型の前方後円墳で、横穴式石室を持つ。 6世紀中期～後期の築造と思

われ、出雲における横穴式石室の出現期のものとして重要である。また、多くの副葬品が認められ

たが、そのうち、玄室内から出土した須恵器イの出土状況にも注目が必要である。それは、 2つの

邦を並べたもので、奥壁の近くに 2セ ット、玄門付近に 1セ ットの、計 3セ ットが存在した。これ

は、都を枕に転用したものと考えられる。

布志名地区にも、古墳がある程度まとまって存在している。前期の布志名大谷 1号墳の他に、中

期の樅の木古墳群、後期の大堤Ⅱ遺跡の古墳群がある。

忌部川流域では、二名留古墳群、大角山古墳群、向原古墳群、田和山古墳群、松本古墳群、菅沢

谷横穴群、弥陀原横穴群などが知られ、何れも中期以降のものである。このうち大角山 1号墳は、

全長60m余 りの大規模な前方後円墳である。田和山 1号墳は、全長約20mの小型の前方後円墳であ

るが、前方後円墳の築造が減り横穴墓が主流になる 6世紀後半になって、あえて前方後円墳を築造

しているところが興味深い。また、二名留 2号墳からは、 5世紀後葉のものと比定される子持勾玉

が出土している。

奈良・平安時代 律令時代になると全国的に玉の生産は行われなくなり、玉作遺跡の発見例は花

仙山の周辺だけにほとんど限定される。製作された玉類がどのような性格のものであったかは、前

述の通りである。この時期の主な玉作遺跡に、蛇喰遺跡がある。蛇喰遺跡は出雲玉作跡宮垣地区の

西に隣接する遺跡で、竪穴住居跡や掘立柱建物跡が検出されている。ここで注目されるのは、第一

にヘラ書き文字のある須恵器が500点以上出土したことで、これは一遺跡としては全国的にも類を

見ないほどの出土量と言える。文字には「白田」、「由」、「有」、「林」などが多く見られた。「由」

や「有」力S、 「湯」に通ずるなど、地名を連想させるものが多い。またこれらの須恵器は、松江市

東忌部町の湯峠窯跡で生産されたものと考えられる。因みに湯峠窯跡は、花仙山の南麓、玉造と忌

部を結ぶ道筋に存在した遺跡で、出雲国庁もここから須恵器の供給を受けていた。また、一般に、

寺院や宮衡からの出上が多いとされる円面硯、緑釉、製塩土器が多く出土している。玉類の未成品
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は平玉を中心に大量に出土しているが、完成品に近いものが多くを占めた。

その他の遺跡としては、林村に、瓦類や礎石が出上した松ノ前廃寺があり、林臣一族が建立した

私寺と考えられている。

鎌倉 。宣町時代 全国的に山城が多く出現する時期であり、玉湯町周辺地域も例外ではない。特
に玉湯川に沿って山間に分け入る谷筋には、古代から奥出雲に通じる重要な街道が設けられており、

付近には山城が密集している。玉作湯神社の西側には、玉造要害山城跡がある。標高約108mの小

山塊にあり、規模は大きくないが、奥出雲への街道と湯峠を越えて忌部に抜ける間道を押さえる、

交通の要衝に立地している。毛利氏による改修も想定できるが、築城は鎌倉時代末期にまで遡り、

湯氏の居城であったと考えられている。

江戸時代 その創設については諸説あるが、18世紀の中頃までには、布志名の地で布志名焼が始
まった。一説には、富士名義綱 (後醍醐天皇の船上山での挙兵に、塩冶高貞とともに真っ先に馳せ

参じたという)の家臣船木与兵衛次政の末裔を名乗る与次兵衛村政が、明和年間 (1764～ 1772)に

開窯したと伝えられる。真偽のほどはもう一つ定かではないが、この船木一族や、土屋氏、永原氏

らによって布志名焼は発展 し、松江藩主松平治郷の手厚い保護などもあり大いに繁栄した。宍道湖

南岸の若山付近を中心に多くの窯跡が存在しており、現在もなお、 4つの窯元が操業している。

第 1図 布志名大谷Ⅲ遺跡の位置

布志名大谷Ⅲ遺跡
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地図番号 遺 跡 名 種   別 地図番号 遺 跡 名 種   別

l 布志名大谷Ⅲ遺跡 古墳・四隅突出型墳丘墓 廻田遺跡 散布地

2 布志名大谷 I遺跡 古墳・建物跡 廻田古墳 古墳

3 布志名才の神遺跡 祭祀遺跡 大角山遺跡 集落跡他

4 布志名大谷Ⅱ遺跡 古墳・炭窯 屋形遺跡 散布地

5 灘舟木窯跡 窯跡 連花垣遺跡 散布地

6 後福島窯跡 窯跡 松本遺跡 散布地

7 空福島窯跡 窯跡 福富 I遺跡 散布地

8 永原窯跡 窯跡 乃白玉作跡 玉作跡

利平窯跡 窯跡 乃白遺跡 散布地

沢窯跡 窯跡 屋形古墳群 古墳

舟木藤平窯跡 窯跡 大角山古墳群 古墳

鍛冶山窯跡 窯跡 すべりざこ横穴墓群 横穴

鍛冶畑遺跡 散布地 松本古墳 古墳

布志名遺跡 建物跡 松本修法壇跡 修法壇跡

二斗垣古墳群 古墳 天場古墳 古墳

大堤Ⅱ遺跡 古墳・住居跡 乃白権現遺跡 玉作跡

大堤 I遺跡 古墳 弥陀原横穴群 横穴

大堤古墳 古墳 松本横水群 横穴

助次郎古墳群 古墳 岩屋口古墳 古墳

真野谷遺跡 古墳 中垣古墳 古墳

樅ノ木古墳群 古墳 下鍛冶古墳 古墳

狐廻墳墓群 墳墓 宮の上遺跡 散布地

狐廻遺跡 玉作跡 小城口遺跡 玉作跡

柿田古墳群 古墳 平松遺跡 玉作跡

永丁部遺跡 玉作跡 清水尻遺跡 散布地

岩屋口遺跡 玉作跡 菅沢横穴群 横穴

布田遺跡 玉作跡 野向古墳 古墳

山崎横穴群 横穴 菅沢遺跡 散布地

中河原古墳群 古墳 大久保古墳群 古墳

宮田古墳群 古墳 大久保遺跡 散布地

後迫古墳 古墳 薬師前遺跡 散布地

小川古墳 古墳 後友田古墳群 古墳

布志名城山城跡 城跡 田和山遺跡群 弥生環壕・古墳

下山窯跡 窯跡 友田遺跡 墳墓

永保山窯跡 窯跡 宇賀Ⅱ遺跡 散布地

茂芳目遺跡 散布地 昆沙門山古墳群 古墳

判官山古墳群 古墳 荒神古墳 古I_R

伝富士名判官義綱古墓 古墓 伝佐々木高綱墓 古墓

足立窯跡 窯跡 堀尾忠晴墓 古墓

カナクソ谷炉跡 製鉄遺跡 人参方跡 役所跡

欠田遺跡 散布地 茶町遺跡 散布地

福富湖岸遺跡 散布地 天倫寺前遺跡 散布地

二名留古墳群 古墳 荒隈城跡 城跡

神立遺跡 散布地 松江藩主松平家廟所 墓地

福富Ⅱ遺跡 散布地 K32古墳 古墳

周辺の遺跡一覧
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第 3章 調査の経過と概要

大谷Ⅲ遺跡は、人束郡玉湯町布志名771-29番地外に所在する。遺跡は現在の宍道湖岸から約

500m南方の丘陵頂部から緩斜面上にかけて立地する。標高約30m前後を測り、俯敵すると馬蹄形

の尾根筋に位置している。現在、遺跡周辺は山林等で囲まれ見通しは良くないが、樹木が無ければ、

北方に宍道湖、西方に布志名の小平野、南西方向に馬瑞、碧玉を産出する花仙山山稜を一望するこ

とができる。また、東方には古墳時代前期の方墳が検出された布志名大谷 I遺跡が近接している。

しかし、両遺跡間は既に開墾等による削平が著しく旧地形はほとんど留めていない。

現地調査は、平成10年 (1998)度に実施した遺構・遺物の埋蔵状況の把握、調査対象地の範囲確

認のための トレンチ調査に始まる。この調査結果に基づき、北尾根にあたる北区と南尾根にあたる

南区に便宜上三分して、本調査区を設定した (第 3図 )。 そして、平成10～■年度にかけて全面的

な発掘調査を実施し、多くの成果を得るに至った。

以下、本調査について、調査区ごとに調査経過と概要を述べておく。

【南区】南区は、 トレンチ調査及び地形観察の結果に基づき、北東方向から南西方向に伸びる標高

約21～ 32mを測る痩せ尾根の頂部緩斜面に設定した。調査区東端付近は後世の開墾等によって崖面

となっているが、その他周辺地形は、旧地形を比較的良くとどめているものと推察された。

発掘調査は、平成10年 (1988)10月 30日 に着手した。まず、調査区をおよそ東西方向、南北方向

に縦断、横断する複数の土層観察用の畦を設けた。それによって調査区内を細分しつつ、総面積約

1,000ご を対象とする全面発掘を開始した。

冬期の寒風吹き荒ぶ中での調査であった。しかし、現地表面から遺構検出面 (地山面)までの土

砂堆積が浅いこと、地形的に排土が容易な状況にあったこと、なども手伝って、調査は順調に進ん

だ。平成10年 12月 24日 には作業員を撤収、現地調査を終了した。調査開始から実働のべ約30日 間の

玩地調査であった。

この間、同年11月 19日 には、島根大学教授 渡邊貞幸氏、11月 20日 には島根県文化財保護審議会

委員 蓮岡法疇氏、■月25日 には、島根県文化財保護審議会委員・島根大学教授 (当時) 田中義

昭氏の現地における調査指導を得ている。

南区の調査では、調査区東半のやや幅広い尾根頂部付近から、弥生時代後期後半頃と推定される

土壊墓 4基とそれらを東西に三分するかの箱掘り状の溝 1条、時期、性格ともに不明で不整形を呈

する溝状遺構 1、 尾根頂部から若干北方へ斜面を下った位置に、弧状を描く溝 1条とそれによって

区画された時期不詳のマウンド状地形 1を検出した。

このうち、土羨墓直上付近からは、弥生時代後期後半の弥生土器小片が多数出土し、一部の上坑

墓内からは、標石と推定される磨石等の石器が出土している。清状遺構内からも、弥生時代後期後

半から終末頃の上器片が複数出土している。

一方、調査区西半の痩せ尾根上からは、古墳時代後半期と推定される石棺墓 4基と石蓋土羨墓 1

基、時期は判然としないが尾根筋に直交する周清を伴う墳丘墓もしくは古墳 1基、時期・性格とも

に不明確な土坑 1基を検出した。これらの遺構周辺からは遺物がほとんど出土しなかったが、一部

の石棺墓、石蓋土羨墓付近から須恵器数点が副葬品を推察させる状況で出土している。
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【北区】北区は、南区の尾根と小さな谷を挟んで反対側 (北側)の尾根上に位置する。尾根頂部か

ら緩斜面にかけて位置し、尾根幅は南区よりもかなり幅広い印象をもつ。

調査区は、 トレンチ調査及び地形観察の結果に基づき、ほぼ東西方向に伸びる標高約18～30mの

尾根上緩斜面に二区を設定した (第 35図 )。 便宜上、東から北 I区、北Ⅱ区、北Ⅲ区と呼称する。

北 I区の東端付近は後世の作道や開墾による旧地形の改変が顕著であったが、その他周辺地形は比

較的旧地形をとどめているものと推察された。ただし、調査が進むにつれ、尾根筋の一部には後世

の耕作に伴う削平の痕跡も顕者に認められることとなった。

発掘調査は、平成10年度と平成■年度の 2か年にわたり実施した。

平成10年 (1998)度には、南区の調査と並行して、北 I区の トレンチ調査、北Ⅱ区、北Ⅲ区の全

面発掘調査を実施した。平成10年度の調査は、平成10年■月30日 に着手し同年12月 24日 に作業員を

撤収、現地調査を終了した。

その結果、北 I区の トレンチ調査によって、のちに四隅突出型墳丘墓であることが判明する 1号

墓の貼石や複数の土羨墓が検出された。11月 には、前述した南区同様、考古学の有識者三名による

調査指導を受けた。この時点では、発見された貼石が四隅突出型墳丘墓に伴うものと断定するに至

らず、土羨墓の数、規模、時期等もほとんどが不明と言わざるを得ない状況にあった。北 I区につ

いては、地権者の了解等、調査のための条件整備が不十分であり、さらに四隅突出型墳丘墓の可能

性も合めて慎重な調査を期する必要があるため、本格的な発掘調査は次年度に実施することとなっ

た。

北Ⅱ区は、北 I区 と北Ⅲ区の間に位置する緩斜面上に設定した。全面発掘調査の結果、時期、性

格ともに不明の上坑 1基と、緩やかな弧状を描く溝を持つ古墳時代中期頃の石棺墓 1基を検出した。

遺物は、石棺墓付近から出上した土師器片数点と石棺内から検出された水晶製勾玉未成品 1点のみ

であった。

北Ⅲ区は、北区西端付近の斜面上に設定した。全面発掘調査を実施したが、明確な遺構は検出さ

れなかった。調査区北壁沿いに、最近まで使用された小道の跡が検出されたのみである。ただし、

標高18m付近の斜面上には、等高線とほぼ並行に立ち並ぶ貼石状の石列が検出されており注目され

る。墳墓に伴う貼石を想起させるが、現状では時期、性格ともに不明と言わざるを得ない。遺物は、

調査区の西端付近から弥生土器小片数点が出土しただけである。おそらく斜面上方から流れ込んだ

遺物と推測される。

翌年度の平成■年 (1999)度には、北 I区の全面発掘調査を実施した。

発掘調査は、平成■年 4月 7日 に着手した。まず、調査区をおよそ東西方向、南北方向に縦断、

横断する複数の上層観察用の畦を設け、調査区内を細分した。そのうえで、総面積約1,600ご を対

象とする全面発掘を開始した。

調査は、春の好天気に恵まれ、また、現地表面から遺構検出面 (地山面)までの土砂堆積が浅く、

地形的に排土が容易な状況であったことも手伝って順調に推移した。ほぼ全ての遺構 。遺物が検出

された平成五年6月 28日 には一旦調査を終了した。

第 1章でも述べたとおり、この時点で、弥生時代後期後半頃の四隅突出型墳丘墓が少なくとも 1

基 (1号墓)は存在することが明らかになり、さらに、その可能性がある墳丘墓が2基 (2号墓・

3号墓)、 また、墳裾に断面V字形に石を組んだ特異な石列をもつ墳墓 1基 (4号墓)も検出され
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た。この他、同じ弥生時代後期後半頃と推定される土羨墓 5基、中近世頃の上羨墓 1基、時期と性

格が判然としない土坑 3基、土師器を伴う時期と性格不明の集石遺構 1基などが検出された。

この間、調査が半ば進展した平成11年 5月 25日 には、島根県文化財保護審議会委員 田中義昭氏、
島根大学教授 渡邊貞幸氏の指導を受けた。さらに、調査が大詰めを迎えた同年 6月 14日 には、鳥
取県埋蔵文化財センター 松田 潔氏、鳥取県淀江町教育委員会 岩田文章氏、同年 6月 15日 には、
島根県文化財保護審議会委員 蓮岡法噂氏、渡邊貞幸氏 (前述 )、 同年 6月 18日 には、田中義昭氏
(前述)の現地における調査指導を得ている。

指導の結果、 1号墓は四隅突出型墳丘墓に間違いないとの評価を得た。 2号 。3号墓については、

四隅突出型墳丘墓の可能性は高いが、断定できないとのことであった。

こうした一連の調査成果と指導結果を受け、島根県教育委員会では、現地調査を一端中止し、建

設省 (現、国土交通省)を はじめとする関係機関と遺跡の取扱い (現状保存)に関する協議を実施

することとなった。言うまでもなく、四隅突出型墳丘墓という当地域の弥生時代墓制を代表する遺

構が検出された重要性を鑑みてのことである。さらに、玉湯町内で初めて発見された四隅突出型墳

丘墓であり、検出された他の墳墓とともに宍道湖東南岸における弥生時代から古墳時代にかけての

墓制の様相、変遷過程を知るうえで重要な資料に位置づけられたからである。

しかし、協議を重ねた結果、遺跡が複数の道路が連結するインター部に位置すること、しかも二

層におよぶ立体構造の道路が設計されている地点にあたること、現状保存のためにはルー ト変更

(迂回)しか手段が無く物理的に不可能であること、等の理由によって設計変更による現状保存は

困難との結論に至った。

こうして、平成■年 7月 7日 島根県教育委員会は、当遺跡の記録保存やむなしと判断し、同年 7

月12日 には、墳丘の断ち割り、貼石の撤去などを伴う記録保存を前提とする追加調査を再開した。

同年 7月 22日 には、追加調査を終え、作業員を撤収、現地調査を完了した。4月 の調査開始から実

働のべ約60日 間の現地調査であった。

なお、同年 6月 19日 には、建設省 (現、国土交通省)、 玉湯町教育委員会の協力を得て、現地説

明会を実施し、地元玉湯町の方々や報道関係者を中心に約170名の見学者が遺跡を訪れた。
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第 4章 南区の調査

第 1節 基本層序

当調査区は、調査以前、雑木林からなる山林及び竹林であった。そのため、伐木後の地表面には

大小の木根が著しくはびこり、木根による層序の攪乱も随所に認められた。

基本層序は、A―パ 、B― B'、 C― C'、 D― D'ラ イン (第 4・ 5図)および X― X'、 Y一 Y'

(第 7・ 8図)ラ インの土層断面に代表される。

調査区内の大部分において、表土下には木根が著しくはびこる暗褐色上が浅く単層堆積し、発掘

調査時の確実な遺構検出面であった地山面に到達する。ただし、土羨墓、石棺墓等の遺構付近では、

若千色調を異にする複数の土層堆積も認められた。

現地表から地山面までの深さは平均すると約15cm以内とごく浅かった。これは、やせ尾根の頂部

という地形条件に起因する堆積土の流失、かつての植林 。耕作に伴う削平、開墾の結果と推測され

る。遺物は、遺構内堆積上のほかは、表上下の暗褐色土層中から出土している。

第 2節 南区東半部の遺構と遺物 (第 6・ 7・ 8図 )

概要 標高31～ 32m前後を測る丘陵頂部から、土羨墓 4、 溝状遺構 3、 弧状の清を持つマウンド状

地形 1を検出した。遺構付近の土層堆積状況は第 8図のとおりである。現地表面から明確な遺構検

出面 (地山面)までの深さは、約 5～ 15cmと極めて浅かった。

【SK01】 (第 9図 )

位置 標高約32mを測る尾根頂部の平坦面に位置する。南区東端付近にほど近く東方約 4mの地点

は、後世の造成工事に伴う採上により崖面となっている。

形状・規模 平面形は歪な長方形状を呈し、縦横の断面形はいずれも逆台形状を呈している。規模
は、遺構検出面上面で長軸径1.5m、 短軸径0.97m、 深さ0.1～ 0.2mを測る。土羨の主軸 (長軸)は、

N-37° 一Wを とる。およそ東西方向に伸びる尾根筋に対して、土羨の主軸 (長軸)がほぼ直交し

ていることになる。

覆土 遺構内は木根が著しくはびこる暗褐色土の堆積が顕著であり、ごく一部に淡赤色上が認めら

れた。後者は、地山面を掘りすぎた可能性もある。土層観察による限り、本格等の埋設は想定でき

ず、素掘りの土羨であったと推測される。第 7・ 8図に図示したとおり、遺構上面に約 5 cm程堆積

した表土中からは多数の弥生土器片が集中的に出土している。この現表土面は本来、遺構内堆積土

であった可能性もあるが、本来の掘り込み面 (掘 り方)は判然としない。

出土遺物 (第 17図 )土 療直上付近の表土中から、弥生土器小片が多数 (コ ンテナ約 1/2箱分)

出土している。おそらく土壊上に置かれた土器類が遺存したものと推察される。ほとんどが実測に

耐えない小片であったが、次の11点を実測した。

17-1は、器種、日径ともに不明の上器片である。器台の筒部片もしくは壷の頸部片の可能性が
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第 7図 南区東半部尾根頂部付近調査後地形測量図 (S=1:100)
(赤い丸は、表土直下から弥生土器片が集中出上した地点を示す)
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ξ
l

1層 :暗掲色土 (木根著しい)

2層 :淡赤色土

出雲・隠岐V-3様 式 )

頃の所産に位置づけて

おきたい。

17-6は 、器台の脚

部片であろうか。外面

に若干の稜を持ち裾広

がりに開脚する。底部

全周の約 4分の 1が残

存し、復元底径10,6cmを

波1る 。調整は、外面に

ナデ、内面にヘラケズ

リが認められる。焼成

は良好で、内外面褐色

32.50m

を呈 吹 腿 に略 1

第 9図 南区SK01実測図 (S=1:30)
～ 3 mmの 微細砂粒 を若

千合むが緻密で ある。

小片のため時期は判然としない。

17-7は、器台の脚部片か口縁部片であろう。前者として図化した。底部全周の約 8分の とが残

存し、復元底径約17cmを測る。調整は器表風化のため不明瞭であるが、外面を中心にナデが認めら

れる。焼成は良好で、内外面明褐色を呈する。胎土は微細な砂粒を含むが級密である。小片のため

時期は判然としない。

17-8は、器台の脚部片であるう。裾広がりに大きく開脚する。底部全周の約 2分の 1が残存し、

復元底径約23cmを測る。器表は風化が著しいが、外面上半に平行する直線紋数条の痕跡が、下端付

近に二条の平行する直線紋が認められる。調整は不明瞭であるが、外面及び内面下半にナデが、内

面上半にヘラケズリが観察される。焼成は良好で、内外面明褐色を呈し、胎土には微細砂粒を多く

含む。小片のため時期は判然としない。

17-9は、低脚杯の脚台部片である。底部のほぼ全体が残存し、底径5,Ocmを 測る。器表の風化

が著しく調整は不明瞭であるが、外面にはナデが認められる。焼成は良好で、内外面黄褐色を呈し、

胎土には微細砂粒を含むが緻密である。

17-10は、低脚杯である。脚部の全体と杯部の約 5分の 2が残存し、復元口径9.7cm、 底径4.5cm、

器高3,8cmを 測る。調整は内外面ともにナデが認められる。焼成は良好で、内外面淡黄褐色を呈し、

胎土には径 l mm以下の微細な砂粒を含むが緻密である。器形から弥生時代後期後半 (松本編年出

雲 。隠岐V-3様 式)頃の所産と推定される。
17-■は、低脚杯の杯部から脚部にかけての破片である。胴部の全周が残存しているが、低脚杯

としてはかなり大型である。器表は風化が著しく調整は不明瞭であるが、外面にはナデの痕が観察

される。焼成は良好で、内外面明褐色を呈し、胎土には 1～ 3 mmの微細砂粒を多く含む。器形から

弥生時代後期後半 (松本編年出雲・隠岐V-3様 式)頃の所産と推定される。

時期と性格 土羨直上から出上した弥生土器片はSK01に 共伴する遺物である可能性が極めて高い。
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多くは小片で判然としないが、時期を示唆する主な土器は、いずれも弥生時代後期後半 (松本編年

出雲・隠岐V-3様式)頃の様相を呈している。供献を推察させる土器の出土状況や遺構の形態、
規模、立地からして当該期の土羨墓と推定できよう。なお、被葬者の頭位は、土羨の両小日の大小

から察するに、北方向と推定される。

当

1層 :暗褐色土 (標石を含む、木根著しい)

2層 :赤掲色土

0         1m
|

ISK02】 (第 10・ ■図)

位置 標高約32mを測る尾根頂部の平坦面に位置する。東方約1.5mに はSK01が、西方約 2mに は
SD01が検出された。それらと同様、東西方向に伸びる尾根筋に対して、土羨の主軸 (長軸)方向

は、ほぼ直交している。

形状・規模 平面形は歪な長

方形状を呈 し、縦横の断面形

はいずれも逆台形状を呈 して

いる。規模は、遺構検出面上

面 (地 山面)で長軸径2.3m、

最大幅1.27m、 深さ0.1～ 0。 15m

を測 る。土羨の主軸 (長軸 )

は、N-10° 一Wを とる。

覆土 。遺物出土状況 遺構内

は木根が著 しくはびこる暗褐

色上の堆積が顕著であり、両

小口付近には地山と近似する

赤褐色土が若干認められた。赤

Ｅ

ｏ
め
。Ｎ
∞

第10図 南区SK02実測図 (S=1:30)

導

0         1m

第11図 南区SK02石杵 。礫石出土状況実測図 (S=1:30)

鬱角礫 25鼎呵4
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褐色土は、地山風化土の可能性もある。土層観察による限り、木棺等の埋設は推定されない。おそ

らく素掘りの土壊であっただろう。遺構検出面から上層の現地表面までは、約10～ 20cm程の暗褐色

腐植土層の堆積が見られた。この上層と遺構内覆土 (暗褐色土)の肉眼観察による峻別は困難で、

土羨本来の掘り込み面 (掘 り方)は同層中にあった可能性も高いが、現状では判然としない。

土壊直上付近の表土中からは、複合口縁をもつ甕片など弥生土器の細小片10数点が採取されてい

る。いずれも、実測に耐えない小片であり図化は省略した。

一方、図示 (第■図)したとおり、遺構中央部上層の暗褐色土層中からは直立する石杵状の磨製

石器 1点、円礫 1点が出土している。また、北壁付近の同層から土壊底面にかけては、直立する角

礫 2点が出土している。いずれも偶然混入したものとは思われず、ほぼ原位置に近い状態を保つも

のと判断された。

出土遺物 (第 17図) 前述した磨製石器 2点について詳述する。
17-14は、いわゆる石杵である。土羨上層付近からほぼ直立する状況で出土した。ほぼ完形で、

全長17.5cm、 最大幅8.9cm、 厚さ5,9cm、 重量1,416。 64gを測り、灰白色を呈する。岩種は、角閃石デ

イサイトに該当し、産地は不明である。図中のアミかけ部分には擦痕が、上端面の器表にはいわゆ

る「つぶれ」といわれる敲打痕が観察され、使用面であったことがわかる。特に、下端面は使い込

まれたのであろうか、かなり平滑になっている。なお、肉眼観察による限り未等の赤色顔料は器表

からも土羨内からも一切検出されなかった。

17-15は、石杵から約20cm程離れた地点から出土した円礫である。下端部を欠損するが、歪な楕

円形を呈するものと推測される。残存長11.4cm、 最大幅9。 lcm、 厚さ3.6cm、 重量564.49gを 波Iり 、黄

褐色を呈し一部は赤みを帯びている。全体に丸みを帯びた自然石と思われ、明確な加工痕、顔料等

の付着は認められない。岩種は安山岩の可能性があり産地は不明である。

時期と性格 土羨直上から出上した弥生土器片は細小片のため時期を確定することはできない。し

かし、土羨上から出土する弥生土器片や礫石・石杵は、弥生時代後期から古墳時代前期頃にかけて

山陰地方の墳墓上でしばしば認められるいわゆる「供献土器」や「標石」の可能性が高い。した

がって、遺物出土状況、遺構の形態、規模、立地を加味し、SK01と そう遠からぬ時期 (弥生時代

後期後半頃)の上羨墓と推定できよう。なお、土羨の幅は北側小日から南側小口へと徐々に広がっ

ている。土羨墓とすれば、被葬者の頭位は南方向と推察される。

ISK03】 (第 12図 )

位置 標高約32mを測る尾根頂部の平坦面に位置する。東方約1.6mに はSD01が、西方約0。6mに は

SK04が近在する。前述したSK02と は、中央にSD01を挟んで、ちょうど東西の対称的な位置にあた

る。他の上羨と同様、東西方向に伸びる尾根筋に対して、主軸 (長軸)方向がほぼ直交している。

形状・規模 平面形は長方形状を呈し、縦横の断面形はいずれも逆台形状を呈している。規模は、

遺構検出面上面 (地山面)で長軸径2.40m、 短軸径0.85m、 深さ0.24～ 0。30mを測る。土羨の主軸

(長軸)は、N-16° 一Wを とる。

覆土 。遺物出土状況 遺構内は木根が著しくはびこる暗褐色上の単層堆積が認められた。土層観察

による限り、木棺等の埋設は確認されず、素掘りの上羨であったと推定される。遺構検出面 (地山)

から上層の現地表面までは、約10cm程の暗褐色腐植土層の堆積が見られた。この上層と遺構内覆土
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(暗褐色土)の 肉眼観察による峻別

は困難であった。したがって、土羨

本来の掘り込み面 (掘 り方)は この

上層中にあった可能性が高いが、現

状では判然としない。

上羨直上付近の表土中からは、弥

生土器の細小片数点が採取 された

が、いずれも実測に耐えず図化は省

略した。

時期と性格 土羨直上から出上した

弥生土器片は細小片のため時期を確

定することはできない。 しか し、

SKC11'02に 近在し、遺物出土状況、

遺構の形態、規模、立地が類似して

いるので、それらと遠からぬ時期

(弥生時代後期後半頃)の土羨墓と

推定しておきたい。なお、土羨の幅

は、南側小日から北側小口へと徐々

に広がっている。土羨墓とすれば、

被葬者の頭位は北方向と推察 され

る。

ISK04】 (第 13図 )

位置 標高約32mを測る尾根項部の

ξ
l

1層 :暗褐色土 (木根著しい)

3         1m

第12図 南区SK03実測図 (S=1:30)

平坦面に位置する。東方約0.6mに はSK03が、西方約1.6mに はSD02、 北方1.5mに はSD03が近在す

る。前述したSK03と 共に、SK01'02と は、ほぼ中央にSD01を挟んで、東西の対称的な位置にあた

る。他の土羨と同様、東西方向に伸びる尾根筋に対して、主軸 (長軸)方向がほぼ直交している。

形状・規模 平面形は長方形状を呈し、縦横の断面形はいずれも不整な逆台形状を呈している。規

模は、遺構検出面上面 (地山面)で長軸径2.12m、 短軸径0,96m、 深さ0.08～ 0,15mを測る。土羨の

主軸 (長軸)は、ほぼ南北方向に沿っている。

覆土 。遺物出土状況 遺構内には暗褐色上の単層堆積が認められた。土層観察による限り、木棺等
の埋設は確認されず、素掘りの土羨であったと推定される。遺構検出面から上層の現地表面までは、

約10cm程の暗褐色腐植土層の堆積が見られた。この土層と遺構内覆土 (暗褐色土)の肉眼観察によ

る峻別は困難であった。したがって、土羨本来の掘り込み面 (掘 り方)は この土層中にあった可能

性が高いが、現状では判然としない。

土羨直上付近の表土中からは、土器の細小片数点が採取されたが、いずれも実測に耐えず図化は

省略した。

時期と性格 土羨直上から出土した土器片は細小片のため時期を確定することはできないが、周辺
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から出土した弥生土器片と胎土や色調

が酷似している。また、SKC11・ 02・ 03

に近在し、遺物出土状況、遺構の形態、

規模、立地が類似 している点を重視す

れば、それらと遠からぬ時期 (弥生時

代後期後半頃)の土羨墓と想定されよ

う。なお、土羨の幅は、南側小口より

も北側小国がわずかに広い。土羨墓と

すれば、被葬者の頭位は北方向と推察

される。

ISD01】 (第 14図 )

位置 標高約32mを 測る尾根項部の平
坦面に位置する清状遺構である。東方

約 2mに はSK02が 、西方約1.6mに は

SK03が近在する。既述したとおり東方

のSK01'02と 西方のSK03・ 04の上坑

群をちょうど三分するような位置にあ

たる。他の遺構と同様、東西方向に伸

びる尾根筋に対して、主軸 (長軸)方

向がほぼ直交しており、尾根頂部平坦

lm 面を南北に分断するような溝である。

形状・規模  明確な遺構検出面上面

(地山面)における平面形は、歪な紡錘

形状を呈する。壁面は溝の中程へと緩やかに落ち込みながら途中で傾斜を変換 し、溝の中央部では

平面形が細長い長方形状を呈して底面に至る。縦横の断面形は不整な逆台形状を呈するが一律では

ない。横断面形は南壁側に近いほど整っており、いわゆる箱掘状となる。規模は、遺構検出面上

面で長軸径4.7m、 短軸径1.92m、 深さ約0.14～ 0.65mを 測る。遺構の主軸 (長軸)は、およそN―

20° 一Wを とる。

覆土・遺物出土状況 覆土には第 8図のとおり、暗褐色腐植土からなる表土以下、淡暗褐色土 (3

層 )、 褐色土 (4層 )、 暗褐色土 (5層 )、 黄褐色・黒帽色土 (6層 )の層序関係が見られた。この

うち褐色土 (4層)か らは、弥生土器細小片数点、炭化物、長さ15～ 35cm程の扁平な礫石約15点が

出土している。また最下層の黄褐色・黒褐色土層 (6層 )か らも、少量の弥生土器小片 (コ ンテナ

約 1/8箱分)と炭化物が出土している。いずれも周辺の土砂とともに自然に流入したかのような

状況にあり、埋納等の人為的な行為は看取されなかった。ただし、褐色土層から検出された扁平な

礫石のうちの 3点 (第 14図参照)は、溝西壁斜面の地山直上に貼り付く様な状況で検出されており

注目される。他の扁平な礫石ともども本来はこの溝の壁面に貼石状に置かれていた可能性も検討の

余地がある。これらの礫石は、いずれも板状節理した安山岩で、松江市の乃臼あるいは忌部周辺で

川

半

十

Ｅ

ｏ
蛉
．］
∞

1層 :暗褐色土

第13図 南区SK04実測図 (S=1:30)
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容易に採取されるという。

出土遺物 (第 17図 ) 覆土中
か ら出上 した弥生土器片は、

ほとんど細小片からなり実測

可能な 2点のみ詳述する。

17-12は、覆土最下層の黄

帽色・黒褐色土層 (6層 )中

から出土 した甕の回縁部～頸

部片である。複合口縁で口縁

下端がくの字状に突出し上端

部にむけて緩やかに外反 して

いる。口唇部の器壁は薄 く、

外方へと細 く尖 り気味にすば

まっている。口縁部の約 3分

の 1が残存 し、復元口径19cm、

器壁は0.2～ 0.8cmを測る。調整

は風化が著 しく不明瞭である

が、内外面ともヨコナデ、内

面の頸部下端以下にヘラケズ

リが観察 される。焼成は良好

で明褐色を呈 し、径 l mm以下

の微細砂粒を含む。安来市鍵

尾遺跡 A区 5号墓出土資料と

類似し、弥生時代後期後半から終末 (松本編年出雲・隠岐V-4様 式)頃の所産と推定される。
17-13は、覆土最下層の黄褐色・黒褐色土層 (6層 )中から出土した甕の口縁部～頸部片である。

複合口縁で口縁下端がくの字状に突出し上端部にむけて強く外反している。口唇部の器壁は薄く、

外方へと細く尖り気味にすぼまっている。口縁部の約 5分の 1が残存し、復元口径16.3cm、 器壁は

0.2～ 0.9cmを 浪Iる 。調整は風化が著しく不明瞭であるが、内外面にヨコナデ、内面の頸部下端以下

にヘラケズリが観察される。また、外面の胴部上端付近に数条の平行する直線紋が認められる。焼

成は良好で明褐色を呈し、径 2 mm以下の微細な砂粒を合む。17-12と 同様、弥生時代後期後半から

終末 (松本編年出雲・隠岐V-4様 式)頃の所産と推定される。

時期と性格 覆土最下層から出土した土器片を重視すれば、弥生時代後期後半から終末頃の遺構で

ある可能性が指摘される。土器の様相は、当遺構の東方に位置するSK01付近出土資料よりも、や

や時期が下る状況を示 している。

遺物の出土状況、遺構の形態、規模、周辺遺構との位置関係からするとSD04は単独で機能する

溝ではなく、近在する土羨墓群を画する溝としての機能を帯びている可能性が高い。土羨墓群とほ

ぼ平行して並ぶこと、先述した貼石状の礫石が清の西壁斜面上から検出されたこと、周辺遺構と近

い時期の弥生土器片が出土することはそれを傍証するものである。現時点では類推の域を出ないが、

ξl ξl Ｅ

ｏ
め
，い
∞

3260m

第14図 南区SD01・ 同礫石出土状況実測図 (S=1:60)
(ア ミかけした礫石は、地山直上の出土。他は、清内堆積土中の出土)
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3250m

l層 :暗褐色土 (木根著 しい )

―0    1m

第15図

南区SD02実測図
(S=1:60)

貼石状の礫石の存在、また尾根頂部周辺の方形マウンド状を呈する地形を勘

案すれば、土娠墓群と言うよりは、むしろ墳丘墓に伴う周溝であった可能

性も指摘しておきたい。

【SD02】 (第 15図 )

位置 標高約32mを測る尾根頂部の緩斜面に位置する溝状遺構である。東方

約1.6mに はSK04が、北方約2.2mに はSD03が近在する。他の周辺遺構と異な

り、尾根筋に直交するような掘り方は認められず、SK01～ 04、 SD01と の平行

関係は無い。これらの遺構とは無関係に、単独で存在する印象がうかがえる。

形状・規模 明確な遺構検出面 (地山面)における平面形は、蛇行する歪な

形を呈する。清の断面形は不整な「U」 字形状を呈しておリー定していない。

ヽ

底面は判然とせず、

凹凸が顕著で、地形

なりに南東方向から

北西方向へと緩やか

に傾斜している。規

模は、遺構検出面上

面で長 さ約 2.2m、

幅0.4～ 0,7m、 深さ

約0.25m以 下 を測

る。

覆土・遺物出土状況

覆上には木根が著
十一ぼ しくはびこる暗褐色

土が単層堆積してい

た。同層からは、弥

生土器あるいは土師

器の細小片が約10点

出土しているが、い

ずれも周辺から流

入、自然堆積したも

1層 :暗掲色土 (表土 )

2層 :淡黄褐色土

3層 :暗褐色土

4層 :黒色土 (上器片、炭化物細粒を包含 )

0           2m

南区SD03実測図 (S=1:60)

‐cr  のと推察される。

時期と性格

遺構の明確 な時

期、性格ともに判然

としない。調査前、

付近に大木が存在し

たことから木根によ第16図
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る攪乱の痕跡である可能性も高く、遺構としての評価には慎重を要する。

【SD03】 (第 16図 )

位置 既述した遺構群が存在する尾根頂部から北側へやや下がった標高約30.5～ 31,75mを 測る緩斜
面上に位置する溝状遺構である。南方約 2mの尾根頂部にはSK03'04が近在し、北側には、標高

約31m前後の歪な楕円形のマウンド状地形が隣接する。SD03は、ちょうどこの両地形に挟まれた

窪み状の地形を形成していることになる。

形状・規模 明確な遺構検出面 (地山面)における平面形は、整った弧状を呈している。遺構の両
端は北側の谷地形の下方に向けて消失しており、本来の形状や規模は判然としない。断面形は緩や

かな弧状を呈し、底面は地形なりに中央部から両端部へ向けて緩やかに傾斜している。規模は、遺

構検出面上面で長さ約10,3m、 幅1.55～ 1.8m、 深さ約0.3～ 0.5m前後を測る。地形観察の結果、北

側のマウンド状地形を取り巻くように掘られたものと推測される。

覆土・遺物出土状況 覆土には第 8・ 16図 に図示したとおり 暗褐色腐植土からなる表土 (1層 )
以下、淡黄褐色土 (2層 )、 暗褐色土 (3層 )、 黒色土 (4層 )の層序関係が見られた。このうち最

下層の黒色土 (4層 )か らは、弥生土器と推定される土器の細小片 7点、炭化物の細粒多数が出土

している。いずれも周辺の上砂とともに自然に流入したかのような状況にあり、埋納等の人為的な

行為は看取されなかった。

時期と性格 遺構の明確な時期、性格ともに判然としないが、周辺地形から察するに北側のマウン
ド状地形を画する機能が推定される。

マウンド状地形については、発掘調査前の地形観察において墳墓の可能性が推察されたため、土

層観察用のベル トを設定し表土以下慎重に掘削した。しかし、表土以下約10cm程で全面が地山面に

到達し、埋葬施設、伴出遺物は一切検出されなかった。調査時にはマウンド状地形の北側は急斜面

の谷地形となっており、土砂流失等により旧地形は既に損壊したものと判断された。かつて墳墓が

存在したとすれば、それに伴う周溝として機能した可能性が高いといえる。
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第 3節 南区西半部の遺構と出土遺物

概要 標高20～ 26.5m前後を測る痩せ尾根の頂部及び緩斜面上から、一辺に溝を伴う方形状の墳丘墓
もしくは古墳 1基、石棺墓 4基、石蓋土頻墓 1基、土坑 1基を検出した。遺構付近の上層堆積状況

は、第 4・ 5図に図示 したとおりである。痩せ尾根上の地形条件や後世の開墾等による地表面付近

の削平のためか、現地表面から明確な遺構検出面 (地山面)までの深さは、約 5～ 15cmと 浅かった。

【1号墳】

<調査前の状況と調査方法>(第 18図 )

調査前の現地は、主に植林と雑木林からなる山林であったが、地表面観察により方形に近いマウ

ンド状の地形が観察された。そこで、墳丘墓もしくは古墳 1基が存在するものと推測し、立木伐採

後に地形測量を実施したうえで、墳形、規模、残存状況を検討し、土層観察用の畦 (ベル ト)を縦

横ほぼ直交するように設定 (第 18図A―パ 、B―B')した。その後、土層観察を慎重に行いながら、

表土以下の堆積上を墳頂部から丁寧に掘り下げ、墳丘盛土、埋葬施設、周溝、共伴遺物の検出に努

めた。

<位 置>(第 6図 )

南区を設定した丘陵の最下方で調査区西端付近の尾根頂部にあたり、標高約21～ 22.25mを 測る。

北東方向上方に痩せ尾根が続くが、他方は全て急斜面となっている。西方向への眺望は極めて良く、

現、布志名の集落、水田が広がる小平野を一望することができる。

<墳 丘>

形状・規模 (第 18・ 19・ 20図) およそ東西方向に伸びる痩せ尾根を、南北方向に寸断する 1条の

溝で区画した方形を基調とする墳丘である。丘陵頂部の自然地形を利用したもので、東側に幅の広

い溝を持つ他は、周溝や段築、貼石、葺石等の外表施設は認めらない。そのため、いわゆる墳裾、

墳頂部の明確な区分は難しく、規模も判然としない。現状では、 1辺 6～ 7mの小規模な低墳丘と

位置づけておく。

土層堆積 。遺物出土状況 (第 18。 19図 ) 図示のとおり、墳丘付近には木根がはびこる表土以下、
暗褐色土 (1層 )が単層堆積し、約 5～ 20cmの深さで地山面に到達した。いわゆる明確な盛土層及

び旧表土層の堆積は全く検出されず、墳丘付近から遺物は一切出土しなかった。

<周 溝>(第 18。 19・ 20'21図 )

形態 。規模 (第 21図) およそ東西方向の尾根筋を直交して寸断し墳丘東端を画するように掘られ
た浅く幅の広い溝である。平面形は歪な長楕円形状を呈し、横断面形は緩やかな弧を描く。溝底面

の輪郭は不明瞭で、底面は中央部から北端側、南端側に向けてそれぞれ緩やかに傾斜する。規模は、

遺構検出面 (地山面)上面で長さ約6.4m、 最大幅約2.7m、 深さ約0.4m以下を測る。溝の主軸 (長

軸)は、ほぼ N-23° ―Wを とる。

土層堆積・遺物出土状況 (第 19図 ) 図示 したとおり、周溝内には表土の暗褐色土 (1層 )以下、
暗褐色土 (2層 )、 淡黒褐色土 (3層 )と いう比較的単純な土層堆積が認められた。周溝は地山面

を掘込んで作られており、その後墳丘や墳丘外の周辺土砂が流入し自然堆積して埋没したものと思

われる。遺物は、周清内最下層である淡黒褐色土 (3層 )か ら、炭化物の細粒が僅かに検出された

ほかは一切出土しなかった。
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第18図  南区 1号墳調査前地形測量図 (S=1:80)
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<埋葬施設>(第 19・ 20。 21図 )

墳頂付近を掘り下げる過程で、土羨 1基を検出した。

位置 尾根頂部付近で、東側の周清と約1,2mの

距離にある。主軸 (長軸)は周溝とほぼ平行し、

尾根筋に対して直交する位置関係にある。明確

な遺構検出面は地山面で、壁面、底面ともに地

山面で確認された。

形状・規模 土羨の北側約 3分の 2の壁面は、

調査時に誤って掘りとばしてしまったが、平面

形は長方形を呈 し、縦横の断面形はいずれも逆

台形状を呈するものと推定される。規模は、遺

構検出面上面で、長軸径約1.5m前後、幅約0。9m

前後、深さ約0.25m以下を測るものと推定され

る。土娠の主軸 (長軸)は、N-19° 一Wを とる。

覆土・構造 (第 19・ 22図 )土 羨内は木根が著

しくはびこり、地山ブロックを多量に含む暗黄

褐色土が単層堆積していた。遺構検出面上面か

ら上層の現地表面までは、約 5～ 15cm程の表土、

暗帽色土層の堆積が見られた。検出された土羨

が比較的浅いことから、土娠本来の掘り込み面

(掘 り方)は この上層もしくはこれより上層に

あった可能性が高いが、現状では判然としない。

土層観察による限り、木棺等の埋設は想定さ

れず、素掘り上羨であったと推定される。なお、

土羨の形状等からは、被葬者の頭位を類推する

ことはできなかった。

出土遺物 土羨内から、遺物は一切出土しなかっ

た。

<時期と性格 >

周辺から遺物が出土せず、時期を確定するこ

とはできない。墳丘、周溝、埋葬施設の状況、

立地から察するに弥生時代から古墳時代にかけ

ての低墳丘を有する小規模な墳丘墓もしくは古

墳である蓋然性が高い。墳丘の築成方法につい

ては、遺構の残存状況に左右されるため判然と

しないが、尾根項部の自然地形を利用し、1条

の周溝で墳丘を画した比較的単純なものと推察

さヤLる 。
第19図 南区 1号墳墳丘土層断面実測図
(S=1:60)
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第20図 南区 1号墳調査後地形測量図 (S=1:80)
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第21図 南区 1号墳溝実測図 (S=1:60)

なお、墳丘の南下方の斜面上には、後述す

る小型の石棺 (1号石棺墓)が検出された

(第20図 )。 この墳丘付近にあえて構築された

かの印象をもつが、両者の共伴関係、先後関

係は不明である。

【1号石相墓】

調査前の状況と位置 (第 18・ 20図 )調 査前
の現地は、主に植林と雑木林からなる山林で

あった。1号墳南側斜面を掘り下げる過程で、

表土下から偶然蓋石が検出されたのが発見の

契機である。
1層 :暗黄褐色土 (本根箸

この石棺墓は、南区の西端付近で 1号墳南   0        1m     しく、地山ブロック
多量に含む)

方の標高約20,75m前 後を測る斜面上から検

出された。 1号墳と近接するが、両者の共伴  第22図  南区 1号墳主体部実測図 (S=1:30)

関係、前後関係は全く不明である。

なお、この石棺墓に伴う周溝や墳丘などの付随施設、共伴遺物は一切検出されなかった。

石棺 (第 23図) 割石を組み合わせた小型の箱式石棺である。

蓋石は主として 2枚の扁平な板状の石からなり、ほぼ東西に並べ置かれている。この石材には他

1雪
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の棺材よりも

一際大きく厚

手のものを使

用 している。

蓋石を除去す

ると、棺内に

は木根が著し

くはびこる淡

褐 色 土 (1

層 )、 暗褐色

土 (2層 )が

堆 積 して い

た。蓋石と側

石、小日石の

隙間には特に

粘土による目

張り等は認め

られず、土砂

が大量に流入

した状況が看

取された。

石棺の主軸

一-0       1m(長 軸)方 向W001Z r~ 
は、N-90° 一

第23図  南区 1号石相墓実測図 (S=1:30)         wで
東西方向

に合致しており、丘陵斜面の等高線とほぼ平行し、斜面に対しておよそ直交する様に築かれている。

棺内の構造は、底石と西側小日石が無く、南北両側石と東側小口石から成る点が特徴的である。

棺床は平坦な地山面となっており、ほぼ水平を保ち特別な構造は認められなかった。側石は板状の

石からなり、北側に 2枚、南側に 2枚を立て並べている。前者よりも後者がやや厚手の石材を使用

しており、地形上生じる棺材への負荷の差を考慮したものかもしれない。東側小口石は板状の石 1

枚からなり、棺内に向かって斜めに倒れ込むような状況で出土している。土圧によって内傾した可

能性が高い。この小口石は両側石に挟まれるように配置されている。

規模は棺底面の内法で、長さ約0.5m、 幅約0.12m、 深さは約0.2m以下を測るものと推定され、

箱式石棺としてはかなり小型である。

石棺材は全て、板状節理した安山岩からなり、遺跡周辺 (松江市乃白～忌部周辺)で容易に採取

できるものを使用しているようだ。

墓壊 (第 24図)石 棺を納めた墓羨は、明確な遺構検出面 (地山面)において歪な長方形状を呈し、

縦横の断面形は逆台形状を呈する素掘り上坑からなる。規模は石棺材がほぼ収まる程度で、遺構検

2100m
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出面上面で、長軸径約0.6m、 短軸径0.3m、 深さ

0,03～ 0.12mを波1る 。

時期と性格 遺物が出土せず、構築時期は判然と
しない。しかし、後述する古墳時代後半期頃の石

棺墓と立地、形態等が類似するので、およそその

頃の所産と考えておきたい。石棺墓としては、かな

り小規模で小児埋葬用であった可能性もあるが判

然としない。被葬者の頭位については不明である。

【2号石棺墓】

調査前の状況と位置 (第 6図)調 査前の現地は、

主に植林と雑木林からなる山林であった。発掘の  第24図  南区 1
過程で、表土下から偶然蓋石が検出されたのが発     (S=1

見の契機である。

2号石棺墓は、 1号墳の東方約 6～ 7mの標高約23.25m前後を測る緩斜面上に位置する。いわゆ

る尾根筋の緩斜面をあえて外して尾根頂部から南側へ若千下がった斜面上に意図的に築かれたよう

な印象をもつ。この石棺墓に伴う周溝や墳丘などの付随施設、共伴遺物は一切検出されなかった。

石棺 (第 25図 )割 石を組み合わせた箱式石棺である。

蓋石は主として10枚以上の扁平な板状石を二重、二重と重ねながら並置している。その石材は、

他の棺材よりも大きく厚手のものを使用している。蓋石を除去すると、棺内には、木根が著しくは

びこる褐色砂質土 (1層 )、 黄色砂質土 (2層 )、 黄白色砂質土 (3層)が堆積していた。いずれも

棺外から流入した土砂が大半と推察される。棺外には墓娠の壁面との隙間に地山ブロックを多量に

合む褐色土 (4層 )力式単層堆積していた。これは、石棺を据え置くために充填されたいわゆる裏込

め土に相当するものと推定される。蓋石と側石、小口石の隙間には特に粘土による目張り等は認め

られず、小礫石を利用して埋めようとする意図は看取されたが、棺内に土砂が大量に流入していた。

なお、当初、蓋石の形状に沿って調査用の縦横主軸線を設定したが、開蓋時に石棺本体の主軸軸

と大きな誤差が生じることが判明した。よって、それ以後は、石棺本体の主軸線に従い発掘、実測

図化を実施した。石棺の主軸 (長軸)は、N-73° 一Wを とる。

次に棺内の構造について述べる。棺床は、10枚以上の扁平な板状の底石を二重、二重と重ねなが

ら並置しており、蓋石と構造が類似する。棺床面が底石上面とすれば、凹凸が顕著で決 して平坦で

はない。側石は長方形状を呈する大型の板状石からなり、北側に 2枚、南側に 2枚を立て並べてい

る。小口石は正方形状の大型の板状石からなり、両小口に一枚ずつを用いている。それらが、両側

石を挟み込むような配置がみられる。なお、側石、小口石とも、棺内に向かって若千内傾するよう

な状況で出土している。これは、土圧によって内傾した可能性が高い。なお、西側小口石の外側に

2～ 3枚の扁平な板状石が外傾して立っているが、この機能、使途は不明である。

規模は棺底面の内法で、長軸径約1.lm、 短軸径約0.25m、 深さは約0.2m前後を波1る 。

石棺材の岩種は、全て板状節理した安山岩からなり、遺跡周辺 (松江市乃白～忌部周辺)で容易

に採取できるものを使用している。
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墓境 (第 26図 ) 石棺

を納めた墓羨は、明確

な遺構検出面 (地山面 )

において歪な長楕円形

状を呈 し、石棺本体よ

りも一回り大きい。底

面には、側石、小日石

を安定 して据え置 くた

め、棺材の形状に合わ

せて掘 られた浅い溝が

めぐっている。

規模は、遺構検出面

上面で、長軸径約1.5m、

短軸径約0.75m、 掘り方

上面から溝を除 く底面

までの深さ0,25～ 0.5m

性

第26図 南区 2号石棺墓墓境掘り方実測図 (S=1:30)

を淑1る 。

時期と性格 遺物が出土せず、構築時期は判然としない。しかし、後述する古墳時代後期頃の石棺

墓 (3号墓)と立地、形態、構造等が類似するので、およそその頃の所産と考えておきたい。石棺

墓としては小規模で小児埋葬用であった可能性もあるが判然としない。なお、石棺の小口幅の大小、

蓋石の状況から被葬者の頭位は東方小日側であったと推察される。

【3号石棺墓】

調査前の状況と位置 (第 6図) 調査前の現地は、主に植林と雑木林からなる山林であった。発掘

の過程で、表上下から偶然蓋石が検出されたのが発見の契機である。

3号石棺墓は、尾根筋上の標高約25.25m前 後を測る緩斜面に位置する。 2号石棺墓の斜面上方約

9～ 10mの地点にあたり、北方約 lmの斜面上方にはSK05が 、同じく約 4mの斜面上方には4号石

棺墓が近在する。この石棺墓に伴う周溝や墳丘などの付随施設は検出されなかったが、石棺北側の

墓羨内上層部から須恵器の蓋杯が二組出土している。

石棺 (第 27図)割 石を組み合わせた箱式石棺である。

蓋石は、主として大小 7～ 8枚の扁平な板状石を二重、三童と重ねながら並置している。ただし、

西側小口付近には蓋石が存在しなかった。後世に何らかの事情で除去されたか、自然流失した可能

性がある。蓋石の石材は、他の棺材よりも一際大きく厚手の材を使用している。蓋石を除去すると

棺内には淡褐色砂質土 (1層 )が単層堆積していた。棺外から流入した土砂が大半と推察される。

棺外には墓羨壁面との空間に地山ブロックを多量に含む淡褐色土 (2層 )カミ単層堆積していた。こ

れは、石棺を据え置くために充填されたいわゆる裏込め土に相当するものと推測される。蓋石と側

石、小口石の隙間には特に粘土による目張り等は認められず、小礫石を利用して埋めようとする意

図は看取されたが、土砂の流入は顕著に認められた。
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石棺の主軸 (長軸)は、N-68° 一Eを とる。棺床には約30枚程の小型の扁平な底石を両側石側か

ら棺底の主軸 (長軸)に向かい内傾するように敷き並べており、棺底面は断面 V字形を呈している。

遺体を安置するには不安定で特異な構造であるとの印象が否めない。両側石は長方形あるいは正方

形状を呈する比較的大型の板状石からなり、片側にそれぞれ 5枚前後を立て並べている。小回石は、

両小日に一枚ずつ正方形状の大型の板状石を用いており、東側小日石は両側石に挟み込まれ、西側

小回は両側石を外側から押さえるような配置となっている。両側石は棺内に向かって内傾するよう

な状況で検出されており、周辺堆積土の土圧によって内傾した可能性が高い。

規模は棺底面の内法で、長軸径約1.72m、 短軸径約0.38m、 深さは約0.2～ 0.25m前後を波1る 。

石棺材の岩種は、全て板状節理した安山岩からなり、遺跡周辺 (松江市乃白～忌部地域)で容易

に採取できるものを使用している。

墓壌 (第 28図) 石棺を納めた墓娠は、明確な遺構検出面 (地山面)に おいて歪な隅丸長方形状を

呈し、一部二段掘りとも呼びうる構造を有している。それは、図示したとおり、この墓羨が石棺よ

リー回り大きい程度の石棺自体を埋設するための掘り方 (下段)と 、その掘り方を大きく取り囲む

浅い土坑 (上段)の二つの上坑から構成されているからである。この両者が同時に掘られた一体の

ものなのか、また、ある時期差をもって掘られた別々のものなのかは判然としない。ただし、両者

の位置的な合致、墓羨内の土層堆積状況、後述する須恵器の出土状況からすると、同一遺構ととら

える方が妥当である。ここでは 3号石棺墓にかかる一つの墓羨として報告する。

まず、一段目の浅い掘り方は、石棺の北側石、東側小回石の棺外方向へと広がりをみせる大きな

ものである。長軸径約2.3m、 短軸径約 lm弱、一段目の平坦面までの深さ0.17m以内、墓娠最底面

までの深さ0.4m以 内を測る。

この浅い墓壊の南隅部に沿って石棺自体の掘り方である三段目の墓羨が偏在する。この墓羨は、

2550m

ξl

第28図 南区 3号石棺墓墓境掘り方実測図 (S=1:30)
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第29図 南区 3号石棺墓遺物出土状況実測図 (S=1:30)

|「1息号粗ィ」浮ξ弓i弩l:
り、底面には、側石、小口

8 石 を安定 して据 え置 くた
I

恙 め、棺材の形状に合わせた

浅い溝がめぐっている。底

面の横断面形は石棺底石と

対応して断面 V字形に掘り

雪 Ξ魯撃 色塩密 が 写倖 i

短軸径約0,72m、 そこから

墓壊底面までの深さ0。25m

以内を測る。

既述のとおり墓羨内の覆土には、地山ブロックを多量に含む淡帽色土 (第 27図 2層)の単層堆積

が観察され、分層はしかねる状況にあった。

出土遺物 (第 29・ 30図 )石 棺蓋石の北側に近接し、墓羨内覆上の上層から、須恵器の蓋杯 2組が

水平に据え置かれたかのような状況で出土している。いずれも杯身の上に蓋をしっかりと被せた

状態であったが、内部から遺物は検出されなかった。石棺の蓋石とほぼ水平位にあたることから、

被葬者を構内に安置し蓋石を閉じた際、墓羨内の裏込め土層中に副葬もしくは供献行為に伴って埋

納したものと推察される。

また、この墓羨上の表土付近からは、高台付きの須恵器小片 1点が出土している。石棺に直接伴

う遺物ではなく、周辺から偶然流入したものと推定される。

出土遺物は以下のとおりである。

30-1は 、ほぼ完形で出土した須恵器の杯蓋である。口縁端部を月巴厚させ、その内側に沈線を入

れ段状にしている。天丼部と肩部の境には、二条の沈線がめぐる。日径 13.lcm、 器高5.5cmを 測る。

調整は、外面天丼部に丁寧な回転ヘラケズリ、他の内外面は回転ヨコナデを施し、内面天丼部には

回転ナデの後、不定方向のナデが認められる。焼成は良好で淡灰色を呈し、微細な砂粒を少量合む

が緻密である。古墳時代後期前半 (大谷編年出雲 2期 )頃の所産である。

30-2は 、30-1と 組合わさって出土した須恵器の杯身である。口縁部の立ち上がりは高く、口

縁端部を僅かに肥厚させ内部を段状にしている。完形で回径■.3cm、 器高5,8cmを 測る。調整は、外

面底部に丁寧な回転ヘラケズリ、他の内外面は回転ヨコナデを施し、内面底部には不定方向のナデ

が認められる。焼成は良好で淡灰色を呈し、微細な白色砂粒を多く合むが緻密である。古墳時代後

期前半 (大谷編年出雲 2期 )頃の所産である。

30-3は、完形で出土した須恵器の杯蓋である。口縁端部を僅かに肥厚させ、その内側を段状に

している。天丼部と肩部の境には、二条の沈線とその間にやや強い稜がめぐる。日径13.Ocm、 器高

5,lcmを測る。調整は、外面天丼部に丁寧な回転ヘラケズリ、他の内外面は回転ヨコナデを施 し、

内面天丼部には回転ナデの後、不定方向のナデが認められる。焼成は良好で淡灰色を呈し、 4 mm以

下の微細な砂粒を多く合むが緻密である。古墳時代後期前半 (大谷編年出雲 2期)頃の所産である。

lm
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第30図 南区西半部出土遺物実測図 (S=1:3)

30-4は、30-3と組合わさって出土した須恵器の杯身である。口縁部の立ち上がりは高く、口

縁端部を僅かに肥厚させるが内面に段は無い。ほぼ完形で口径 10.3cm、 器高5,3cmを 測る。調整は、

外面底部に丁寧な回転ヘラケズリ、他の内外面は回転ヨコナデを施している。焼成は良好で淡灰色

を呈し、 4 mm以下の微細な白色砂粒を多く合むが緻密である。古墳時代後期前半 (大谷編年出雲 2

期)頃の所産である。

30-6は、墓羨上の表土付近から出土した須恵器の高台付き杯身片である。底部から杯部にかけ

ての小片で、底部全周の約10分の 1が残存する。復元底径9.3cmを測る。調整は、内面と外面底部

に回転ヨコナデ、外面杯部に回転ヘラケズリを認めることができる。 7世紀後半から8世紀前半頃

の所産と推定される。

時期と性格 墓羨内から出上した 2組の蓋杯から、 3号石棺墓は古墳時代後期前半頃の所産と推定
される。南区から検出された他の石棺墓とは、立地、形態、構造等の共通点も多いが、相違点もあ

る。とりわけ石棺の規模が他に比して一際大きいこと、石棺を大きく取り囲む墓羨の存在、須恵器

の副葬もしくは供献の状況などである。なお、石棺の小日幅の大小、蓋石の状況から被葬者の頭位

は東方の小口側であったと推察される。

〔4号石相墓】

調査前の状況と位置 (第 6図) 調査前の現地は、主に植林と雑木林からなる山林であった。発掘
の過程で、表土下から偶然蓋石が検出されたのが発見の契機である。

4号石棺墓は、標高約26m前後を測るいわゆる尾根筋の緩斜面上に立地する。東方の斜面上方約

5mに は 1号石蓋土娠墓が、南方の斜面下方約2.5mの地点にはSK05が近在する。この石棺墓に伴

う周溝や墳丘などの付随施設、共伴遺物は一切検出されなかった。

石相 (第 31図) 割石を組み合わせた小型の箱式石棺である。
蓋石は主として大型の扁平な板状石 2枚を並置し、それより小型の板状石を部分的に重ね置く構

造を呈している。これは、 1号石棺墓の蓋石と比較的似ている。石材は、他の棺材よりも大きく厚

手のものを使用している。蓋石を除去すると、棺内には淡黄褐色土 (1層 )が単層堆積していた。

棺外から流入した上砂が大半と推察される。棺外には墓娠壁面との空間に地山ブロックを含む黄褐

色土 (2層 )が単層雄積していた。これは、石棺を据え置くために充填されたいわゆる裏込め土に

相当するものと推定される。蓋石と側石、小口石の隙間には特に粘土による目張り等は認められず、

隙間を小礫石を利用して埋めようとする意図は看取されたが、土砂の流入は顕著であった。
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石棺の主軸 (長軸)は、

N-53° 一Wを とる。棺床

は、 4枚程の扁平な板状

の底石を一部重ねながら

敷き並べてい抗棘面昌
が底石上面とすれば、凹

凸が顕著で決して平坦で

はない。側石は長方形状

を呈する大型の板状石か

らなり、北東側に 2枚、

南側に 2～ 3枚を立て並
  |

べている。両側石ともに

棺内に向かって若千内傾

＼

|

南区 4号石棺墓墓渡掘り方実測図 (S=1:30)第32図

するような状況で出土している。これは、土圧によって内傾した可能性が高い。小口石は、両小日

に一枚ずつ方形状の扁平な板状石を用いている。小日石は両側石によって挟まれ、底石の両端を

挟み込む位置に立てられている。

規模は棺底面の内法で、長軸径約0.73m、 短軸径約0.21m、 深さは約0.15m前後を測る。

石棺材の岩種は、全て板状節理した安山岩からなり、遺跡周辺 (松江市乃白～忌部周辺)で容易

に採取できるものを使用している。

墓壊 (第 32図)石 棺を納めた墓羨は、明確な遺構検出面 (地山面)において歪な隅丸長方形状を

呈している。石棺本体よりも一回り大きい。底面に棺材の形状に合わせ、側石、小口石を安定して

据え置くための浅い溝がめぐっている。規模は、遺構検出面上面で、長軸径約1.15m、 短軸径約

0.42m、 掘り方上面から溝を除く底面までの深さ0。25m前後を波Iる。

時期と性格 遺物が出土せず、構築時期は判然としない。近在する石棺墓と立地、形態、構造等が

類似するので、およそ古墳時代後半期頃の所産と考えておきたい。石棺墓としては小規模で小児埋

葬用の可能性もあるが判然としない。なお、石棺の小回幅の大小、蓋石の状況から被葬者の頭位は

南束方向の小口側であったと推察されるが定かではない。

【1号石蓋土壊墓】

調査前の状況と位置 (第 6図) 調査前の玩地は、主に植林と雑木林からなる山林であった。発掘
の過程で、表上下から偶然蓋石が検出されたのが発見の契機である。 4号石棺墓の斜面上方約 5m

の位置に当たり、標高約26.25m前後を測る緩斜面上に位置する。いわゆる尾根筋を外して尾根頂

部から南東側へ若千下がった地点にある。付近に墳丘や周溝など付随する遺構は検出されなかった。

構造と規模 (第 33図 ) 蓋石は10枚以上の扁平な板状石を二重、二重と重ね、小山状に積み置いて
いる。大小の割り石を使用し、土壊上をほぼ覆いつくしている。長軸径約 lm、 短軸径約0,75m、

厚さ約0,2m以内を測る。蓋石を除去すると土羨内には黒褐色土 (1層 )、 暗褐色土 (2層)が堆積

していた。蓋石の隙間には特に粘土による目張り等は認められず、周辺の土砂が多量に流入したも

のと推察された。蓋石の岩種は、灰褐色を呈する板状節理した安山岩からなり、遺跡周辺 (松江市
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l層 :黒掲色土 (流入■ )
2層 :暗褐色上 (木根が多くはびこる)

乃白～忌部周辺)で容易に採取で

きるものを使用している。

なお、当初、蓋石の形状に従っ

て調査用の縦横主軸線を設定した

が、開蓋時に土羨の主軸と異なる

ことが判明した。そのため、図示

したとおり蓋石と土療はそれぞれ

異なる主軸線によって図化してい

る。

蓋石下の地山上には、不整な長

方形状を呈する一部二段掘 りの上

羨が検出された。中央部は平面長

方形、縦横断面逆台形状を呈 し、

底面がほぼ水平に整った土羨が掘

られている。この上羨の周辺に認

められるテラスは、蓋石をほぼ水

平に埋設するための構造と察せら

れる。遺構の主軸 (長軸)方向は、

等高線とほぼ平行しており、N―

51° 一Eを とる。

信

“

く
峙

ゝ

だ      
規模は明確な遺構検出面上面

で、上段の土羨が、長軸径約 lm、

0        1m 短軸径約0.8m、 深さ約0.13m以内

|           
を測る。下段の土羨は、長軸径約

第33図 南区 1号石蓋土境墓実測図 (S=1:30)   0.75m、
短軸径約0,32m、 テラス

面から土羨底面までの深さ約0.4m前後を浪1る 。

出土遺物 (第 6・ 30図) 直接伴う遺物は出土しなかったが、第 6図に図示したとおり遺構の南東

下方約1.2mの斜面上から、須恵器の杯蓋 1点が出土している。付近に他の遺物が出土しないこと、

近接する地山直上面から出土していることから、元来この遺構に伴う可能性が高いといえる。

30-5が 、ほぼ完形に復元された須恵器の杯蓋である。□縁端部を僅かに肥厚させ、その内面に

極浅い沈線をめぐらせている。天丼部と肩部の境には、二条の沈線がめぐる。口径12.5cm、 器高

4.6cmを 測る。調整は風化のため不明瞭であるが、外面天丼部に回転ヘラケズリ、他の内外面には

回転ヨコナデを施し、内面天丼部には回転ナデの後、不定方向のナデを施している。焼成は良好で

灰白色を呈し径 1～ 2 mmの微細な砂粒を多く含む。古墳時代後期後半 (大谷編年出雲 3期 )頃の所

産である。

時期と性格 付近から出土した須恵器の年代を重視して古墳時代後期後半頃の所産と推定する。規

模・構造・立地が近在する石棺墓類と似ており、いわゆる石蓋土羨墓と推定される。埋葬主体部で

ある遺構中央の土羨は小規模であり、小児埋葬用の可能性もあるが判然としない。なお、被葬者の
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頭位方向は判然としない。

【SK05】

位置 (第 6図) 標高約25.5mを

測る尾根筋の緩斜面に立地する。

南側約 lmには 3号石棺墓が近接

し、北方約2.5mの斜面上方には 4

号石棺墓が近在する。およそ北東

から南西方向に伸びる尾根筋に対

して、主軸 (長軸)方向を直交さ

せ、斜面の等高線と平行するよう

に築かれている。

堅ぞ童号ラ禁霰登尋1縦騒房群こ  性―――→___」甲
形はいずれも不整形を呈してい     第34図 南区SK05実測図 (S=1:30)

る。規模は、遺構検出面上面 (地山面)で長軸径1.25m、 短軸径0.53m、 深さ約0.17m以内を測る。
土坑の主軸 (長軸)は、N-59° 一Wを とる。

覆土 遺構内には暗褐色土の単層堆積が認められた。土層観察による限り、素掘りの土坑であった
と推定される。遺構検出面上面から上層の現地表面までは、約20cm程の堆積土が確認された。土坑

本来の掘り込み面 (掘 り方)は この土層中にあった可能性もあるが、現状では判然としない。

出土遺物 遺構周辺から遺物は一切出土していない。
時期と性格 遺物が出土せず時期は不明である。他の石棺墓や土頻墓と立地や規模が似ているので、
土羨墓の可能性もあるが定かではない。

(註 1) 本書における弥生土器の年代観については、下記文献を参考にした。

松本岩雄「7 出雲・隠岐地域」『弥生土器の様式と編年一山陽・山陰編』(1992年 )

(註 2) 本書における須恵器の年代観については、下記文献を参考にした。

大谷晃二「出雲地域の須恵器の編年と地域色」『島根考古学会誌』11(1994年 )

Ю
り
，い
〇
∃

1層 :暗褐色土
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第 5章 北区の調査

第 1節 北 I区の遺構と遺物

概要 (第 35。 36・ 38図)標 高約25.5～ 30mを測る幅広い尾根筋の丘陵頂部から、墳丘墓 4基、土

坑もしくは土羨墓 9基等を検出した。遺構に伴って弥生土器小片、石器、鉄器等が少量出土してい

る。

基本層序 (第 36・ 37図 ) 当調査区は、調査前は雑木林からなる山林及び竹林であった。そのため、

伐木後の地表面には大小の木根が著しくはびこり、木根による層序の撹乱も随所に認められた。

基本層序は、A―A'、 B一 B'、 C― C' ライン (第 36図 )の上層断面に代表される。

調査区内の大部分において、表土下には木根が著しくはびこる暗褐色土 (1層 )が堆積し、その

下層には地山風化上の可能性がある淡褐色土 (2層 )の雄積が認められた。多くの遺構の確実な検

出面は、その下層の地山面であった。遺構付近の土層堆積状況は別途述べる。

現地表から地山面までの深さは約10～ 40cm程 と浅かったが、淡褐色土 (2層)を地山の一部が自

然風化した土層と想定すると、これよりもさらに浅く、表土下約10cm以内で地山に到達することに

なる。地山上の雄積上が浅いのは、谷に挟まれた尾根頂部という地形条件、太平洋戦争の戦前・戦

中・戦後の暫定期間、一部が畑作地として開墾、削平されたことに起因するものと推波Iさ れる。遺

物は、遺構内堆積上のほか、表上下の暗褐色土 (1層)か ら出土している。

【北 I区 1号墓】

<調査方法>(第 39・ 40図 )

トレンチ調査で検出された貼石の一部から墳丘規模と形状を推定し、立木伐採後に詳細な地形測

量を実施 した (第 39図 )。 これを受けて、墳丘の立地、墳形、規模、残存状況をさらに検討し、土

層観察用の畦 (ベル ト)3本の設定 (第 39。 40図A―A'・ B― B'・ C― C')を行なった。

この上層観察用の畦を残し、表土以下の堆積土を墳頂部から慎重に掘り下げた。墳形、規模、構

築方法、築造時期の確定を念頭に置き、墳丘盛上、埋葬施設、旧表土層、地山面、貼石、周溝、伴

出遺物の検出に努め、随時写真と実測による記録化を実施した。記録保存決定後は、追加調査とし

て、貼石の除去を伴う配石構造の調査、墳丘の断ち割り調査、墳丘盛上の除去を伴う墳丘下層の地

山面精査を実施した。

<位 置>(第 36・ 38・ 39図 )

北 I区の東端近くに位置する。ほぼ東西方向に伸びる尾根筋の頂部平坦面にあたり、標高28～

29.5mを 測る地点である。 1号墓の北下方は、緩やかな傾斜の谷となり、南方は土砂崩れも認めら

れる急傾斜の谷地形となっている。西方約 6mに はSK04～ 08の上羨墓群が近在している。調査前

の地形観察、測量時には、東方約 4mに低墳丘状の地形が観察されたが、ここからは明確な遺構、

遺物は検出されなかった。

現状では周辺が山林となり見通しはさほど良くないが、樹木が無ければ、北方には宍道湖、島根

半島を眺望し、西方眼下には玉湯町布志名の集落及び水田の広がる小平野を望むことができる。
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<墳 丘>

形態 。規模 (第 39。 40・ 41・ 42・ 43図 ) 調査前の地形観察・測量 (第 39図 )に おいて、低墳丘

状の高まりを認めることはできたものの、墳丘及び周清の形態・規模・位置関係を類推するには至

らなかった。およその形態や規模が確定されたのは、発掘調査が進み、表土を除去し、外表施設と

しての貼石が確認された段階である (第 41図 )。 その後、築造時の原位置を保っている可能性が高

い貼石を特定し、周濤を掘り上げて、墳丘の全容が把握された (第42図 )。

その結果、墳丘の東西南北に残存する貼石の並び、東西に検出された弧状の溝から、長方形プラ

ンを基調とする「四隅突出型」の墳形であることが判明した。しかし、墳丘の残存状況は不完全で、

特に墳頂部は後世の開墾や植林によって削平及び撓乱された痕跡が顕著に認められた。

墳丘の長軸、短軸はそれぞれ東西、南北にほぼ合致しており、四方各辺の貼石も自ずからそれに

平行する。

突出部は、北西・北東 。南東・南西の四隅にあたる。突出部については土砂の流出や削平の影響

からか残存する貼石がわずかで原形をほとんど留めていなかった。南東 。南西隅部は、弓なりに外

反する東西周溝の形状と貼石の曲線的な配置から突出部の形状がかすかに類推される。一方、北

西・北東隅部については、周溝の形状や墳丘の起伏から微かに突出する傾向が看取されたものの、

その形態と規模は判然としない。

墳丘の立ち上がり、墳裾は不明瞭であるが、各辺共に貼石の下端面あたりと推察される。ただし、

東西辺はそれよりもさらに周清内へ下がった位置に墳丘斜面の傾斜変換点が存在し、これを裾部と

呼称しても差し支えないかもしれない。

なお、墳丘外の北側は谷地形に沿った斜面を形成しているが、南側は極めて緩やかに傾斜し、幅

約 3～ 4mにわたって平坦面と呼ぶにぶさわしい地形を呈している。

墳丘規模は、現状において、突出部を除いたおよそ墳裾と認識された部位 (各辺貼石の下端付近)

で、東西長約10,5m前後、南北長約7.7m前後を測る。一部残存する突出部を含めると、東西約

12.6m以上、南北約 8m以上を測る。また、東西周清の外周を含めた東西最大長は約16.7mを測る。

墳丘の高さは、削平のため本来の墳頂面は不明である。現状では、墳裾 (貼石下端)か ら表上下

盛土及び地山検出面までで、約0.2～ lm前後を測る。数値に幅があるのは、各辺ごとで貼石下端

のレベル差が生じているためである。周溝最底面からの高さは、墳丘東方の周溝で約0.5m前後、

西方の周溝で約 lm前後を測る。

土層堆積状況 (第 40図)図 示したとおり、土砂流出あるいは削平によって、墳項部は表土 (1層 )

以下約 5 cm以内というごく浅いレベルで、埋葬主体が検出された地山面もしくは、墳丘盛土層と推

定される褐色土 (B― B'3層、C―C'4層 )に到達する。

上層断面の観察によるかぎり、墳丘のおよそ南半は地山、北半は墳丘盛土から成っている。ただ

し、前述してきたように墳頂部は削平等により原形が不明である。埋葬主体の検出面を勘案すると、

本来は墳項部全体にある程度の盛土層が存在したと推定する方が妥当であろう。

北半の墳丘盛土に関する層序関係は比較的単純である。B― B'ラ インでは、表土下腐植土層であ

る暗褐色土 (1層 )の下に、地山ブロックを多く含む墳丘盛土層と推察される褐色土 (3層 )が堆

積し、いわゆる旧表土層と推定される黒色系土層を挟むことなく地山面に達する。

また、C一 C'ラ インでは、表上下腐植土層である暗褐色土 (1層 )の下に、地山ブロックを多く
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合み墳丘盛土層と推察される褐色土 (4層 )、 暗帽色粘質土 (5層 )、 黄色土 (6層 )が堆積すると

その下層に、いわゆる旧表土層と推定され、炭化物や焼土、礫石を包含する黒色土 (7層 )カミ堆積

し、地山面に到達する。墳丘盛土層は、厚いところで約0.5m程の堆積が確認されている。墳丘盛

土層は、墳頂部南半や 1号墓周辺の地山面で認められる黄 。白色の地山ブロックを顕著に包合して

おり、周辺の地山掘削土が盛られたものと推測される。

なお、層序に撹苦しが生じているのは、後世の木根や開墾の影響によるものである。

<周 溝>

形態・規模 (第 40。 42・ 43図)墳 丘の東西辺に、平面形が弓形を描く浅い周溝 2条が検出された。

それぞれ墳裾 (貼石下端)の平面形と平行する位置関係にある (以下、墳丘の各辺に対応させ、東

溝・西溝と称する)。

両溝とも、南方の突出部付近から北方の突出部付近へと緩やかに傾斜している。南端部は溝を閉

じているが、北端部は外反しつつ北方斜面へ向かって開き、自然地形へとなだらかに移行している。

後者は、後世の土砂流出や削平の影響による可能性があり、原形は判然としない。断面形は大部分

が上方へ浅く開く弧状を呈している。

両溝とも突出部を外周することはなく、それぞれの辺で完結している。 1号墓の突出部は周溝で

断絶されることなく墳丘外と結ばれていた蓋然性が高いといえる。

周溝の規模は一定ではない (第 40・ 43図 )。 いずれも清上面で、東溝が長さ約 7m以上、幅約1,7

～2.5m、 深さ約0,15m前後 (溝上面から底面までの深さ、以下同様 )、 西溝が長さ約4.5m以上、幅

約2.3m以内、深さ約0.4m前後を測る。

土層堆積状況 (第 40図 ) 1号墳の周清に関する土層は、第40図A―A'ラ インに図示 したとおりで

ある。表土下腐植土層である暗褐色土 (1層 )の下に、褐色系 (2層、 4層、 7層、 8層、10層、

■層)や弥生土器片を包含する黒色系 (3層、 9層)の周溝内堆積土層が認められ、溝底面である

地山面に達している。明確な遺構検出面は地山面で、清内には墳丘盛土や墳丘外の周辺土砂が自然

流入し、埋没した状況がうかがえる。ただし、墳丘からの流入土砂と墳丘外からの流入土砂の厳密

な分別は肉眼観察では不可能であった。

<外表施設>

貼石の検出 (第 41・ 42・ 43図) 表土除去後、墳丘周辺を精査し、大小の扁平な割石を多数検出し

た (第 41図 )。 平成10年度の試掘調査で検出された南辺の石列との関連性から「貼石」状の外表施

設と判断された。その後、東西南北の墳裾付近を中心に原位置を保っている可能性が高い石を、出

土状況・土層堆積状況を検討しつつ選択した。原位置を保持した可能性が高い貼石等を現地に留め、

現状を記録化した (第 42・ 43図 )。

貼石の構造と規模 (第42'43・ 44図 )

図示のとおり、貼石は墳丘の東西南北のほぼ墳裾に沿って検出された。すでに崩落、流出、ある

いは開墾等により撤去された石も多数あるものと察せられ、残存状況は不完全である。特に四隅周

辺の残存状況が悪く、突出部付近の貼石はほとんど遺存していない。突出部の形態・構造を類推す

る上で大きな支障となった。

墳丘の東西辺には明らかに平面弓形、弧状に外反する配石構造が認められた。一方、南北辺は微

かに弧状を呈する可能性もうかがえたが、ほぼ直線的な配石が確認された。以下、各辺ごとに構造
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と規模を詳述する。

(東 辺)(第43。 44図 a～ b～ c～ d)

貼石は、長径約20～ 45cmの割石からなり約18点 を検出した。石は組み合わせたり、重ねたりする

事はほとんどなく、墳裾付近の墳丘斜面 (地山面)上へ横一列に並置されている。ただし、北端の

石から約2.6m付近では墳裾の貼石外面に接してやや大型の石一つが重ね置かれている。これが、

原位置を保つか否かは判断がつかない。

貼石の検出範囲は、長さ約5.5mを 測り、残存部北端から約 4m付近で約30～ 40° 外反し突出部

へと移行している。

貼石は、墳裾付近に認められた幅約0.5mほ どの緩斜面 (地山)上に据え置かれた様な状況で検

出された。多くの貼石下端の地山面には、各石の形状に沿って深さ約 5 cm前後の凹地が検出された。

石を安定させるため、わずかに掘り据えた痕跡と推測される。粘質上等を用いての貼石の固定化は

認められなかった。

貼石下端のレベルは、標高約29.06～ 29,36mの 間に収まり、北方にむかうに従ってやや低くなっ

ている。

(西 辺)(第 43・ 44図 e～ f～ g～ h)

貼石は、長径約10～ 30cmの割石からなり約30点 を検出した。石列は平面図に明らかな様に一部二

列に重なる箇所もあるが、多くは墳裾付近の墳丘斜面 (地山)上へほぼ横一列に並置されている。

また、立面図にあるように一部で上下三段に積み置かれたような構造も認められる。ただし、西

辺付近は本来の墳丘斜面とその流出土砂との差異が不明瞭で、検出された貼石の一部には、原位置

から滑落、崩落した位置を留めた状態を示すものも存在するかもしれない。したがって、図示した

全ての貼石が原位置を保つものとは断定できず注意を要する。

貼石の検出範囲は長さ約5.5mを 測り、残存部北端から約3.8m付近で約20～ 30° 外反し突出部へ

と移行している。

貼石は、墳裾付近の墳丘斜面上に据え置かれた様な状況で検出された。多くの貼石下端の地山面

には、各石の形状に沿って深さ約 5 cm前後の凹地が検出された。石を安定させるため、わずかに掘

り据えた痕跡と推測される。粘質土等を用いての貼石の固定化は認められなかった。

貼石下端のレベルは、標高約28.50～ 28,98mの間に収まり、北方にむかうに従ってやや低くなって

予ヽる。

(南 辺)(第43。 44図 i～ i～ k～ 1)

長径約10～ 35cmの割石からなる貼石もしくは敷石状 (以下「敷石」と呼ぶ)の石約39点 を検出し

た。図示したとおり、ほぼ東西方向に伸びる配石構造は、大半が墳裾付近の墳丘斜面 (地山)上ヘ

横一列に並置された貼石からなる。また、残存部西端から約1.6～ 2.8mの付近では、貼石に加え、

地面にほぼ水平に置かれた「敷石」も検出されている。

立面図にあるように残存部西端から約3.2mの付近の貼石には、やや大きめの石が上下三段に積

み置かれたような状況も認められる。ただし、この上方の石については、墳丘斜面上方から滑落、

崩落した可能性もあり注意を要する。

貼石の検出範囲は全長約7.3mを 測るが、残存部東端から約1,4m、 約 2～ 3mの付近には石が存

在しない。おそらく後世の開墾等による削平によって損壊した部分と推測される。

- 55 -



―
―
―
―
―
―
‐
‐
‐
‐
Ｉ
Ｉ
‐
囀
∞
・い
０

29.50ノ

/

第41図 北 I区 1号墓貼石検出状況図 (S=1:100)
(原位置を保っていない石を含む状況)
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第42図 北 I区 1号墓墳丘測量図 (S=1:100)
(表上を除去し、原位置を保つと思われる貼石を検出した状況。周溝は完掘状態である。)
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0                4m

443図 北I区 1号墓遺構配置図 儡=1:801
(ア ミ部は1墳丘盛土層を明確に検出した範囲を示す)
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掘り据えた痕跡と推測される。なお、粘質土等を用いての石の固定化は認められなかった。

貼石下端のレベルは、標高約29.09～ 29.28mの間に収まり、およそ水平に近いが、西方から東方

に向かってやや高くなる傾向を示す。「敷石」下端のレベルは、標高約29.09～ 29.10mと ほぼ水平を

保っている。

(北 辺)(第 43。 44図 m～ n～ 0～ p)

貼石は、長径約20～ 60c14の割石からなり約10点 を検出した。他辺の石に比べやや大きいものが含

まれている。

図示したとおり、大半が墳裾と推察される墳丘斜面 (墳丘盛土層)上にほぼ東西方向、横一列で

並置されている。一方、残存部西端から約0.5m付近では、上下三段に積み置かれたような状況も

認められる。ただし、この上方の石については、墳丘斜面上方から滑落、崩落した可能性もあり注

意を要する。

貼石の検出範囲は全長約5。4mを測るが、残存部東端から約1.1～ 3,7mの 付近には石が検出されな

かった。また、一部の石では、第40図 B― B'ラ イン北端付近の上層断面に認められる貼石のように、

墳丘外方向へ外傾 して検出されたものもあった。これは、墳丘土砂の上圧や流出、削平行為の影響

によるものと判断される。

北辺の貼石は、他三辺と比較すると、貼石間の間隔が広いところで約20cmt承 ど開いており、やや

粗い並びとの印象がある。北辺付近は地形的に最も土砂が流出しやすい地点のため、すでに原位置

から石が滑落、崩落した結果かもしれない。

このように、北辺については、図示した全ての貼石が原位置を保つものとは断定できず注意を要

する。

なお、他辺では貼石下端に、石を安定して置くためと推察される石の形状に沿った深さ約 5 cm前

後の凹地が検出されたが、北辺ではその痕跡を確認することはできなかった。

貼石下端のレベルは、標高約28.28～ 28.57mの間に収まるが、西方から東方に向かってやや高く

なる傾向を示す。

貼石の岩種 貼石及び「敷石」に用いられた石材の大半は、暗灰褐色系を呈する板状節理した安山

岩を使用しており、遺跡の近辺 (松江市乃白～忌部周辺)で容易に採取されるものである。なお、

貼石のうち少なくとも2点は、これらと性質の異なる細粒花筒岩と推定される石材が使用されてい

た。これも比較的遺跡に近い忌部川流域の谷沿いで採取されるものである。

なお、貼石のうちには表面が赤みを帯びている石材が多く認められた。これは、岩石自体の風化

によるもので顔料等が塗布されたものではない。ただし、墳丘墓に設置以後変色したものか、産出

地における採取の段階から赤く、それらをあえて選択したものかは判断しかねる。

<埋葬施設>

埋葬施設としては、墳頂部において表土以下約 5 cm前後を掘削、地山面及び墳丘盛土面を精査し

た段階で、平行して並ぶ土羨 4基 (第 43図)を検出した。以下、埋葬施設については、検出順にし

たがって、第 1～ 4主体部と呼称し詳述する。

検出面と位置 (第 40・ 43・ 45図)主 体部 4基のうち最も東方に位置する土羨である。東辺の貼石

から約 3mの地点であり、これより東側の墳頂部に埋葬施設等は存在しない。明確な遺構検出面上
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①
剰

面は、現地表下約 5 cm前後で、大半は地山面

であったが、北側小日付近約 3分の 1は墳丘

盛土層中である。墳丘の上層断面を観察した

結果、土羨の壁面約 3分の 1強は墳丘盛土層

から地山面かけて掘り込まれている。底面は

全て地山面で確認されている。土層に木根に

よる攪乱以外の乱れは認められず、未盗掘と

判断された。

土族の主軸 (長軸)は 、ほぼ南北方向をと

る。当然のごとく墳丘の東西辺と平行し、南

北辺と直交する位置関係にあたる。

形状 。規模 (第 45図 ) 平面形は上面、底面

ともに隅丸の長方形を呈しており、長軸・短

軸方向の断面形はいずれも逆台形状である。

底面はほぼ平坦で水平に近い。規模は、遺構

検出面上面で長軸径約2.2m、 最大幅約 lm、

底面で長軸径約1.67m、 幅約0.48～ 0.55mを 測

り、深さは最大で約0.65m程 である。 4基の

主体部の中では最も小さな規模である。

0        1m            覆土・構造 (第 45図 ) 土坑内覆土には表土

層とその下層である暗褐色土 (1・ 2層 )以
第46図 北 I区 1号墓第 1主体部標石出土状況

下、褐色土 (3層 )、 明褐色土 (4層 )、 暗褐
実測図 (S=1:30)

色土 (5層 )、 暗褐色粘質土 (6層)の比較的

単純な堆積状況が認められた。このうち 2・ 3・ 4層中には、墳丘周辺で認められる地山ブロック

を包含しており、墓羨の掘削土によって埋め戻された可能性がある。なお、土羨本来の掘り込み面

(掘 り方)は、検出面よりもさらに上層であった可能性もあるが、すでに削平されており詳細不明

である。

土層観察の結果によるかぎり、木棺の埋設は想定できず、素掘りの上壊であったと推波Iさ れる。

遺物出土状況 (第 46図 )表 土下約10cm以内で、土羨の南壁上面から約60cmの地点より角礫 1点

(51-10)が 出土している。土羨直上でほぼ主軸 (長軸)上にあたる暗褐色土層 (1・ 2層)中 に

包含されていた。角礫 1点が単独で主体部直上から出土する状況は偶然の混入とは思えず、土羨直

上の盛土層あるいは覆土中に意図的に置かれたものと推定される。遺物の詳細については、<出土

遺物>の頂で述べる。

被葬者の頭位 土羨底面幅の大小及び角礫の出土地点を勘案すれば南方向に頭位があった可能性が

推測されるが定かではない。
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検出面と位置 (第 40。 43。 47図 )

第 1主体部が、西方約1.2mに は第 3

墳丘のおよそ中央部に位置する土羨である。東方約0.5mに は

主体部が近在する。明確な遺構検出面上面は現地表下約 5 cm
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第47図 北 I区 1号墓第 2主体部実測図 。同水銀朱出土状況実測図 (S=1:30)
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前後で、ほとんど地山面であった。壁面、底面ともに全て地山面で検出されたことになる。層序関

係には木根による境乱以外の乱れは認められず、未盗掘と判断された。

土羨の主軸 (長軸)は、ほぼ南北方向をとる。当然のごとく墳丘の東西辺と平行し、南北辺と直

交する位置関係にあたる。

形状・規模 (第 47図) 平面形は上面、底面ともに隅丸の長方形を呈しており、長軸・短軸方向の

断面形はいずれも逆台形状である。ただし、南壁小日側は木根による撓乱によって、原形をとどめ

ていない。底面はほぼ平坦で水平に近い。東側壁面など一部にいわゆる段掘りが認められる。

上羨完掘時の規模は、検出面上面で長軸約2.85m以上、最大幅約1.5m、 底面で長軸約2.5m、 幅

約0.5～0.65mを 測り、深さは最大で約0.65m程 である。主体部 4基の中では最も大きなものである。

覆上 。構造 (第 47図 ) 土羨内覆土は、表土層とその下層である明褐色土 (1層)以下、明黄褐

色・黄褐色土 (2層 )、 明褐色・赤褐色粘質土 (3層 )、 赤褐色粘質土 (6層 )の 4層に大別される。

他に攪乱の可能性がある土層 (4・ 5層 )も存在する。このうち赤色粘質土 (6層 )は、しまりの

ある均質な粘質土からなり両側壁、両小日付近に人為的に埋められた可能性が看取された。この土

層は平面観察でも顕著に認められ、この土羨には木棺が埋設され、 6層はそれを安定させるための

裏込め上であったと推定される。この他、 1・ 2・ 3層は、墳丘周辺で認められる地山ブロックを

包合しており、墓娠の掘削土によって埋め戻されたと推察される。なお、土羨本来の掘り込み面

(掘 り方)は、検出面よりもさらに上層であった可能性もあるが、すでに削平されており詳細不明

である。

遺物出土状況 (第 47図) 土壊直上の表土直下からは、弥生土器の細小片が数点出土している。い

ずれも実測に耐えない細片であるが、その出土地点からこの土羨上に置かれた土器片であった可能

性もある。

図示したとおり、土羨北半の底面付近からは、およそ30× 30cmの範囲で赤色顔料少量を検出して

いる。想定される木棺及び土羨の主軸 (長軸)上にあたり、南壁側小日に近い地点に位置づけられ

る。ほぼ地山直上面にあたり、肉眼で明瞭に確認された箇所で厚さ1.5～ 2.5cmを 測る。顔料は分析

の結果、水銀朱であることが判明している。木棺内に被葬者とともに埋納されたものと推定される。

被葬者の頭位 土羨底面幅の大小及び水銀朱の出土地点を勘案すれば南方向に頭位があったと推測

される。

検出面と位置 (第 40・ 43・ 48図)墳 丘の中央からやや西よりに位置する土羨である。東方約1.2m

には第 2主体部が、西方約 lmに は第 4主体部が近在する。明確な遺構検出面上面は、現地表下約

5 cm前後の地山面で、壁面及び底面は、地山面に掘り込まれている。ただし、北壁小回上面の外周

付近には墳丘盛上の堆積が平断面において明瞭に確認された。上層には、木根による攪乱以外の乱

れは認められず未盗掘と判断された。

土羨の主軸 (長軸)は、ほぼ南北方向のN-2° 一Eを とる。当然のごとく墳丘の東西辺と平行し、

南北辺と直交する位置関係にあたる。

形状 。規模 (第 48図) 平面形は上面、底面ともに隅丸の長方形を呈しており、長軸・短軸方向の

断面形はいずれも逆台形状である。底面はほぼ平坦で水平に近い。規模は、遺構検出面上面で長軸

約2.53m、 幅約 1～ 1.10m、 底面で長軸約2.13m、 幅約0.8～0.9mを 測り、深さは最大で約0。7m程で
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ある。後述する第 4主体部と近似する値を示している。

覆土 。構造 (第 48図)土 羨内覆土には木根による境乱が著しい暗褐色土 (表土)(1層 )と その

下層の黒褐色土 (2層)以下、黄褐色粘質土 (3層 )、 褐色粘質土 (4層 )の比較的単純な層序関

係が認められた。このうち2層の攪乱土中からは、拳大の礫石、炭化物、土器小片が少量検出され

た。 3層、 4層は墳丘周辺で認められる地山ブロックを顕著に包合し、墓羨の掘削土によって埋め

戻された可能性を示唆する。なお、土羨本来の掘り込み面 (掘 り方)は、検出面よりもさらに上層

であった可能性もあるが、すでに削平されており詳細不明である。

土層観察の結果によるかぎり、木棺の埋設は想定できず、素掘りの上羨であったと推測される。

遺物出土状況 土羨に直接伴う遺物は出土しなかった。表上下約10cm以内の撓乱土中から出土した

礫石数点、土器細小片 2点は、いずれも攪乱に伴い墳頂部付近から偶然流入したものであろう。

被葬者の頭位 土娠の底面幅及び両小口側壁面の幅の大小を勘案すれば南方向に頭位があった可能
性が指摘しうるが定かではない。

検出面と位置 (第 40。 43・ 49図) 主体部 4基のうち最も西方に位置する土療である。西辺の貼石
から約0.5～ 0,7m程 しか離れておらず、東方約 lmに は第 3主体部が近在する。明確な遺構検出面

上面は、現地表下約 5 cm以内の地山面で、壁面及び底面は、全て地山面に掘り込まれている。墓羨

上面付近は木根による攪乱が顕著であったが、それ以外の乱れは認められず未盗掘と判断された。

土羨の主軸 (長軸)は、ほぼ南北方向のN-6° 一Eを とる。当然のごとくおよそ墳丘の東西辺と

平行し、南北辺と直交する位置関係にあたる。

形状・規模 (第 49図)平 面形は上面、底面ともに隅丸の長方形状を呈しており、長軸・短軸方向
の断面形はいずれも逆台形状である。底面はほぼ平坦で水平に近い。規模は、遺構検出面上面で長

軸約2.48m、 幅約0。 85～ 1.05m、 底面で長軸約 2m、 幅約0.5～ 0.65mを 測り、深さは最大で約0,65m

程である。第 3主体部と近似する値を示している。

覆土・構造 (第49図) 土娠内覆土には木根による撓乱が著しい黒色炭化土 (1層 )と その下層の

黒褐色土 (2層 )以下、褐色粘質土 (3層 )、 暗褐色粘質土 (4層 )の比較的単純な層序関係が認

められた。このうち3層、 4層には墳丘周辺で認められる地山ブロックを顕著に包合し、墓羨の掘

削土によって埋め戻された可能性を示唆する。なお、土羨本来の掘り込み面 (掘 り方)は、検出面

よりもさらに上層であった可能性もあるが、すでに削平されており詳細不明である。

土層観察の結果によるかぎり、木棺の埋設は想定できず、素掘りの上羨であったと推測される。

遺物出土状況 土羨に直接伴う遺物は出上しなかった。
被葬者の頭位 土羨の底面幅及び両小日側壁面の幅の大小を勘案すれば南方向に頭位があったと推
測される。

<主体部間の関係>(第 40・ 43図 )

土層観察によるかぎり、検出された4基の上羨については、いわゆる切り合い関係は認められず

構築の新旧、順序は不明である。被葬者の頭位はいずれも南方向と推定できよう。

これらのうち、いわゆる中心主体に位置づけられるのは、その墳丘中央にほど近い構築位置、規

模の大きさ、木棺埋設の可能性、水銀朱の検出などの点から第 2主体部と推察される。

また、主体部の主軸 (長軸)方向はいずれもほぼ南北方向を示したが、第 3主体と第 4主体は
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2～ 6度程束方に振れている。厳密にいえば、墳丘の中心を境に、西方の第 1主体部と第 2主体部

が平行し、東方の第 3主体部と第 4主体部が平行する位置関係にある。

さらに、第40図A―A'1こ明らかなように、墓羨の掘り込みの深さすなわち底面レベルも、前者は

前者、後者は後者で近似している。

このように、主体部 4基は、東西二組に大別できる可能性がある。これは、被葬者間の出自や系

譜等の関係性を反映した、人為的な墓羨配置の結果と考えて大過なかろう。

<遺物出土状況と遺物>(第 50。 51図 )

ここでは、主要な遺物とその出土状況について述べる。主な遺物の出土状況は、第50図のとおり

である。

墳頂部周辺 弥生土器と推定される土器の細小片約10点が出土している。全て開墾もしくは植林等
によって既に削平され、木根による攪乱が顕著な表土層からの出土である。出土状況から原位置を

留めているものは無いと判断された。いずれも風化が著しく細小片であったため図化は省略した。

周清内 東西周溝内の最下層からは、弥生土器細小片約40点が出上している。ほとんどが、図化に

耐えない細小片であった。出土状況から原位置を保持した遺物は無いものと思われ、いずれも墳丘

上や墳丘外から土砂とともに自然に転落、流入した可能性が高い。また、弥生土器の他、直径約

2.7cmを測る碧玉片 1点が西済の貼石中央部付近の地山直上から、直径約 3 cmを測る巧翡剥片 1点

が同じく西済の暗褐色土層からそれぞれ出上している。いずれも人為による剥片か否かは判然とし

ない。

ここでは、形状がある程度推定復元される弥生土器片 7点について詳述する。

51-1は、東溝の地山直上から出土した壼もしくは甕の口縁～頸部片である。日縁端部を欠損す

るが、複合口縁を呈するもので、復元口径12cm以上を測るものと推定される。調整は、風化のため

判然としないが、内外面にナデが、内面頸部以下にヘラケズリの痕跡が認められる。焼成は良好で

淡褐色を呈し、胎土には径 1～ 3 aunの砂粒を含む。

51-2は、東溝最下層である淡黒色土から出土した壺もしくは甕の口縁～頸部片である。口縁端

部を欠損するが、複合口縁を呈するもので、復元口径15cm以上を測るものと推定される。器表風化

のため判然としないが口縁部外面に擬凹線状の平行沈線の痕が微かに認められる。調整も不明瞭で

あるが、内外面にナデが、内面頸部以下にヘラケズリの痕跡が認められる。焼成は良好で黄褐色を

呈し、胎土には径 1～ 3 mmの砂粒を合む。

51-4は、西清の地山面に近い淡黒色土から出土した鼓形器台の脚台部片である。端部を欠損す

るが、復元底径約15cm以上を測るものと推定される。外面には擬凹線状の平行沈線がめぐっている。

調整は、外面にヨコナデ、内面にヘラケズリの痕跡が観察される。焼成はおそらく不良で黄褐色を

呈し、胎土には径 1～ 3 mmの砂粒を含む。細片のため判然としないが、弥生時代後期後半 (松本編

年出雲・隠岐第V-3様式)頃の特徴が伺える。
51-5は、東溝最下層である淡黒色土から出土した器台の脚台部片である。脚台部と筒部の境に

突出する稜をもっている。端部を欠損するが復元底径約13cm以上を測るものと推定される。外面の

稜より上方には一部が重なる弧状の沈線紋様が認められる。調整は風化のため不明瞭であるが、外

面にヨコナデ、内面にヘラケズリの痕跡が認められる。焼成は良好と推測され、内外面明褐色を呈

し、胎土には径 1～ 3 mmの砂粒を含む。
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51-6は 、東溝最下層である淡黒色土から出土した器台の脚台部片と推察される。端部を欠損す

るが復元底径約23cm以上を測るものと推定される。調整は風化のため不明瞭であるが、外面にヨコ

ナデ、内面にヘラケズリの痕跡がかすかに認められる。焼成は良好と推測され、内外面明褐色を呈

し、胎上には径 l mm以下の微細砂粒を合むが緻密である。

51-7は、 東溝最下層である淡黒色土から出土した器台の脚台部片と推察される。細小片であ

るが、復元底径約12cmを測るものと推定される。端部を僅かに月巴厚させている。調整は外面から内

面下端部 (接地面)にかけてヨコナデ、内面の非接地面にヘラケズリの痕跡をかすかに認めること

ができる。焼成は不良と推測され、内外面暗褐色を呈し、胎土には径 l llun以下の微細砂粒を合むが

緻密である。

51-8は、西溝の地山面に近い淡黒色土から出土した壷もしくは甕の底部片である。ほとんど丸

底に近いが、微かに平底の接地面 (底径1.4cm以下)を認めることができる。風化のため調整、焼

成ともに不明である。胎土は褐色を呈している。

主体部内 第 1主体部の墓羨最上層から標石らしき礫石 1点、第 2主体部の土壊底面から水銀朱が

少量出土している。出土状況の詳細は、<埋葬施設 >の頂で述べたので省略し、前者について詳述

しておく。

51-10が、第 1主体部の土羨直上から出上した角礫である。図示した 2面に明らかに人為的な擦

痕が認められるほかは、顕著な加工痕、使用痕は見られない。いわゆる磨石としての機能が推察さ

れるが詳細は不明である。出土地点から、いわゆる標石として墓羨上に置かれたものであろう。赤

黄褐色を呈し、全長15.6cm、 最大幅7.6cm、 重量785.26gを測る。岩種は、花筒岩で、産地は不明で

ある。

墳丘盛上下～地山直上 墳丘のおよそ北半部に認められた盛土を除去した際、地山直上面から鉄鏃

2点、扁平片刃石斧 1点が出土している。

前二者は、第 1主体部の東方約0。 2～ 0.3mの地点で地山面からほぼ水平な状態で出土した。 2点

間の距離は、約0,8mで あった。鉄鏃が、墳丘墓の盛上下地山上から出土した事例は管見でほとん

ど例を見ない。墳丘盛土直下に集落跡や前代の墳墓等の遺構は全く検出されておらす、偶然の混入

とは言い難い。墳丘墓の築造に伴う何らかの儀礼的行為において使用され、埋納された可能性もあ

るのではないだろうか。
(言主1)

51-■は、無茎三角形式と推定される鉄鏃であるが、鏃身部の下端を欠損しており詳細は不明で

ある。残存長約4.lcm、 残部最大幅約2.4cm、 残存部最大厚約0.3cm、 重量6.38gを 測る。全体に錆化

が著しく、断面形は判然としないが、両丸造りと推定される。鏃身中央部に長径約0,7cm程の孔が

認められるが、破面は全て新しく、器物本来の有した孔か否かは判断がつかない。形態的な諸特徴

から出雲地方における弥生時代後期後半頃の所産と考えられる。また、出土層位から、少なくとも

1号墓の盛土による墳丘築成以前のものに位置づけられる。

51-12は、無茎三角形式の鉄鏃で、片側の逆刺を欠損している。全長3,0～ 3.3cm、 残存部最大幅

約3.Ocm、 残存部最大厚0.25cm、 重量3.89gを 測る。全体に錆が付着しているが、両丸造りで、狭り

部は浅い円弧状を呈し、鏃身中央部やや上方に径 2～ 3 mmの孔を有していることがわかる。時期は、

類例が少なく判然としないが、共伴関係から51-■とほぼ同時期の所産と考えておく。

石斧は、墳丘北辺の西端付近にあたる地山面から出上したが、位置は特定できなかった。石斧等
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が、周辺の遺構とは全く無縁な状態で山中の遺跡から出土する事例は偶々存在する。したがって、

先の鉄鏃と同様の推測はしかねるが注目すべき資料といえよう。

51-13は 、磨製扁平片刃石斧である。器表の風化が著しく、加工痕、使用痕は判然としないが、

擦痕が微かに認められる。黄灰色を呈し、全長7.lcm、 最大幅3.2cm、 重量42.63gを 測る。岩種は、

流紋岩の可能性が高く、産地は不明である。形態から、弥生時代前期末から中期前半頃の所産と推

察されるが詳細は不明である。

その他 この他、 1号墓墳丘外の周辺からは、多数の弥生土器をはじめ、僅かな土師器、須恵器を

含む土器類の細小片約100点 (コ ンテナ約 1/10箱分)が表土あるいは表土直下を中心に採取され

ている。 1号墓と明確に伴う遺物は確認できず、また、次の 2点を除きほとんどが図化に耐えない

細小片であった。

51-9は、断面が緩やかな弧状を呈する土器片である。上製品の破片の可能性もあるが判然とし

ない。 1号墓墳丘外の北方斜面において地山 (風化土)直上から出土している。全体に器表の剥

離・風化が著しく、縁辺部は意図的に欠いたものか否か判然としない。調整も不明であるが、一部

に単位の粗いハケメ調整らしき痕跡が認められる。明黄褐色を呈し、残存部最大径12.2cm、 最大厚

1.5cmを測る。

51-3は 、 1号墓東方約20mの北 I区調査区西端付近の掘削土中から出土した壺もしくは甕の回

縁～頸部片である。器壁のやや厚い細頸の複合口縁を呈するもので、復元口径15.6cmを測る。日縁

全周の約 8分の 1が残存し、内外面にヨコナデ、内面頸部以下にヘラケズリによる調整が認められ

る。焼成は良好で淡黄褐色を呈し、胎上には径 1～ 2 4Mlの 微細砂粒を合む。古墳時代中期に下るも

ので、 1号墓との直接的な関係は無いものと推定される。

<墳丘の築成過程の想定>(第39～ 43図参照 )

上記の諸状況と土層観察結果から、次の過程が想定される。なお、すでに墳頂部を中心に削平や

土砂の流出が顕著に認められ、類推の域を出ないことに留意されたい。

I:築造場所を定め、地山及び地山上の旧表土を削平、整地する。

Ⅱ :墳丘設計に応じて周溝を掘削し、墳頂部の北半に盛土しておよそ整形する。

Ⅲ :墳裾を整形後、附石を並べ墳丘全体の平面形、立面形を整える。

Ⅳ :墳頂部である地山面もしくは盛土層から埋葬施設である土羨を掘り込む。

Vi土羨内に被葬者を安置し、掘りあげた土砂を用いて埋葬する。

Ⅵ :こ の際、土羨を埋めたある段階に土羨直上付近に標石や弥生土器を置く。墳丘表面へさらに

盛土し、最終的な整形を施す。

<時期と性格>

弓形に外反する東西溝の形状と貼石の状況、埋葬施設の諸相から四隅突出型墳丘墓と判断される。

主に墳項部の表土付近、周溝内雄積土の最下層から出土した弥生土器片はほとんどが細小片でその

詳細は不明である。しかし、他に共伴する遺物がないことから、これらは 1号墓の墳丘付近へ据え

置かれたいわゆる「供献土器」の一部であった可能性が高いと言えよう。このうち時期が推定でき

る土器片はいずれも弥生時代後期後半頃の様相を呈している。

したがって、北 I区 1号墓は、遺構・遺物の諸要素から弥生時代後期後半 (松本編年出雲・隠岐

第V-3様式)頃の所産である可能性が高いと思われる。
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【北 I区 2号墓】

<調査方法>

トレンチ調査で検出された貼石の一部から墳丘規模と形状を推定し、立木伐採後に詳細な地形測

量を実施した (第 52図 )。 これを受けて、墳丘の立地、墳形、規模、残存状況をさらに検討し、土

層観察用の畦 (ベル ト)2本の設定 (第 52図 A― A'・ B一 B')を行なった (第 53図 )。
この上層観察用の畦を残し、表土以下の堆積土を墳項部から慎重に掘り下げた。墳形、規模、構

築方法、築造時期の確定を念頭に置き、墳丘盛上、埋葬施設、旧表土層、地山面、貼石、周清、伴

出遺物の検出に努め、随時写真と実測による記録化を実施した。記録保存決定後は、追加調査とし

て、貼石の除去を伴う配石構造の調査、墳丘の断ち割り調査、墳丘盛上下層の地山面精査を実施し

た。

<位 置>(第 36・ 38・ 52図 )
北 I区のほぼ西端に位置する。およそ東西方向に伸びる尾根筋の緩斜面上にあたり、標高26～

27.25mを測る地点である。 2号墓の南 。北・西下方斜面は、いずれも緩斜面となっている。東方

の斜面上方約 8～ 9mに はSK09や 4号墓の一部が検出されているが、この間に他の遺構、遺物は

検出されていない。

<墳 丘>

形態・規模 (第 52・ 53・ 54図) 調査前の地形観察 。測量 (第 52図 )において、低墳丘状の高まり
を微かに認めることはできたものの、墳丘及び周溝の形態 。規模・位置関係を類推するには至らな

かった。およその形態や規模が確定されたのは、発掘調査が進み、表土を除去し、外表施設として

の貼石が明確に確認された段階である。

その結果、およそ墳丘の東辺に残存する貼石の並び、東西に検出された溝から、長方形プランを

基調とする「四隅突出型」の墳形であることが推察された。しかし、墳丘の残存状況は不完全で、

特に墳頂部や墳丘の南北辺は後世の開墾や植林によって削平及び攪乱された痕跡が顕著であった。

また、突出部については土砂の流失や削平の影響からか、ほとんど原形をとどめていなかった。唯

一北東隅部に遺存した一部の貼石の形状からその規模と形態をわずかに察することができた。

墳丘の長軸、短軸は緩斜面の等高線にぞれぞれ直交、平行するような状況で検出されている。

墳裾は、東辺側は貼石の下端付近、西辺側は溝の上面付近と推察される。南北辺は周清が検出さ

れず、墳丘の立ち上がりも明確に認識されなかったので不明である。

墳丘規模は、一部残存する突出部を含め、およそ墳裾と認識された部位で、東西長約6.5m前後、

南北長約 5m以上を測る。

墳丘の高さは、墳頂部が削平されており不明である。現状では、墳裾 (貼石下端)か ら表土面ま

で約0.3m以内である。

上層堆積状況 (第 53図)図 示したとおり、土砂流出あるいは削平によって、墳頂部は表土 (1層 )
以下約10～ 30cm以 内というごく浅いレベルで、地山面もしくは地山風化上の可能性がある土層

(2・ 6・ 7・ 8層)に到達する。木痕による攪乱も著しく、明確な墳丘盛土層は全く確認されて

いない。土層の断面観察によるかぎり、墳丘が地山削り出しによってのみ築成されたのか、ある程

度の盛土によって築成されたのか、現状では不明と言わざるを得ない。ただし、緩斜面をなす周辺

の地山地形から察するに、墳丘西半部を中心としてある程度の盛土によって整形されていたと考え
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第52図 北 I区 2号墓調査前地形測量図 (S=11100)

るのが妥当であろう。

<周 溝>

形態。規模 (第 53・ 54図)墳 丘のおよそ東西辺に推定される位置に、平面形がわずかに弓なりを
呈する浅い周溝2条が検出されている。(以下、墳丘各辺に対応させ、東溝・西溝と称する)。
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没した状況が推察される。なお、本来の掘り方は、地山面よりも上層にあった可能性もあるが判然

としない。

<外表施設>

貼石の検出 (第 54・ 55・ 56図 )表 土除去後、 トレンチ調査を実施する過程で東辺に整然と並ぶ貼

引

0             4m

第54図  北 I区 2号墓調査後地形測量図 (S=1:100)

慾

ン
／／
ィノィ

碧キヤ10~
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石上面が検出された。墳丘周辺の表土中においても、大小の扁平な割石が散在する状況が認められ

たが、原位置を保持した石は見あたらなかった。全面調査の過程で、出土状況から原位置を保つ貼

石を精査し、況地に留めて記録化した。

貼石の構造と規模 (第 55。 56図 )

図示のとおり、貼石は墳丘の東辺墳裾に沿ってやや弓なりに一列に並んで出土している。石列は

突出部を構成すると推察される残存部北束端付近において周溝同様に北方向へと屈折している。こ

の付近には反対側 (北辺側)に も貼石らしき礫石 2点が検出された。ちょうど突出部を構成するか

の対称的な位置に検出されたが、原位置を保つものか否かは判然としない。

すでに崩落、流出、あるいは開墾等により撤去された石も複数あるものと察せられ残存状況は不

完全である。特に石列の南北両端付近の残存状況が悪く、南東突出部付近の貼石はほとんど遺存し

ていない。突出部の形態 。構造を類推する上で大きな支障となった。

以下、構造と規模を詳述する。

貼石は、長径約10～ 25cmの割石からなり約20点 を検出した。石は組み合わせたり、重ねたりする

事はほとんどなく、墳裾付近の墳丘斜面 (地山面)上へ横一列に並置されている。貼石は必ずしも

接して並ぶのではなく、約 5～ 10cm程の間隔をあけて並ぶ傾向にある。

貼石の検出範囲は、長さ約4.5mを測り、残存部南東端から約3.2m付近で約30° 屈折し突出部ヘ

と移行している。

貼石下端面は墳裾付近に認められ、墳丘斜面に据え置かれた様な状況で検出されている。多くの

貼石下端の地山面には、各石の形状に沿って深さ約 5 cm前後の凹地が検出されている。石を安定さ

せるため、わずかに掘り据えた痕跡と推測される。粘質土等を用いての貼石の固定化は認められな

かった。

貼石下端のレベルは、標高約26.85～ 27.00mの間に収まり、北方に向かうにしたがってやや低 く

なっている。

貼石の岩種 貼石は暗灰褐色系を呈する板状節理した安山岩を使用しており、遺跡の近辺 (松江市
乃白～忌部周辺)で容易に採取されるものである。なお、貼石のうちには表面が赤みを帯びている

石材が多く認められた。これは、岩石自体の風化によるもので顔料等が塗布されたものではない。

ただし、墳丘墓に設置以後変色したものか、産出地における採取の段階から赤く、それらをあえて

使用したものかは判断しかねる。
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第55図 北 I区 2号墓主要遺物出土状況図 (Si l:40)
(●弥生土器 遺物番号は遺物実測図と対応する)
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第56図 北 I区 2号墓貼石実測図 (S=1:40)

<埋葬施設>

墳頂部において、表土中の大規模な撓乱上を掘削し、地山面精査の段階で、土羨 1基を検出した。

検出面と位置 (第 52・ 53・ 54・ 55図)推 定される墳丘のほぼ中央に位置する。明確な遺構検出面
上面は、現地表下約30cm前後の撹乱上の下で、大半は地山面であった。土壊の壁面、底面とも全て

地山面で確認されている。土層には木根による攪乱以外の乱れは認められず、未盗掘と判断された。

土娠の主軸 (長軸)は、N―■
°
一Wを とる。墳丘の東西辺と平行し、南北辺とほぼ直交する位

置関係にある。

形状 。規模 (第 57図) 平面形は上面、底面ともに隅丸の長方形状を呈しており、長軸 。短軸方向
の断面形はいずれも逆台形状である。底面はほぼ平坦で水平に近い。規模は、遺構検出面上面で長

軸約2.85m、 最大幅約1.5m、 底面で長軸約2.45m、 幅約0.58～ 1.Omを 測り、深さは最大で約0.55m

程である。上羨は、南方から北方へと徐々に幅を広げている。

覆土・構造 (第 57図) 土羨内覆土は、大規模な攪乱の影響を受けている最上層である暗褐色土
(1層)以下、褐色 。明褐色土 (2・ 2'層 )、 明褐色粘質土 (3層 )、 暗褐色粘質土 (4層)の 4

層に大別される。このうち暗褐色粘質土 (4層 )は、しまりのある均質な粘質土からなり両側壁、

両小日付近に人為的に埋められた可能性が伺える。この土層は平面観察でも顕者に認められること

から、この土羨には木棺が埋設されていた可能性が指摘され、同層はそれを安定させるための裏込

め上であったと推定される。この他、 1。 2・ 3層は、墳丘周辺で認められる地山ブロックを顕著

に包含しており、墓羨の掘削土によって埋め戻された土砂からなるものと推察される。なお、土羨

本来の掘り込み面 (掘 り方)は、検出面よりもさらに上層であった可能性もあるが、すでに攪乱、

削平されており詳細不明である。

被葬者の頭位 小日幅の大小から察すると、被葬者の頭位は南方向にあったと推察される。

員



<2号墓北方集石遺構>

東辺貼石の北端から約 4m程北方下方の標高26m地点において、貼石と同様の岩種 (安山岩)か

らなる礫石を集石した遺構が検出された (第 38図 )。 既に原位置を動いた石も含まれるが、地山緩

27.00m AI

1層 :暗掲色土 (木根が著しい。撹乱の影
響が顕著。炭化物を少量含む。白
色・黄色の地山ブロックを含む)

2層 :褐色土 (白色・責色の地山ブロック

を多く含む)
2:層 :明掲色土 (同上、2層 よりも色調明
るも`)

3層 :明掲色粘質土 (白色・黄色の地山ブ
ロックを微かに含む。粘性に富む)

4層 :暗褐色土 (棺の裏込め土と推定)

27.00m BI

0         1m

第57図  北 I区 2号墓主体都実測図 (S=1:30)

＋
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３
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Oo

(立面図 )

坤

第58図 北 I区 2号墓北方集石状遺構実測図
(S=1:30)

堕 贔

が地山直上から出土している。遺構の時期や性格は判然と

しないが、遺物から古墳時代以後の所産と考えられる。

<遺物出土状況と遺物>(第 55・ 58・ 59図 )

2号墓主体部である土羨直上付近の表土直下攪乱土層か

らは、弥生土器の細小片約20点以上と標石と推定される川

原石状の自然石 1点が出土している。出土状況から原位置

を留めているものは無いと判断される。おそらく填丘周辺

にあったものが攪乱等にともない流入したのであるう。

弥生土器片は、いずれも風化が著しい細小片であったが、

かろうじて 2点のみを図化した。

59-1は 、墳頂部表土直下及び主体部直上の攪乱土層中

から出土した鼓形器台の脚台部小片である。端部を欠損す

るが、復元底径約 9 cm以上を測るものと推定される。器表

の風化が著しく判然としないが、外面には擬凹線状の平行

沈線紋がめぐっている。調整は、外面にココナデ、内面に

ヘラケズリの痕跡が観察される。焼成はおそらく不良で外

面淡赤褐色、内面黄褐色を呈し、胎土には径 1～ 2 mmの微

細砂粒を含む。細片のため判然としないが、弥生時代後期

後半 (松本編年出雲・隠岐第V-3様 式)頃の特徴が伺え

る。

59-2は 、主体部の上層に当たる墳項部表土直下から出

土した壷もしくは甕の底部片と推測される。底部の約 3分

の 1が残存 し、復元底径約4.6cmを測る。底部は若千上げ

底気味である。調整は器表の風化が著しく判然としないが、

|

|

斜面をかすかにテラス状に加工 (傾斜を

緩やかに変換する程度の地山加工)し 、

人頭大の割り石が集められたかのような

状況で出上 している。 2号墓との関係性

は定かではないが、近在すること、同様

の石材を使用していることを勘案しここ

で報告する。

集石は約15～ 30cm前後の割り石約10点

からなり、長さ2.3m、 幅0.8m以 内の範囲

で不規則に並んで検出された。10点 のう

ち 7点 は地山面にほぼ水平に置かれ、 3

点は上方の斜面に沿って置かれていた。

東端の扁平な石の付近からは、古損時代

頃の土師器と推定される土器片 (59-4)

@師 器

感
ノ
④
Ｏ
巴

lm

翼 rЧ l

北 I区 2号墓付近出土遺物
実測図 (S=1:3)
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外面の一部に縦方向のハケメが観察され、内面は不明である。焼成は良好で、内外面赤褐色を呈し、

胎土には径 1～ 3 mmの微細砂粒を含む。胎土は、弥生土器を想起させるが詳細は不明である。

同層からは標石を想起させる川原石状の自然石 1点 も出上している。

59-3は、主体直上の攪乱土中から出土した自然石で、岩種は細粒花筒岩と推測される。一部を

欠損するが、明瞭な加工痕や擦痕など人為が加わった痕跡は認められない。いびつな楕円形状で

淡責白～褐色を呈し、全長8.5cm、 最大幅5.3cm、 重量146.83gを 測る。出土地点から、いわゆる墓

上の標石としての機能が類推されるが定かではない。

2号墓北方の集石遺構からは、土師器 1点が出土している。

59-4は、土師器の杯の口縁部片と推定されるが、器種は判然としない。緩やかに内湾する口縁

部の全周が残存し、日径15.4cmを 測る。器表の風化が著しく調整は不明である。焼成は良好と推定

され、胎土は明黄褐色を呈し、径 1～ 3 mmの砂粒を含む。胎土や器形は古墳時代の土師器を類推さ

せるが半J然としない。

<墳丘の築成過程>

墳丘周辺は、攪乱、削平と土砂流失にともなう地形改変が著しく、墳丘の築成過程は判然としな

い。既述のとおり、周辺地形の状況から察するとある程度の盛土を想定するのが妥当であるが、現

地においてその痕跡は全く見いだせなかった。

<時期と性格>

報告のとおり、東西溝の形状と東辺貼石の配石構造、埋葬施設、周辺墳墓との関係性の諸相から

四隅突出型墳丘墓の可能性が高いと言える。墳頂部の表土 。攪苦し土から出土した弥生土器片はほと

んどが細小片でその詳細は不明である。しかし、他に共伴する遺物がないことから、これらは墳丘

付近へ据え置かれたいわゆる「供献土器」の一部であった可能性が指摘しうる。このうち時期が推

定できる唯―の上器片は弥生時代後期後半頃の可能性がある。築造時期を示唆する遺物かもしれな

帝ゝ。

【北 I区 3号墓】

<調査方法>

発見の契機は、尾根頂部周辺の全面発掘調査を実施する過程で、表土以下を約10cm程掘り下げ、

貼石らしき石列の一部が発見されたのがきっかけである。それ以前は旧地形に墳丘上の高まりを認

めることができない状況にあり、墳丘墓が存在するとの認識は無かった。墳丘墓の可能性を認識後、

あらためて土層観察用の畦を設定し、周辺精査を行った。墳形、規模、構築方法、築造時期の確定

を念頭に置き、墳丘盛土、埋葬施設、旧表土層、地山面、貼石、周清、伴出遺物の検出に努め、随

時写真と実測による記録化を実施した。記録保存決定後は、追加調査として、貼石の除去を伴う配

石構造の調査、墳丘の断ち割り調査等を実施した。

<位 置>(第36・ 38図 )
北 I区のほぼ中央に位置する。およそ東西方向に伸びる尾根筋頂部の平坦面上にあたり、標高約

29.5mを 測る地点である。 3号墓の北・東・西方は緩斜面となり、南方のみ急傾斜の谷地形と近接

している。東方約 4mに はSK04～ 08の土娠坑墓群が、西下方約 8mに は 4号墓の一部が検出され

ている。
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<瑣 丘>

調査前の地形観察‐測量 (第36薗)において瑣丘状0高まりは認識されなかった。奎面調査時に

おいても、未根が著しくはびこる恭上下は池山風化土もしくは地山面で、渡丘状の地形変化、壊丘

盛上、墳丘を画する蒲は全く確認きれなかった (第ω醐。3鵡に伴う墳丘は、聞墾等によるelj
芋、土砂流出のためすでに懸とんどが条われたもの|と判断きれる.。 したがって、その規模、形態1息

不現と言わぎるな律瀬鶉ただと、後述する1貼るの検出状況から、難石で墳丘を区画する小規模な

|

◇⑬

十~鬱Φ
(鰤笠硼 )

860国|キ I巨 3号墓実剤図 (S=1

-83-

針

.とど
`!!::!!Ⅲ

!!!_

. 
く
|ミこ|||||||liLど

`::||||||||::::i〕

       ぃビ       「 》

0                   2m
↓,   「‐‐‐-1=‐

~~‐‐~F~=‐
===T~~=~~い
¬F~~‐‐‐‐F――

=‐

―‐
=~~~~~~~~―

―――
=_ェ
________‐――‐

=1 1

:401

ユ
瀬

中
藩
頚
ぼ
ト

―
―
―
―
蒸

腹
ＩＸ
隠
！
驀

Ｈ
監
蔀
謳
蝿
雄
和
騨
緞

苗
ｒ



「四隅突出型」の墳形のみがかすかにうかがえた。

<外表施設>

貼石の検出 (第 60図 )表 土除去後、ほぼ地山面において、やや弓なりに並ぶ貼石の上面が検出さ

れた。この他、墳丘周辺の表土中において、大小の扇平な割石が散在する状況が認められたが、原

位置を保持する貼石の類は検出されなかった。全面調査を実施する過程で、原位置を保つ貼石を現

地に留めて記録化した。すでに崩落、流出、あるいは開墾等により撤去された石が多数あるものと

察せられ、残存する貼石はわずか 7点のみであった。

貼石の構造と規模 (第 60図 )

図示のとおり、若千弓なりに並ぶ貼石の一部が、墳丘南辺の墳裾と察せられる部位に沿って一列

検出された。ほぼ東西方向に並ぶ石列は突出部を構成すると推定される残存部東端付近において緩

やかに南東方向へと外反する。石は組み合わせたり、重ねたりする事はなく、墳裾付近の墳丘斜面

(地山面)上へ並置されている。貼石は必ずしも接して並ぶのではなく、約 5 cm程の間隔をあけて

並ぶ箇所も認められる。

貼石の検出範囲は、長さ約2.3mを測り、残存部西端から約1.8m付近で約40° 屈折して外反する。

ここから突出部へと移行するものと推定されるが、突出部の形態、規模は不明である。

貼石下端面は、墳裾付近に認められ、墳丘斜面に据え置かれた様な状況で検出されている。貼石

下端の地山面には、各石の形状に沿って深さ約10cm前後の凹地が検出されている。石を安定させる

ため、わずかに掘り据えた痕跡と推浪Iさ れる。なお、粘質土等を用いての貼石の固定化は認められ

なかった。

貼石下端のレベルは、標高約29,40～ 29。45mの間に収まり、ほぼ水平を保っている。

貼石の岩種 長径約10～ 30cmの割り石を使用している。暗灰褐色系を呈する板状節理した安山岩で、

遺跡近辺 (松江市乃白～忌部周辺)において容易に採取されるものである。北 I区 1号墓、 2号墓、

4号墓と共通する。

<埋葬施設>

墳頂部の地山面を精査した段階で、土羨 1基を検出した。

検出面と位置 (第 60図)推 定される墳丘の墳頂部に位置するものと察せられる。明確な遺構検出

面上面は、現地表下約10cm前後の地山面であった。土羨の壁面、底面も全て地山面で確認されてい

る。土層には木根による大規模な撹乱が観察されたが未盗掘と判断される。

土羨は、墳丘南辺の貼石とは、約25cmと 近接している。土羨の主軸 (長軸)は、ほぼ南北方向を

指向する。

形状・規模 (第 60図) 攪乱により本来の形状は判然としないが、平面形は上面、底面ともにおよ

そ隅丸の長方形状を呈しており、長軸・短軸方向の断面形はいずれも逆台形状に近い。底面は木根

による破壊が顕著で起伏が激しく、本来の形状は不明である。

規模は、遺構検出面上面で長軸約2.25m、 短軸約1.lm、 深さは最大で約0.25m程 である。土羨は、

北方小日から南方小口へと徐々に幅を広げている。

覆土 。構造 (第 57図)表 土層から及ぶ大規模な境乱の影響を受けた黄褐色土 (1層 )の単層雄積
が認められた。木棺等の埋設は想定されず、おそらく素掘りの上娠であったと推察される。上娠本

来の掘り込み面 (掘 り方)は、検出面よりもさらに上層であった可能性もあるが、すでに攪乱、削
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平されており詳細不明である。

被葬者の頭位 土羨小口幅の大小からすると被葬者の頭位は南方方向と推察されるが判然としな

<遺物出土状況と遺物>

3号墓周辺から遺物は一切出上しなかった。

<時期と性格>

報告のとおり、削平もしくは流出により墳丘はほとんど残存していなかった。しかし、南辺にわ

ずかに遺存する貼石の配石構造、埋葬施設の存在、周辺遺構との関連性から、小規模な四隅突出型

墳丘墓の可能性が指摘されよう。時期は共伴する遺物が皆無で詳細不明である。 1～ 2号墓と近在

することから、それらとそう遠からぬ時期 (弥生時代後期後半頃)の所産と推察されるが定かでは

ない。

【北 I区 4号墓】

<調査方法>

発見の契機は、尾根頂部周辺の全面発掘調査を実施する過程で、表土以下約10cm程 を掘り下げ、

地山面精査の過程で、石列の一部が発見されたのがきっかけである。それ以前は、旧地形に墳丘上

の高まりを認めることができない状況にあり、墳丘墓が存在するとの認識は無かった。墳丘墓の可

能性を認識後、あらためて土層観察用の畦を設定し、周辺の精査を行った。墳形、規模、構築方法、

築造時期の確定を念頭に置き、墳丘盛上、埋葬施設、旧表土層、地山面、石列、周溝、伴出遺物の

検出に努め、随時写真と実測による記録化を実施した。記録保存決定後は、追加調査として、石列

の除去を伴う配石構造の調査、墳丘の断ち割り調査等を実施した。

<位 置>(第 36・ 38図 )

北 I区の中央からやや西よりに位置する。およそ東西方向に伸びる尾根筋頂部の緩斜面～平坦面

上にあたり、標高約28,5～ 29.5mを測る地点である。 4号墓の北 。東・西方は緩斜面で、南方のみ急

傾斜の谷地形へ近接している。東上方約 8mには 3号墓が、西下方約 9mには2号墓が近在する。ま

た、 4号墓の北側には、後述する土坑 (壊)4基 (SK01・ 02・ 03・ 09)も 近接して検出されている。

<墳 丘>(第 36・ 38・ 61図 )

調査前の地形観察・測量 (第 36図 )において墳丘状の高まりは認識されなかった。全面調査時に

おいても、木根が著しくはびこる表土下は地山風化土もしくは地山面で、墳丘状の地形変化、墳丘

盛上、墳丘を画する溝は全く確認されなかった (第 61図 )。 4号墓に伴う墳丘は、開墾等による削

平、土砂流出のため既にほとんどが失われたものと判断される。ただし、後述する特異な石列や主

体部と推察される土羨の検出状況から、石列によって区画された「方形プラン」を基調とする墳丘

が存在したことは推測可能である。なお、現状ではその規模を推定することは難しい。

<外表施設>

石列の検出 (第 61・ 62図 )表 土除去後、ほぼ地山面において、東西方向と南北方向に直線的に並

ぶ二条の石列が検出された。方形を基調とする墳丘の南辺と東辺の墳裾と察せられる部位にあたる。

この他、墳丘周辺の表土中においては、大小の扁平な割石が散在する状況が認められたが原位置

を保持した石は検出されなかった。全面調査を実施する過程で、原位置を保つ石列を確定し現地に
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留めて記録化した。既に崩落、流出、あるいは開墾等により撤去された石が多数あるものと察せら

れ、残存する石列は図示した2箇所のみであった。

石列の位置関係・構造・規模 (第 61・ 62図) 図示のとおり、南側の石列と東側の石列はその主軸
方向がほぼ直角に交わる位置関係にある。それぞれ、石列の主軸線上で横断面形が「V」 字状を呈

するような特殊な配石構造を有している。後述する主体部らしき土羨との位置関係、周辺で検出さ

れた 1～ 3号墓の貼石構造との類似性を総合的に考えると、この石列は方形基調の墳丘を区画する

ため墳裾付近に並置された特異な配石構造の一部と位置づけられよう。

したがって、以下、それぞれを4号墓の南辺石列、東辺石列と呼称し詳述する。

(南辺石列) 扁平な割り石を南北二列に並置している。石列の主軸 (長率由)は、ほぼ東西方向にあ
る。南北の石はこの主軸線上に向かって内傾しており、断面形が「V」 字状を呈するように置かれて

いる。

石列残存部は、ほぼ直線を呈すが、残存部の東端付近には、それらの列から外れる石 2点が存在

する。これが、原位置を保つものか否かは判然としない。
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第61図 北 I区 4号墓実測図
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石列の検出範囲は、長さ約2.15m(列

から外れた石 2点 を除 く)、 幅約0,3～

0,4mを測る。南側は 7点の石を 5～ 15cm

の間隔を保ちながら並べ、北側は15点の

石を密に並べている。南側には長径約

10～ 25cmの石が、北側には長径約 7～

23cmの石が用いられ、前者よりも後者の

石が全体に小ぶりの感がある。このよう

に石列の南側と北側ではその石の密度と

個体別の大きさに差異が認められる。

石列下端面の地山は、石列の形状に合

わせて断面「V」 字状に掘り窪められて

いた。しかし、一部の石の下端面は、地

山 (地 山風化土含む)か墳丘盛土等、

他の土層かの判断がつかない状況にあっ

た。ほとんどの石の下端面には、各石の

形状に沿った凹地が検出されたが、意図

的に掘り据えた反跡か否かは判然としな

1層 :晴褐色土 (木根はびこり、風化著しい。

地山風化土か墳丘盛土か判然としない)

2層 :掲色土 (地山と推定される)
3層 :黄自色土 (地 山)

G―一―――――

_4 2900m g
夕
釜

_貝 型 。
芹

F―一――――――         一―――――――F'

賊

29 00m G'

0      1m

第62図 北 I区 4号墓石列断面実測図 (S=1:40)

い。また、粘質土等を用いての貼石の固定化は特に認められなかった。

石列下端のレベルは、標高約28.65～ 29.70mの間に収まりほぼ水平を保っている。

(東辺石列)扁 平な割り石を東西二列に並置している。石列の主軸 (長軸)は、ほぼ南北方向に

ある。東西の石はこの主軸線上に向かって内傾しており、断面形が「V」 字状を呈するように置か

れている。石列残存部は、ほぼ直線を成すが、南端部付近では一部に列から外れる石も存在する。

これらが原位置を保つものか否かは判然としない。

石列の検出範囲は、長さ約0,93m、 幅約0.2～ 0.3m(列から外れた石を除く)を測る。西側は 3～

4点の石を約 3～ 6 cm前後の間隔で、東側は 6～ 7点の石を約 3～ 5 cm前後の間隔で並べている。

西側には長径約20～ 25cmの石が、東側には長径約15～25cmの石が用いられている。残存状況の差異

によるかもしれないが、東辺石列よりも南辺石列の方が整然と並べられた印象をもつ。

石列下端面の地山は、石列の形状に合わせて、断面「V」 字状に掘 り窪められていた。しかし、

一部の石の下端面は、地山 (地山風化土含む)か墳丘盛土等、他の上層かの判断がつかない状況に

あった。ほとんどの石の下端面には、各石の形状に沿った凹地が検出されたが、意図的に掘り据え

た痕跡か否かは判然としない。また、粘質土等を用いての石の固定化は特に認められなかった。

石列下端のレベルは、標高約29m前後に収まりほぼ水平を保っている。

石列の岩種 北 I区 1～ 3号墓のほとんどの貼石と同じく、暗灰褐色系を呈する板状節理した安山

岩を使用している。遺跡近辺 (松江市乃白～忌部周辺)において容易に採取されるものである。

<埋葬施設>

墳頂部と推察される地山面を精査した段階で、土壊 1基を検出した。

検出面と位置 (第 61図 )推 定される墳丘の墳項部に位置するものと察せられる。明確な遺構検出
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規模は、遺構検出面上面で長軸径約2.66m、 最大幅約1.56m、 土羨底面で、長軸径約2.05m、 幅

約0.45～ 0.75m、 深さは最大約 lm前後を測る。底面幅は、北方小日から南方小口へと徐々に幅を

広げている。

覆土・構造 (第 63図 ) 図示したとおり、土羨内堆積土はおよそ 9層に分層され、ほとんどの層に

墳丘周辺で認められる地山ブロックが包合されている。おそらく、土娠の掘削土によって埋め戻さ

れたものと推察される。木棺等の埋設は想定されず、素掘りの上羨であったと推定される。なお、

土娠本来の掘り込み面 (掘 り方)は、検出面よりもさらに上層であった可能性もあるが、すでに削

平されており詳細不明である。

被葬者の頭位 土羨小口幅の大小からすると被葬者の頭位は南方方向と推察される。
<遺物出土状況と遺物>

4号墓周辺から、遺物は一切出上しなかった。

<時期と性格>

削平もしくは流出により墳丘はほとんど残存していなかった。しかし、断面「V」 字状の特異な

配石構造と埋葬施設の存在、周辺遺構との関係から、石列によって区画された方形基調の墳丘墓で

ある可能性が指摘される。四隅突出型墳丘墓に比定すべき積極的根拠は見いだし難かった。

時期は共伴する遺物が皆無で、詳細不明である。ただし、北 I区 1～ 3号墓に近在し、立地、石

の貼り方、岩種、主軸方向、推定される被葬者の頭位方向などに共通性が見いだせることから、そ

れらとそう遠からぬ時期 (弥生時代後期後半頃か)の所産と位置づけて大過ないだろう。

〔土境墓群 北 I区 SK04～ SK08】

位置と概要

(第 36。 38・ 64図) 北 I区調査区のほぼ中央部、標高29.5m前後を測る尾根頂部平坦面からは、

類似の規模と構造を持つ土坑 5基が近接する状況で検出されている。整然と平行して並ぶこれらの

主軸 (長軸)方向は、ほぼ南北方向にあたり、東西方向に伸びる尾根筋とは直交する位置関係にあ

る。このうち複数の上坑直上からは、いわゆる墓上の′「標石」や「供献土器」と呼称しうる遺物も

出上しており、

弥生時代後期

の土羨墓 と認

識された。

これ ら土娠

墓群の東方約

3.5mイこイよ1→号

墓が、西方約

4mに は 3!号

墓が、ほぼ同

じ標高の尾根

頂部平坦面に

近在しており、 第64図  北 I ttSK04～08遺構配置図 (S=1:60)
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それらとの密接な関係を示唆する立地といえる。

遺構検出面は、表上下約10～ 20cmほ どで達する明確な地山面であった。従って壁面、底面ともに

地山面で検出された。付近の地表面は削平や土砂流失による旧地形の改変が著しく、本来の掘り込

み面 (掘 り方)は より上層であったと察せられるが判然としなかった。土羨内には木根による攪乱

は認められたものの、盗掘等人為的な攪乱の痕跡は見られなかった。

以下、遺構の検出順に従いSK04か ら08と 呼称し詳述する。

羊
ヾ
卜
／

<SK04>

位置 (第 64図 )土羨墓群のう

ち最も西方に位置する。

形状 。規模 (第 65図 )平 面

形はいびつな長方形状を呈し、

縦横の断面形はいずれも逆台

形状 を呈 している。底面は、

平坦でほぼ水平を保っている。

その幅は北側小日から南側小

口に向け徐々に幅を広げてい

る。なお、西側壁面の一部は

トレンチ調査時の掘削によっ

て損ってしまい判然としない。

規模は、遺構検出面上面で長

軸2.12m、 最大幅約 lm、 深

さ最大約0.45m、 土羨底面で

長軸2.Om、 幅約0.4～ 0.7mを 浪1

る。上娠の主軸 (長軸 )は 、

N-6° 一Wを とる。およそ東

西方向に伸びる尾根筋に対 し

て、ほぼ土羨の主軸 (長軸 )

が直交していることになる。

覆土 (第 65図 )図 示 したと

おり、褐色系の五層に分層 さ

れ比較的単純な層序関係が認

められる。土層観察による限

り木棺等の埋設は想定 されな

い。おそらく素掘 りの上羨で

あったと推測される。

1～ 3層は遺構周辺の地山で

認められる地山ブロックを顕

1層 :褐色土 (木根著しい)
2層 :明褐色粘質土 (白 色・黄色地山ブ
ロックを含む )

3層 :明褐色粘買土 (2層 に比 し、ブロッ

ク量多い)
4層 :褐色粘質土
5眉 :暗褐色土 C―――――― 29 50m ct

0        1m

第65図  北 I ttSK04実測図

29 50m D'

(S=1:30)
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著に包合しており、おそら

く土羨の掘削土によって埋

め戻されたことが推察され

る。

出土遺物 土娠内および土

羨上層、周辺から遺物は出

土しなかった。

被葬者の頭位 底面幅、小

口幅の大小から被葬者の頭

位は南方向にあったと推定

される。

<SK05>

位置 (第 64図 )西 方約

0.2mに はSK04が、東方約

0,25mに イよSKC18が近在する。

形状・規模 (第 66図)平

面形 は隅丸長方形状 を呈

し、縦横の断面形はいずれ

も逆台形状を呈する。底面

は、平坦でほぼ水平を保っ

ている。その幅は北側小口

よりも南側小日が広くなっ

ている。規模は、遺構検出

面上面で長軸2.65m、 最大

幅約1,33m、 深さ最大で約

0,75m、 土羨底面で長軸

2.2m、 幅約0.85～ 1.Omを測

る。土娠の主軸 (長軸)は、

N-12° 一Wを とる。およ

そ束西方向に伸びる尾根筋

に対して、ほぼ土羨の主軸

(長軸)は直交 しているこ

とになる。

覆土 (第 66図 )

土羨内覆土は、標石らし

き礫石、磨石、弥生土器片

を包合する最上層の暗褐色

|

~~~~―
A'

―――――ct

―

B[

帽
　
　
媚
　
　
堀
　
襲
娼
　
蠣
　
　
　
醒
　
媚

:暗掲色土 (木根が多く
はびこる。標石を包合
する)

:掲色粘質土 (緻密な粘
土からなる)
:明掲色粘質土 (5層 よ
りも色詞暗い。木棺裏
込土と推定)

0         1m

明黄掲色粘質土 (白
色・責色の地山ブロッ

クを含む)
同上 (2層 に比し色調 B_
が明るい)
淡掲色粘質土 (同上 )
明褐色土 (地山ブロッ

クを含まない)
明掲色粘質土 (拳大、

指頭大の白色・黄色の

地山ブロックを多量に

含む)

29.50m BI

C一
29 50m ct

第66図  北 I ttSK05実測図
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≠
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／

土以下、明黄褐色粘質

土 (2・ 2'層 )、 淡褐

色粘質土 (3層 )、 明

褐色土 (4層 )、 明褐

色粘質土 (5層 )、 褐

色粘質土 (6層 )、 明

褐色粘質土 (7層)の

7層に大別され、比較

的単純な層序関係を示

す。このうち 6。 7層

は、しまりのある緻密

な粘質土からなる。両

側壁、両小日付近に平

面観察でも顕著に認め

られ、人為的に埋めら

れた可能性を強く示唆

する。おそらくこの上

羨には木棺が埋設 さ

れ、6・ 7層はそれを

安定させるための裏込

め土であったと推定さ

れる。また、 2～ 5層

は遺構周辺の地山で認

められる地山ブロック

を豊富に包含しており、

土羨の掘削土によって

の 68-1

(笠
考せ:と

68-3

l rn

第67図  北 I ttSK05遺物出土状況実測図 (S=1:30)

埋め戻されたと推察される。

遺物出土状況と遺物 (第 67・ 68図)上 羨の南壁上面より約60～ 80cmの地点から弥生土器 1点、角

礫 1点、磨石と呼びうる磨製石器 1点が出上している。土羨直上の、ほぼ主軸 (長軸)付近にあた

る。この出土状況からして、偶然混入した遺物とは考えられず、土羨直上層もしくは土羨内覆土中

に意図的に置かれたものと推定される。いわゆる墓上の「標石」、「供献土器」と呼ばれるものに位

置づけられる。

68-1は、土娠直上の覆土最上層 (1層 )か ら出上した鼓形器台の脚台部小片である。全周の約

2分の 1が残存し、端部を欠損するが、復元底径約10cm以上を測るものと推定される。器表の風化

が著しく紋様、調整ともに判然としないが、内面にはヘラケズリの痕跡が微かに認められる。焼成

は良好で内外面黄褐色を呈し、胎土には径 1～ 24mの砂粒を含む。細片のため時期の詳細は不明で

ある。弥生時代後期後半頃の所産であろうか。

68-2は、土壊直上の覆土最上層 (1層 )か ら出上した角礫である。後述する磨石と近接して出
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角礫と近接して出土している。図示したとおり、器表の各面に人為的な擦痕や敲打痕が観察される。

全長15.3cm、 最大幅12.5cm、 最大厚さ7.5cm、 重量2,140gを測り、明青灰色を呈している。岩種は閃

緑岩もしくは斑桐岩である。当遺跡近辺では、島根半島沿岸 (大芦 ミカゲ等)や斐伊川上流域で産

出するが、形状から前者の海石を使用した可能性が高いと推定される。

被葬者の頭位 土羨底面幅、小回幅の大小及び遺物の出土地点から察して、被葬者の頭位は南方向
にあったと推定される。

<SK06>

位置 (第 64図 ) SK07の西方約0.65mに近在し、西隣はSK08と 接している。

形状・規模 (第 69図)平 面形は隅丸長方形状を呈し、縦横の断面形はいずれも逆台形状を呈する。

底面は、平坦でほぼ水平を保っている。その幅は北小日側よりも南小口側がやや広くなっている。

規模は、遺構検出面上面で長軸2.21m、 最大幅約1.15m、 深さ最大で約0.45m、 土羨底面で長軸

1.92m、 幅約0.7～ 0。 95mを測る。土娠の主軸 (長軸)は 、N-6° 一Wを とる。およそ東西方向に

伸びる尾根筋に対して、ほぼ土羨の主軸 (長軸)は直交していることになる。

覆土 (第 69図)土 羨内覆土は、最上層の褐色土 (8層 )以下、淡黄褐色粘質土 (9層 )、 明褐色

土 (10層 )、 褐色土 (■層 )、 褐色系の粘質土 (12・ 13・ 14・ 15層 )、 に大別され、比較的単純な層

序関係を示す。このうち12～ 15層は、しまりのある緻密な粘質土からなる。両側壁、両小日付近に

平面観察でも顕著に認められ、人為的に埋められた可能性を強く示唆する。おそらくこの土羨には

木棺が埋設され、12～ 15層はそれを安定させるための裏込め土であったと推定される。また、ほと

んどの層が遺構周辺の地山で認められる地山ブロックを包合しており、土羨の掘削土によって埋め

戻されたことがと推察される。

なお、土層観察の結果、西側壁面の上部において、西隣のSK08と は、いわゆる切り合い関係に

あり、SK06がSK08に先行して存在したことが確認される。

出土遺物 土羨内および周辺から遺物は出土しなかった。

被葬者の頭位 底面幅、小口幅の大小から被葬者の頭位は南方向にあったと推定される。

<SK08>

位置 (第 64図 )SK06の 西隣に接 し、西方約0.25mに はSK05が近在する。先述の通 り、SK06と は

遺構上面付近において切 り合い関係が認められ、SK06が先行 しSK08が後続 して築かれたことが確

認 されている。

形状・規模 (第 65図 ) 平面形は細長い隅丸長方形もしくは台形状を呈し、縦横の断面形はいずれ

も逆台形状を呈する。底面は平坦に近くほぼ水平を保っている。その幅は南側小日から北側小口

に向かい徐々に狭くなっている。規模は、遺構検出面上面で長軸2.54m、 最大幅約0.88m、 深さ最

大で約0.35m、 土娠底面で長軸2.3m、 幅約0.47～ 0。 76mを測る。土娠の主軸 (長軸)は、N-5° 一

Wを とる。およそ東西方向に伸びる尾根筋に対して、ほぼ土羨の主軸 (長軸)が直交していること

になる。

覆土 (第 69図 ) 図示したとおり、いわゆる標石らしき扁平な板状の石、土器片を包合する表土層
の淡帽色土 (1層 )以下、暗褐色土 (2層 )、 褐色土 (3層 )、 茶色土 (4層 )、 明褐色土 (5層 )、
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赤色粘質土 (6層 )、 淡黄色土 (7層 )の七層に大別され、比較的単純な層序関係を示す。土層観

察による限り木棺等の埋設は想定されない。おそらく素掘りの上羨であったと推測される。

1・ 6層を除く各層とも遺構周辺の地山で認められる地山ブロックを包合しており、おそらく土

羨の掘削土によって埋め戻されたことが推察される。

遺物出土状況と遺物 (第 70。 71図) 土羨南壁上面から約65～ 90cmの地点より弥生土器 1点、板状

の石 1点が出土している。板状の石はひび割れていたが、地面に対しほぼ水平に置かれたような状

況で出土した。出土地点は、土娠直上の、ほぼ主軸 (長軸)付近にあたる。この出土状況からして、

偶然混入した遺物とは考えられず、土羨直上の表土層もしくは土羨内覆土中に意図的に置かれたも

のと推定される。いわゆる墓上の「標石」、「供献土器」と呼ばれるものに位置づけられる。

71-1は、土羨直上の覆土最上層、表土中 (1層 )か ら出上した弥生土器と推測される器台の脚

台部小片である。全周の約10分の 1が残存し、復元底径約15cm以上を測る。器表の風化が著しく紋

様、調整ともに判然としないが、外面にはヨコナデ、内面脚端部付近にヨコナデ、同上半部にはへ

ラケズリの痕跡が微かに認められる。焼成は

良好で内外面黄褐色を呈し、胎土には径 1～

3 mmの砂粒を合むが緻密である。細片のため

時期の詳細は不明である。

71-2は 、土羨直上の覆土最上層、表土

層 (1層 )か ら出土 した板状の石である。

先述 した弥生土器片と共伴出土 している。

出土時点でひび割れて破片化 したものを接

合のうえ復元図化 した。他に復元できない

破片 1点が残存する。全長24.8cm、 最大幅

17.6cm、 最大厚4.lcm、 重量2,045.27gを 測り、

赤褐色を呈 している。自然石と思われ、明

確な加工痕、使用痕、顔料等の付着は認め

られない。岩種は安山岩で北 I区 1～ 3号

墓の貼石、同 4号墓の石列、SK05の 角礫と

同種である。

被葬者の頭位 土羨底面幅、小口幅の大小

及び遺物の出土地点から察するに、被葬者

の頭位は南方向にあったと推定される。

<SK07>

位置 (第 64図 )土 娠墓群の東端にあたり、

西方約0.65mイこイよSK06が近在し、 東方約 3m

で北 I区 1号墓の西溝に到る。

0                 1

'        1甲
 形状 。規模 (第 72図 ) 平面形は隅丸長方

第70図 北 I ttSK08標石出土状況実測図(S=1:30)形
状を呈し、縦横の断面形はいずれも逆台

(遺物番号は遺物実測図と対応する)      形状を呈する。底面は、平坦でほぼ水平を

Ｅ
０
０
０
到

＋

く

心

／

β電彩わ     2950m
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保っている。その幅は北側小口

から南狽I小口に向かい広 くなっ

ている。規模は、遺構検出面上

面で長軸2.48m、 最大幅約 lm、

深さ最大で約0,7m、 土羨底面で

長軸2.2m、 幅約0。45～ 0,73mを

測る。土頻の主軸 (長軸)は、

N-5° 一Wを とる。およそ東

西方向に伸びる尾根筋に対 し

て、ほぼ土壊の主軸 (長軸)が

直交していることになる。

覆土 (第 72図 )土 羨内覆土は、

最上層の黄褐色土 (1層)以下、

明黄褐色土 (2層 )、 明褐色土

(3層 )、 明黄白褐色土 (4層 )、

明白色土 (5層 )、 黄白色粘質

土 (6層 )、 明褐色粘質土 (7

層)の七層に大別され、比較的

単純な層序関係を示す。このう

ち 6'7層 は、しまりのある緻

2

10cm

第71図  北 I ttSK08付近出土遺物実測図 (S=1:3)

密な粘質土からなる。両側壁、両小口付近に平面観察でも顕著に認められ、人為的に埋められた可

能性を強く示唆する。おそらくこの土羨には木棺が埋設され、 6・ 7層はそれを安定させるための

裏込め土であったと推定される。また、 2～ 5層は遺構周辺の地山で認められる地山ブロックを豊

富に包合しており、おそらく土羨の掘削土によって埋め戻されたものと思われる。

遺物出土状況と遺物 (第 72・ 73図) 表土直下約 5～ 10cmで、土壊南壁上面から約80～ 85cmの地点

より弥生土器片 3点、磨石と呼びうる磨製石器 1点が共伴出上している。土娠直上の、ほぼ主軸

(長軸)付近にあたる。出土状況からして、偶然混入した遺物とは考えられず、土羨直上の表土層

もしくは土娠内覆土中に意図的に置かれたものと推定される。いわゆる墓上の標石、供献土器に位

置づけられる。

73-1は、土羨直上の表土直下から出土した鼓形器台の筒部～脚台部の破片である。全周の約 2

分の とが残存し、端部を欠損するが、復元底径約13cm以上を測る。筒部外面には三条の平行沈線紋

と刺突による羽状紋が認められる。調整は風化が著しく不明瞭であるが、外面にヨコナデ、内面に

はヘラケズリの痕跡が観察される。焼成は良好で内外面淡黄褐色を呈し、胎上には径 1～ 3 mmの 白

色砂粒を含む。弥生時代後期後半 (松本編年出雲・隠岐V-3様 式)頃の所産と推定される。

73-2は、土娠直上の表土直下から出土した鼓形器台の脚台部の破片である。全周の約 2分の 1

が残存 し、復元底径約15.4cm、 最大径17.6cmを測るものと推定される。器表が風化しており判然と

しないが、外面には平行沈線紋が数条認められる。調整も風化が著しく不明瞭であるが、外面と内

面下端部付近にヨコナデ、内面上半にはヘラケズリの痕跡が観察される。焼成は良好で内外面黄褐
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色を呈し、胎上には径 1～ 2 mmの微細砂粒を合む。小片につき時期は判然としないが、弥生時代後

期後半 (松本編年出雲・隠岐V-3様 式)頃の所産に位置づけられよう。

73-3は、土羨直上の表土直下から出上した器台の筒部～脚台部の破片である。全周の約 4分の

1が残存 し、脚端部

を欠損するが、復元

底径21cm前後を測る

であろう。器壁は厚

さ約 l cm前後と厚手

で、筒部から脚端部

に向かって外湾 しな

がら「ハ」の字状に

大きく開脚するもの

である。調整は、器

表の風化が進み判然

としないが、外面に

はヨコナデ、極一部

にハ ケメ らしき痕

跡、内面上半にはヘ

ラケズリの痕跡が微

かに観察される。焼

成は良好で内外面黄

褐色を呈 し、胎土に

は径 1～ 3 1Mlの砂粒

を多く合む。時期は

詳細不明であるが、

共伴する土器から弥

生時代後期後半頃の

所産と位置づけてお

く。

73-4は 、土羨直

上の表土直下から出

上 した磨石である。

上記した弥生土器と

共伴出土 している。

全体に丸みを帯びて

いるが直方体状を呈

し、図示のとおり、

ほぼ全面に擦痕や敲

＋
ぐ
卜
／

29.50m BI

層

　

層

層

層

層

　

層

責掲色土 (白色地山ブロックを

多く包含)
明責褐色土 (同上)
明褐色土 (同上)
明黄白掲色土 (同上)
明白色土 (1～ 4層に比し、地山
ブロックの合有量少ない)
黄白色粘質土 (黄色・由色の地

山ブロックから成る木棺の裏込
土と推定)
明褐色粘質土 (本柏の裏込土と

推定)

0         1m

B―

7層 :

29.50m ct

第72図  】ヒI区SK07実沢1図 (S=1:30)
(0日は遺物出土地点を示し、遺物番号は遺物実測図と対応する)
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10cm

第73図 北 I ttSK07付近出土遺物実測図 (S=1:3)
(ア ミ部分は使用痕が認められる箇所を示す)

打痕が認められる。このうち四面にはいびつな形状の浅い凹面があり、そこには敲打痕が観察され

る。全長9,Ocm、 最大幅6.4cm、 最大厚4.5cm、 重量429,38gを 測り、灰白色を呈している。顔料等の

付着は認められない。岩種は角閃石デイサイ トか角閃石安山岩の可能性が高いとされ、産出地は不

明である。

被葬者の頭位 土羨底面幅、小日幅の大小及び遺物の出土地点から察するに、被葬者の頭位は南方

向にあったと推定される。

<土壊墓群の時期と性格>

検出された土羨墓は、東西約6.5m、 南北約 3mの範囲に、ほぼ主軸を平行させて近在する一群

の墓群と考えられるc被葬者の頭位方向が全て南方向に推定されること、SK05。 07・ 08か ら出土

したいわゆる墓上の「標石」、「供献上器」類の出土状況にみる共通性は、埋葬に関する共通の儀礼、

観念の存在を想起させるものである。

それぞれの土羨の規模や形状については類似してはいるが全く一致するものはない。しかし、そ

の地山面以下の上羨底面の深さは、深いもの (SK05。 07)と浅いもの (SK04・ 06・ 08)|こ二大別

することが可能である (第64図 )。 各土羨の前後関係は、切り合いの認められたSK06→SK08の 一組
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しか明確にできなかったが、こうした土羨底面の深さが、場合によっては時間差を反映している可

台ヒ性もある。

土羨墓群から出上した弥生土器片は小片が多く時期を確定することはできないが、時期を示唆す

る資料はいずれも弥生時代後期後半 (松本編年出雲・隠岐V-3様式)頃の様相を呈した。各土娠
墓の選地状況、形態、規模、立地、遺物出土状況の共通性を重視し、ほぼ同時期の比較的短期間に

営まれた土羨墓群としてとらえられよう。

なお、各土羨墓群の近接する状況、尾根頂部の立地、周辺墳丘墓 (北 I区 1～ 4号墓)との位置

関係、遺物出土状況等を総合的に勘案すると、これらの上羨墓群は一墳丘墓の主体部を構成してい

た可能性も検討の余地がある。

〔土坑 北 I ttSK01・ 02・ 03・ 09】
位置と概要 (第 36・ 38・ 61図) 北 I区調査区の中央部からやや西寄り、標高28,5～ 29.5m前後を
沢Iる尾根筋から者千北方へ外れた緩斜面上に位置する。北 I区 4号墓の北方に近接する地点である。

4基の土坑は、類似する規模と構造を有しているので、その関連性を鑑み、ここで一括して報告す

る。

遺構検出面は、いずれも表上下約10～ 20cmほ どで達する明確な地山面であった。従って壁面、底

面ともに地山面で検出されている。付近の地表面は削平や土砂流失による旧地形の改変が著 しく、

本来の掘り込み面 (掘 り方)は さらに上層であった可能性もあるが判然としない。

南方に隣接する北 I区 4号墓の石列、損丘との関係については、土層観察の限り、共存関係、前

後関係は不明と言わざるを得ない。ただし、SK02の周辺及び堆積土中からは 4号墓の石列と同様

の石材が不規則に散在して出上し

ている。現地の状況からは、北 I

区 4号墓に伴う石列が損壊したの

ち、SK02が掘削された蓋然性が高

いと推察されたが、断定はできな

|ゝ。

以下 、遺構 の調査順 に従 い

SK01・ 02・ 03・ 09と呼称し詳述す

る。

<SK01>

位置 (第 38・ 61図 ) 4号 墓の墳

丘内に想定される標高約28,75m前

後の地点に位置し、西方約0。5mに

は 4号墓主体部が、東方約 lmに

はSKC12が近在している。

形状・規模 (第 74図 )平 面形は

いびつな楕円形状を呈 し、縦横

1雪

0        1m

第74図  北 I ttSK01実測図 (S=1:30)
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の断面形はそれぞれ凹形、逆台形状

を呈している。底面は、わずかな起

伏はあるがほぼ平坦である。規模は、

遺構検出面上面で長軸径 1.36m、 短

軸径約0,94m、 深 さ最大約0.28m、

土坑底面で長軸径 1.2m、 短軸径約

0.72mを測る。土坑の主軸 (長軸 )

は、N-90° 一Wを とる。およそ東

西方向に伸びる尾根筋に対して、土

坑の主軸 (長軸)が ほぼ平行してい

ることになる。

覆土 (第 74図 ) 図示 したとおり、

褐色系の二層に分層され比較的単純

な層序関係が認められる。遺構周辺

の地山で認められる地山ブロックを

包合しており、おそらく土坑の掘削

土によって埋め戻されたことが推察

される。

出土遺物 土坑内および土坑上層、

周辺から遺物は出土しなかった。

斗

第75図 北 I ttSK02実測図 。同礫石出土状況図
(S=1:30)
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<SK02>

位置 (第 38。 61図 ) 4号 墓東辺石列の北方、標高約29m前後に位置する。 4号墓東辺石列の主軸

延長線上に一部が重なり、西方約 lmにはSK01が 、東方約 2mにはSK03が近在している。

形状 。規模 (第 75図 ) 平面形はいびつな楕円形状を呈し、縦横の断面形はそれぞれ不整な逆台形

状を呈している。底面は、わずかな起伏はあるがほぼ平坦である。規模は、遺構検出面上面で長軸

径1.5m、 短軸径約1.lm、 深さ最大で約0.26m、 土坑底面で長軸径1.16m、 短軸径約0.85mを 測る。

土坑の主軸 (長軸)は、N-83° 一Eを とる。およそ東西方向に伸びる尾根筋に対して、土坑の主軸

(長軸)がほぼ平行していることになる。

覆土 (第 75図) 図示したとおり、淡褐色土が単層堆積していた。既述のとおり、四号墓の石列材
の一部と推察される割石が、同層の上層と遺構外に散在していた。また、遺構周辺の地山で認めら

れる地山ブロックを多量に包合しており、おそらく土坑の掘削土によって埋め戻されたことが推察

される。

出土遺物 土坑内および土坑上層、周辺から割り石の他、遺物は出土しなかった。
<SK03>

位置 (第 38図)SK02の 東方約 2m、 標高約29.10m付近に位置する。想定される4号墓の墳丘外

にあたることは間違いない。

形状・規模 (第 76図 ) 平面形は隅丸長方形状を呈し、縦横の断面形はそれぞれ逆台形状を呈して

洟
亀
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いる。底面は、わずかな起伏はあ

るがほぼ平坦である。規模は、遺

構検出面上面で長軸1.2m、 短軸

約0,9m、 深 さ最大約0,24m、 土

坑底面で長軸約0,96m、 短軸約

0,73mを 測る。土坑の主軸 (長軸)

は、N-4°一Wを とる。およそ東

西方向に伸びる尾根筋に対 して、

土坑の主軸 (長軸)がほぼ直交し

ていることになる。

覆土 (第 76図 )暗 褐色土が単層

堆積していた。遺構周辺の地山で

認められる地山ブロックを包合 し

ており、おそらく土坑の掘削土に

よって埋め戻されたことが推察さ

れる。

出土遺物 土坑内および土坑上層、周辺から、遺物は出上しなかった。

<SK09>

位置 (第 38図 )4号 墓主体部の北西下方約1.5m、 標高約28.25m前後に位置する。およそ東方約

2.8mに はSK01が近在している。

卦

形状・規模 (第

77図 )平 面形

は隅丸長方形状

を呈すると推察

されるが、北方

壁面は トレンチ

調査の際誤って

掘 り抜いており

詳 細 不 明 で あ

る。底面には緩

やかな段が認め

られたが各面と

も平坦である。

規模は、遺構検

出面上面で長軸

1.35m以上、短

軸約1.03m、 深

Ю
Ｏ
・い
〇
ヨ

予

29.50m

1層 :暗掲色土 (白色・赤色の地山ブロックを
少量含む。木根

`よ

びこる。炭化物含む)

第76図 北 I ttSK03実測図 (S=1:30)

0         1m

下下¬胡こi
笠里_ニ

1層 :暗掲色土 (木根による撹乱顕著。
白色の地山ブロック含む)

耳ヒI ttSK09実測図 (S=1:30)第77図
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くふ <~´ 0                         1ocm

第78図 北 I区SK09出土遺物実測図 (S=1:2)
(ア ミ部分は使用痕が認められる箇所を示す)

さ最大で約0.36m、 土坑底面で長軸1.16m以上、短軸約0,73mを測る。土坑の主軸 (長軸)は、南

北方向にあり、N-2° 一Eを とる。およそ東西方向に伸びる尾根筋に対して、土坑の主軸 (長軸 )

がほぼ直交していることになる。

覆土・遺物出土状況 (第 77図)図 示したとおり、暗褐色土が単層堆積していた。遺構周辺の地山
で認められる地山ブロックを多量に包含しており、おそらく土坑の掘削土によって埋め戻されたこ

とが推察される。

同層の下層で底面に近い箇所からは鉄器 1点 (78-1)が、中層で東壁面付近からは砥石 1点

(78-2)が 出土 している。なお、出土状況を図化する前に誤って採取してしまったので、写真の

み (図版65-2)を 掲載して報告にかえる。

出土遺物 (第 78図)78-1は 、覆土下層から出土した鉄製の鎌である。切先部を欠損しており、

残存部最大長約21cm、 刃部最大幅約3,7cm、 刃部棟幅 3 mn以下、重量62,73gを 測る。部分的には錆

診

|

Q卜�
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η
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化が著 しく進んでいる。茎先端部は、鈎の手状に屈曲している。茎尻から約7.3cm上方には、約

4× 3 1Hnを測る方形状の目釘孔が認められる。時期は判然としないが、形態からすると中世後半か

ら近世前半頃の所産であろうか。

78-2は、覆土中層の境乱土中から出土した砥石である。上端面を除きほぼ全面が使用面で、顕

著な擦痕が認められる。全長9.9cm、 最大幅6.2cm、 厚さ0.9～ 1,7cm、 重量103.73gを測る。岩種は流

紋岩で産地は不明である。

<土坑の時期と性格>

SK09は唯一遺物を伴出しており、鎌の形態からおよそ中近世頃という漠然とした時期比定が可

能である。遺構の性格は、鎌と砥石を副葬品とする土娠墓の可能性がある。

一方、この他のSK01・ 02・ 03については、共伴遺物がなく時期、性格ともに判然としない。た

だし、SK09と 共に同一丘陵緩斜面上に直線的に並んでいること、土坑の規模や形態が類似するこ

と、主軸方向が南北方向 (SK03・ 09)と 東西方向 (SK01・ 02)を指向し規則性がうかがえること

など共通する属性は、これらの密接な関係性を示唆している。

この点を重視すれば、これらはそう遠からぬ時期に掘られた土坑群もしくは土羨墓群であったと

類推することが可能であろう。
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第 2節 北Ⅱ区の遺構と遺物

概要 (第 79図) 標高約22～ 24mを測る尾根筋の西向きの緩斜面から、土坑 1基、溝を伴う石棺墓
1基を検出した。遺構周辺からは、須恵器、土師器の小片約10点、石棺内からは、水晶製勾玉未成

品 1点が出土している。

基本層序 北 I区同様、表土以下地山面までの上砂堆積は約10～30cmと 浅く、木痕が著しくはびこ

る暗褐色上が単層堆積していた。遺構検出面は、明確な地山面で、遺物は掘削土中もしくは遺構内

堆積土中から出上している。

<SK10>(第 79・ 80図 )

位置 標高約22mを測る尾根筋の緩斜面に位置する土坑である。南側約2.4mに は北Ⅱ区 1号石棺

墓が近在する。主軸 (長軸)方向は、斜面の等高線とほぼ平行している。

形状・規模 平面形はいびつな方形状を呈し、縦横の断面形はいずれも不整な逆台形状を呈してい
る。規模は、遺構検出面上面 (地山面)で長軸1.02m、 短軸0.58m、 深さ最大で約0,38mを測る。

底面は、撓乱のため判然としないが、およそ平坦を意図したものと察せられる。土坑の主軸 (長軸)

は、N-11° 一Wを とる。

第79図 北Ⅱ区調査後地形測量図・遺構配置図 (S=1:100)

- 105 -



淋

1層 :暗掲色土 (一部に木根の
撹乱認められる)

0         1m
|

覆土・遺物出土状況 遺構内には暗帽

色上の単層堆積が認められた。土層観

察による限り、素掘 りの土坑であった

と推定される。遺構検出面 (地山)か

ら上層の現地表面までは、約20cm程の

堆積上が確認された。土坑本来の掘り

込み面 (掘 り方)は この土層中にあっ

た可能性もあるが、現状では判然とし

ない。

土坑内の中層付近から、図化に耐え

ない須恵器、土師器の細小片 1～ 2点

が出上している。遺構に直接伴わず、

土砂と共に偶然流入したものと判断さ

れた。

1

カクラン

第30図 北 I ttSK10実預1図 (S=1:30)

時期と性格 遺物が出土せず時期、性格ともに不明である。

<北 I区 1号石柏墓>(第 79・ 81・ 82・ 83・ 84図 )

調査前の状況と位置 (第 35図)調 査前の現地は、主に植林と雑木林からなる山林であった。 トレ

ンチ調査の過程で、表上下約10～ 20cmか ら偶然蓋石が検出されたのが発見の契機である。

石棺墓は、標高約23m前後を測る尾根筋の緩斜面に位置し、北側約 2mに SK10が近在している。

西方眼下には、玉湯町布志名の小平野が広がる。

また、石棺の斜面上方からは弧状の周溝も検出されている。

周清 (第 81図 ) 石棺の東方約0.4～ lmの斜面上方から検出された、平面形が若千弓なりを呈す

る浅い小溝である。石棺の上方斜面を弧状に画するような位置に掘られており、この石棺墓に付随

する施設、周清と判断される。遺構の長軸はほぼ南北方向を指向している。周溝の北端部は攪乱及

び削平によって判然としないが、残存部からさらに北方へと弧を描いて続いているものと推察され

る。断面形は、U字状もしくは不整な逆台形状を呈しておリー定していない。規模は、残存部遺構

検出面上面の長さ約2.3m、 幅0.4～0.48m、 深さ約0.15m以 内を測る。覆土には、淡黒褐色土が単層

堆積していたが、遺物は検出されなかった。

石棺 (第 81・ 82・ 88図) 割石を組み合わせた箱式石棺である。側石と底石が不完全で特徴的な配

石構造を有している。

蓋石は、主として大小約10枚の扁平な板状石を一部二重に重ねながら並置している。北側小日付

近の蓋石の一部は割れて棺内に埋没していた。石材は、他の棺材よりも一際大きく厚手の材を使用

している。蓋石を除去すると棺内には暗褐色土 (1層 )、 灰褐色土 (2層 )、 褐色粘質土 (3層 )が

堆積していたが、このうち 3層は地山風化上である可能性が高い。 1。 2層は棺外から流入した土

砂が大半と推察される。棺外、墓壊内には表土層から漸位的に変化して雄積する暗褐色上が単層堆

積し、特別の層序関係は認識できなかった。

蓋石と側石、小口石の隙間には特に粘土等による目張りは認められず、棺外から土砂が大量に流
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入した状況が伺える。

石棺の主軸 (長軸)は、N-16° 一Wを とり南北方向を指向している。

棺床は、北側小日付近に 1枚のみ扁平な底石が検出された。棺床面はこの底石上面および覆土の

3層上面あたりと推定され、ほぼ平坦かつ水平に保たれている。

明確な側石は、西壁の北側小日付近に 1枚のみ認められる。長方形状を呈する板状石を墓頻壁面

に沿って立て据えている。同じく西側壁沿いの南半付近には長径10cm前後の扁平な礫石約10点が並

置されていた。しかし、これのみでは、側石、底石の機能は全く果たさない。何故ここに存在する

のかその機能は判然としない。なお、この小型の礫石と墓壊西壁との間には、幅約10cmの隙間が設

えられている。想像を遅しくするならば、ここに木材等を利用した側壁をはめ込んだとも類推され

よう。

小日石は、両小日に一枚ずつ正方形状のやや大型の板状石を立て据えている。下端部は地山面に

掘り据えられており安定している。

このように、この石棺では特異な配石がみられた。おそらく墓羨の壁面を利用して側石の設置を

0         1m

第81図  北 I区 1号石棺墓検出状況 。同土層断面実測図 (S=1:30)
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1層 :暗掲色土 (白色の地山ブロックを多量に含む )

2層 :灰掲色土

3層 :褐色粘質土 (地山ブロックを多量に含む、地山

風化上の可能性高い )

1雪

ξ
l

や
０
う
０
ヨ

0        1m

第82図  北 Ⅱ区 1号石相墓実測図 。同遺物出土状況図 (S=1130)
(●土師器 ◆水晶未成品 遺物番号は遺物実測図と対応する)
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省いたか、あるいは

木材等を側壁に用い

た可能性が推察 され

る。 しかし、土層観

察結果による限 り、

木材等による側壁を

使用 した痕跡は見い

出し難かった。

規模は棺床付近の

内法で、長軸約1,75m、

短軸 (墓羨の両側壁

間)約 0.31m、 深 さ

(北側小口石上端面か

ら底石上面までの間)

は約0.27mを測る。各石材間に粘土等による目張りは認められなかったが、隙間を小礫石を利用し

て埋めようとする意図は看取された。

石棺材の岩種は全て、南区の石棺墓等と同様の板状節理した安山岩からなり、遺跡周辺 (松江市

乃白～忌部周辺)で容易に採取できるものを使用している。

墓境 (第83図 ) 石棺を納めた墓羨は、明確な遺構検出面 (地山面)においていびつな隅丸長方形
状を呈し、一部二段掘りとも呼びうる構造を有している。それは、図示したとおり、この墓羨が石

棺、自体を埋設するための掘り方である土羨 (二段面)と 、その上羨を大きく取り囲む浅い土羨

(一段面)の二つの土羨から構成されているからである。遺構の検出状況から、これらは同一遺構

ととらえて良い。

一段目の浅い土羨は、石棺の東側壁、南側小日石の棺外方向へと広がりをみせる大きなものであ

る。土族の西側壁は、二段目の土壊と壁面を共有している。規模は、長軸約2.05m、 短軸約0,95m、

一段目の平坦面までの深さ約0,3m以下、二段目の土羨底面までの深さ0.46m以下を測る。石棺蓋石

の東端部は全てこの一段目の緩斜面上に置かれていた。

この浅い土羨の西側壁と北側壁の一部に沿って石棺自体の掘り方である三段目の上療が偏在す

る。この土娠は、小口石の幅よりやや大きめに掘られており、両側小口石と西側石の底面に石棺材

の形状に合わせて、石を安定して据え置くための浅い清を掘り窪めている。底面は若千の起伏があ

るがほぼ平坦である。規模は、一段目における遺構検出面 (地山面)で、長軸約1,9m、 短軸約

0.44m、 そこから土羨底面までの深さ最大で約0.33mを測る。

墓羨内覆土 (石棺外)には、表土下暗褐色上の単層堆積が観察され分層はしかねる状況にあった。

遺物出土状況と遺物 (第 82・ 84図 )

石棺墓周辺の表土下暗褐色土層からは、土師器片数点が出土している。ほとんどが、実測に耐え

ない細小片であり、蓋石の西側にほぼ隣接して出土した土師器片のみを図化した。

84-1は 、石棺石蓋の西に近接して、暗褐色土から出土した土師器の高邦片である。杯部から脚

部にかけて約 4分の 1が残存する。器表は風化が著しく調整、焼成は不明である。黄褐色を呈し、

|

第33図  北Ⅱ区 1号石相墓墓境掘り方実測図 (S=1:30)
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〕

3

0                5cm

第84図  北 I・ Ⅲ区出土遺物実測図
(1～ 2はS=1:3、 3はS=2:3)

胎土には径 1～ 2111111の 微細砂粒を

含む。出土状況から、石棺墓に共

伴するものと推定される。

一方、棺内北側小日付近の木痕

による攪乱土層の最下層からは、

水晶製勾玉の未成品 1点が出土し

ている。

84-3は、棺内攪乱土中から出

土した水晶製勾玉未成品である。

表面に敲打痕と一部研磨痕が認め

られ、反対面には研磨痕が認めら

れる。上端面の一部には自然面を

残す。全長3.6cm、 最大幅2.Ocm、

最大厚1.35cm、 重量■.60gを測る。

攪乱土層中出上ではあるが、遺

構・遺物の性格上、石棺墓の副葬

品に推定される。

被葬者の頭位 判然としないが、

蓋石・墓羨 。石棺幅の大小からす

ると南方小日側が頭位方向と察せ

られる。ただし、副葬品に比定し

うる水晶製勾玉が北側小日付近か

o            4m
l      l      l

第85図 北Ⅲ区調査後地形測量図・遺構配置図 (S=1:100)
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